



















重 イ オ 〉該 及 庵、に お3ウる





重 イ 才 シ該 及 泌 の藷 特 徴
(i)イ窒 エ ネ ル ギ,一 重 イ オ ン ネ亥 反J;)LTt・
(2)de 一唾 ラ皮 長
`3)孚t7自 由 行 ネ呈
リ へ をヨ
(4)軌蓮 岡 蓮 重力 更
σ)言 菜 の 間 顕
し と り も
一 見 全 畠虫 合 ノ又 応1と
不 完 全 畠曳 合 反 ∫必・ 一
速.車±9.*立}と,1,il.










`2)一蝦 に 藍 粒}放 出 機 楢 に つnzい ワ9
后舜 究(7)1ヨ的 ご 糸主 過 t・・2J


















実 験 方 法
雲 鳥隻 施 設
角 分 布 ・ エ ネ ル ギー ・ ス へ・ ケ
ト ル の 測 足
も も
望 い 砥'留 核 の測 足
核 分 裂 片 の 測 足
へ
奨 馬葵絹 .果 ヒ 乎 易 な 結 論
2egB7ヂ4N系Z・の 反 応 断 面 積







d紅}つ エ ネ1レ 干IL・ ス へ。7ト1レ'"43
ぴ 髄}の 最 確 廼 工 加 レ 午亀一 一噌 .一
一them。5tpr。 わmbノθene》 書/一 一一
i8t77aナ㌦ 系z"⑦ 他 の 軽 粒5(P,d・ ω … 朔
の 測 定
解 耕 方 活







解 勅 結 果




渉 ヒ あ ヒ 希 辱、
ま と(場

























実験 器 具 の 殼 営
検 出 回 路 系
実瀞 結 果 乞孚 易 好結 論
工nc∬usrueMecrsuyement
elas七rcbre・ ・1〈up
γネ身と ス!＼9ク トー 1レ
.角分 布
工 ネ,1レ 午tt-'ス へo/7F'L
一 二
乎 均 の γ線 タケ 重1蔓
解 ・祈方 法
続.毒†理 論 一一
H,tSp・t£ テ・'レ ヒ繕 情+9
角i里i妻ヵ 量 の 建 言臭
…87
…92



















解 耕 結 果
8Be
,励 起 し たtユc放 出 に





tyl早孝婁テ(又.f2t多ぢ丈 出 に1斐】与 す る
ム ロヨ・宇 工勾 の 入 身寸牽九 蓮 角 蓮 星力更
審 ヒ あ ヒ 考 家
ま ヒ あ
エ ネ ル ギ ー纏 和 崎 闇






























冥 馬集 方 ラ五
も
果 験 状 況
ネ隻 出 回 罷箔 系
実 馬蔓糸吉果 ℃」平 易1芯糸吉善痛
ヘ
工 不 ル4si-・ ス へo/7}-1レ
添亥分 裂 ノ守 の 角 分 斤r
解 ネ庁 方 該
ネ亥 分 裂 片 σ)角 分 浄
解 ネケ結 果
稗 竹 角 エ星 皇ヵ童 ・`該整 列
_叉 ユー .Sltの 糸毒 果 一
前 乎 種 寸 よ 孝立 う お文 出 に 関 与 彦 る 一
ふ ロ
雫均 の 入 射 車九蓮 角 蓮 望力里
へ









軽/1オ ン 辰 応 で・の 核{整 列tの 塊 較
・h1%
t・・2DO
工 仁。 ロ ー ケ ・ "t2 ・?1
謝 辞 Stl228








eV)弾 ・}生激 乱 の 解 耕 ・・瑠
一 光 勤 難 ・cag
qavter-P。7n七avaα'll・S',-s-
d-rc6eCL;))同 時 測 是'こ お・け る …2千6
Ctbs。'ttteαつ∬seetronの 未'あ 方
γ線 ク痩 康 … 珊
乾、全 扇虫 名 ノヌ 応1厚3呼 弓 る 臣晶 」界 …2s5
鰻 重罎 ム ヒ?basingαn3"'arm・… 翻 毎
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(1){c5エ ネlt/ヰ1)一 重 イ 才 〉 核 辰 ∫六亀1
皇 イ オ ン 該 厚 応 吃 入 留 臓 の エ ネ 置レ ギ ー に δ
つて 分類 碗 輪 が臆 年 の 痴 乳 の 蓄績 ヒ将 釆
へ の 展 望 じ 支Xらtcτ 一ヅ 鮮 酌1二 塗 つ た か の 鴎
が 劾1・2)認9一 謀 奔一顛 の 基 孝1謁 る 工 神
ロ
キい一13原}木 〉.に1翻 ≠1の レ、 う し、 う 熔 更 ぐ た ヒ え
ぱ 該}の 紀 信 エ ネ ル ギー 等)'Z;・tあt.1.入 射 核
り エ ネ ル キ・ 一 ヒ し てtZlλ 射 梅 ん 一一蔓 橡 飽 族 砺 と
の ネ毫 金 一系 で・の1vT亥 吾 あ た'ノ の エ ネ ル キ"一 ε
E-一一
一一_乞 二 一 一(1>
At†ハ2
セ 用v、 一る_。3}一 ⊇ 一に ノ ー1三一1ま 重 一聖u'糸 の λ 身寸 エ ネ,レ
　 　 ア 　 　 　 　 　 　 ユラ 　ロ
キ、一 で ・あ ろ 。 図1に そ のh委 夏 を 示 す 。 ぷ藁単虫
Isεz・ あu,縦 軸 はA,tハ2z、,thる.墓 準 にt6
ろ エZ:iレ キ….IEI・,〇 一 〕)戸 章 壁(E。),臓 国 核
}の 耗 合 エ ネ1レ キ"一(Eb'y8MeV:btEFb。}】 吟
ener3Yの 頭 賭)・ 枷 核5の7エ1レ ミ'エ
1:}二'⊃"
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荊 レ キL(TF・-30MeV),7rL・ 事 闇 暑 の 質 量 エ ネ
1レギL(MveC2-140Meの 、 杉}の 質 量 エ ネ'レ
リ
ギ'一(MpC2・vq40MeV)Z・'あ う 。 こLれ ・ 」 乙b'1各蓬 ・
へ
に 朋 乳 ガ 彦 展 しzき た の はEc<ε 〈F-bの エ1-
1レギL領 鐵 て、・.島 全 融 含rscha,(C・mpleteFaS"・n)
深 部 非 弾 桟 衝 実(Deepエnelas七;cC。'1isi・n)、 直
書彦 及1亀 ・ しDirec七A～eαc七ro〔)と 二1コ夢'δ・い れ そ)及itL・,i置ネ呈
が ・含 ま れ ろ"ε くEcで'は,ノ7- 一ロ ン 黄女 言ム,ケ
ー 目 ン 房力走己 か)t主 ナ3及 孟じ・i遇.廷呈 て"あ う 。Ebく ε ぐ「rF
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の 音 毬(霜 度 ラ浸 の う云 播 蓬 度 ～o.フc,cは 一'%遷
疫)蹟 残噛,.核 の 屡 一縮 、 衝 撃 ラ皮 つ 鞄 単 寄,高
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π ㌣ 聞 ろ 凝 縮 も 期 祷 さSCzn6・M訟 く εぐMpc2
で16.,中 闇5一 の 発 生 を づギ レ㌧ オ亥}.1?間i卜.
該 渉 の 励 籠 状 熊ts'らt8う ハ ド1ロ ン タタ体 系 の4S
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藪 と 「 高 温 高 密 度 の 該 物 躍 」t・g'う1"こ ヒ に す
う し,ε<Ebはt「 低 温 正 常 密 度 り 核 物 理JZ・
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る が ら 、 糸吉 居3,4目 対 蓮 壷力 σ)de豊 γ艦lr金 シ震 長 が'ユ
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の 衝 染 の 第'回 目 で・覆 岱 う エ ネ し キ覧㌧ △ ・ま,
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旧 参 る ヒ 、e9・,ク ー1コ ン カ σ 入 身1核 ヒ 標 的 該
の 相 対 速 度tryel2、hミ<,レ 勧 ・・ っ てao>aNカ ・
ら △'!B・一 ,h9≦ づ う.S 一た ω)a}わ ・ ら 衝 実 回 数 κ
16訳 き ぐT5'1.そ の 赫 果 乎 均 自 由 行 程Liま 小
[くt8う ヒ し、う 老1しo穿 奇 争敗 が・鬼 ら 才し う 。2凶 麟
+1㌔ui5図e》)励 む に 封 しz計 算 し た=記 の 諸
量 き 表1に 同 時 ド.載'塵 一て お、く.隼 亀 一歪 オ ♪ 該 一母
書斎 の 一P爬卿p・unCtγeaCtr。れ一一 ヒ 奎 づ 一オーii一該 反 市 ・(
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イ塗 エ ネ ル .キ1、-i皇 ・fオ ン.igK・及itLlt'z.・・1δ 古 典 白～ヲ#菌
像 力・ 良 くZ動 蓮 の 概 急,」bN"fi効Z・ あ る こ ヒ'δ 既 ・
に 述 べ ・た 。 し た カ・㌧ で 重 イ オ)核 及1市 ワ ・ は 衛
室 係 数(b;吻 ¢tpaya・leteγ)に δ つ て 核 厩 磁
ヱノの
描2fi類 で き う予 考 え ら れ 一z・1ろ.通 常 よ
く 竹 疹 わ れ て 一・、ろ カ ラ去 塾 衝 楽 係 数 の ぜ 由 り に
糠 車殖 角一一毒 瞳(丑)一 を,羽 い る 編 て・ あ ろ9)。
相 対 軌 道 魚 蓮 重力 量 そ れ 自 身tEF量5力 蓉z・ 日月碓
1=皇1羨・一ざ一れ ろ 量 で・あ る か・1,重4オ)オ 亥 反1立ノ,り
場 釦 こ1ま 衝 実 イ糸 数bに 愈hbで 囎 応 さ ぜz-!
2・ -X小 」諮 つ で クト縁 衝 実 一こ 卿 戸heralω〃'5"・η)
ヒ カ・近 毒 衝 裏(cl。5ec・11.iston)箸一巳 吟 些チリー雌 う一一ζ
ヒ ゲー タターP-.一;一曳 一に.-R」.6..Z一射 核 の 波 数 で'あ る ・
噛3-i湘 癖 植 一鯉 童力量「こ一扁 重肩 　り一該
原1並 ・の 分 類 と 示 す 。 分 類 の 茎 準t±sる 乏 感
㈱ τ狸 創 α一 ・ynert七蜘`毎)と 雛 融 飯 応
L鍔 す一ゐ 一臨 昇 角 錘 ヵ 量(1er;cri七 τCα1αngレし1αr
m。mln七dn～天z∴一あ一る 。23γ ・t3.入 身7オ亥 と 孫 的 核 力"鳳
1o
ちSうZ'1こ 一亨 一り 金 偽 せ う6う ち イ斬 裏 を す ろ ど
き の 車れ う亘 角 一運 一豊ヵ量 ・z".`そ の 匂 一ミ}り一獲5空 づ系 数 二を
b讐rヒ ζ萎bヒ ・ ノb>b7rで 配IEF!7-rコ ン 昔女 毒L1一乙17
・"一一 ・ ン 励 品 わ磯 己 こ ・1
/b〈bgrZ・ ・le該 力 が 咳 力 く
ヒ7sえ ら れ る 、2cr'ま2〈 ノcrCし た か・ っ て
b〈bcrlbcylま2,r=k.b,hz1・ 購 ・さ 嶋 是錫
衝 雲 孫 数) 一ナ3b2-(b)一'こ 丈「 し'Z,は 完 宝 融 合 反
沁(こ こ で・`ま 簡 単 の た あ に 複 創 亥 勧 記叱 考 え
6。 しS)一ス・明 碓1・ 定 義eb)カ 、ll赴こ ろ ふ うt5
工竜 界 づ直ZNIあ そ〉。-ipttk音捧9β ラ単'ト生 徳守臭 に 関 与一 す る 乏
は…仁 あ、za、9カ・1=さ っ τ ル 一ーヒ?9rρ 闇 にB庄
す う と 薦Z, 一一ら れZ-一.Vb。1図 一4'こ衝 実 係 数 に5
う 一一反1嘩嘔 程 つ 概 亀・的 分 萎頁!一一図5-1モ ー奎 イ オ そー 該
及 海 で、見 一ら一れ 一bエ ネー1ヒギ ー 一・一ろ へ9一ク トー-1レ② 各 一
ゑ1「iU'i邑奉呈 に よ う 概 急L旨≒r分楽員 乞 牙kす 。
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(5-)言 葉 の 閣 題
一 完 全 昌由 含 反 売1し 不 完 塗 昌虫 合 反 痘」・一
重 イ ォ)核 反 施 吃 議 論 す る し き 、 禾 足 義 語
ヒ}Z・ ・tEFさ 南t}t)ま で ・E通 岸 硬 れ れ てt・ 」1>.言
葉Z・ ・1■ あ っ て't'しtEl… し16・Aに よ)Z落 麻 す る
エ・ぐ こ ろ
一か ・㌧逸?一 こ し、7…-1Z-一一す ろ こ とニ カ、t'タノヌV,。';`2i.一の
Hi表 例 に 不 完 金 融 合Rrtu,i乙!ゆIEia語 が ・あ る つ
こ の 用Sliさ 単 に 誤 解Slkや5し 叱nう だ 分zv
t}〈.毒 論 ま で1報 告 さ*b物 理 的 内 容 ヒiz}課
く カ、カ、)}つっ 一Zし1ろ 〉 た 幽iこ こ こ ■'tきEu臼月 し 一Z一才}亀一く
こ ピ に す る 。 一
ム
笥 皐 融 名 取 沁 の岳 味 β 知 う た め に は!一一そ一り
購r三 一一L舜一毒 麟 勲 遵 角 蓮 茎瞳2α 一lo川が 踵
8うfこ 是 一義 、 置Wt・ う一タ∵ ち 塞 リsう の か 巳量():`、・2cr
t9.着 目 しZ・ 、b系'Z・ ・(7)粗 互 作 用 溜.ラ ニ シ ヤ
tレもv曳CY)ヒ す ろ ヒ,臨 界 ギ 往(Rcr)z・ λ 射 該
・乙標 勧 核 の 闇 に 僖 ヵ く ヵb・,ち6う ヒ"e・'ロ1こ7}う







ヒt}う,)iうrふ 相 封 軌 道 角 蓮 勤 量 ヒ し て 昆 義 さ
LKig・ こ こZ"V2(V)感
躰 寧+も 馨 ゆ 噛(わ ㈱
T'.右 廻 第 二 項 は77 -・ ン オ・ ラ ン ヲ ヤ1レ 、 算
二 項 は 蓬ILS・・71ズ ラ ニ ラーヤ ル.第 三 項VN`Y)1}・x亥
力 示9ラ ン ヲ ヤ ル で亀あ み 。6う ヒ.ノ2<2Crな う
ρ に 対 し てrB,r=RcrZ"λ 射 杉t?t`全 体 ヒ し て 篠
的 核 亙一一ら一皿弓L内 を 一一一麗・一.娯蒜 釣 序亥 一!こ融 合 ざ れ て し ま
う 。 一一)一れ 一乞 完 灸 島虫lE一辰一壷t』・ ζ一t"一,一う一6一 こ れ1二3r・tレ
て .鉦 く一£一≦.一毎 一 谷 う..4∫=塒 しZIむ 主 ヒ しZ
重ヵ多呈 お 危11三 倖 塑 く い さ さ一一っ カ 〃ー の た あ 入 身す辱鼓 一か、1
種 一節 し諺 ～一一に 一一一時 β勺.1三一}葦角曳 一←一た2伏 轄,か"っ く ら れ,
縁1}・ の 胸 勿恥 豪 換n…ibこ 勃 ・、・.入 射&,3全 体
ヒ し 肪 豪 酌 該 ぐ ら 恥 を 庸 じIZ・ ・るr=b景 終
的 に 入 射 諏 の 主 弩 ぢ 部 分(標 的 廠 ヒ の 闇 の 該
}の や りt'ノ 復,残 っ 禿9Phn)1ま 放 出r-kれ 与 。
二卵 ひ 轟 部 躯 多射 劾 垂豫 の 巨 視 白り躬 苗像 て・あ う
ll:工.こ;'
'3
海、㌧ 先 の 瓢 一牟 融 合 辰 軸 に 対 し マ 不%全 融 合 及
よ
Ilし… 乙呼 び こ ヒ かt'あ る 。
さ て!完 全 晶虫 合 及1六UIZiilまλ 身す不亥'ま 序票 白勺ネ亥 に
融 色 二 膨 て し ま う の 刎 あ 壱 力'ら,行 く 禾 σ 複
合JII;K乞f吻域'彦 う 。 しn'レt8カ'"ら 、 凱 全 扇蛍 合 及
売 吃 複 禽 該 友 龍 叱 呼'3・rdi・ の σ .λ 射 嶽 と 橡
的 ネ>K匂・らtひ う 一ネ寡 名 兼 が 嗜 舶,乎 換 牙t=至IJ達 す ろ 前 の
駅 聴 こ 」 由e前 平 衡 ♪}類ξ1,ヒ呼 ろ"兇 ヒ に6う.)
で・騒 粒S茗 敬 出 す る さ う プS愚 程 ち 含 んZ・ レ、b一
乙 乃 え る カ・ら で・あ 参 ウ
.そ航 で㌧1さ一番羽?■一て 一不 卑.全 扇虫 合 及 晦 一で、IEFノ柔刀一め
入 射 縁 は 全 体 ヒ し て 標 的 核 ガ ら 胤 力 を 馳 レ て
・県 力'",…島 中 て嘩 呈 紅 窃 を 放 出 し た カ・"た め に 潤
一テ ン ラ 切kか 吸 脚 一り 一,残 一一ワ ー'3引 力 乞 隠 し"う よ
うi二 培 っZ2ト 票 侮与該 一℃一扇虫{∋.す み よ う 一プδ ゑ 市 ・を 含
ん で ・い ろ 覧乙 考 え ろ ノN・ぎZ、 、あ う 。 こ れ,に っ ロZ
」ま 〉瞳 で1再 ひ、・,3・れ う こ一と'=すb,し 臓 の 辱 ・盾





重 イ オ ン 核 原 市LS口=お け ろ 邊淳 醤 立15・放 出 の 禰
貌 ・δBtrttヒQuint。n'2)の ノ、・イt'ニ ア 的 捌 淳1こ
#6?う て 、 ・igf;T-:P廟畷 ん に 励13-22?s.,1
ン 縁 夏rtlLIJの研 究 の 重 雲 ナふ註 のiつ に ナ}sつた カ・
の 硲 力・・あ一b。 こ こZ・,軽 粒5一 ヒ は 湯5,重 陽
チ 、 三 重 蕩 一享 を一意 嫁 し 戸 速 」 ヒ ・ う 砺 鶴 司IESi-一 一1
)ヌの よ う 寸ふ ヒ痔 催亙 乞 示 す 。
(D角 分 布 力・い&里 口 前 力L。 一17Z'(あb。
①.一 工一茎並 一デ1-一 ・一一ス 聖 ク… 臼 レ笹 連 一続 的 一z・あ リ
複 餌 細 ら の 蒸 覧 ス へつ7一ト1山 ニ レ〔一へ・ zrh
平 ネ ■ 曜L成 分 力…強 く一タ齢 ・tttし'Z一ρ う 。
こiii)亜…穿ユ 峯ー 力文 出 方変 ノーろ 身寸ネ亥 ヒ 迦票 白勺・1亥の一多美一ツ9一
複 名 泉 感 融 合 一一し 一墨一一お1ノ ーノ 複 合 藪 反 ノむ に 侭
た 一浸 一売嵯 戚・物 曳 蒸 登 磯 留萩 も し.<嚇 劾
裂 片)も つ く ろ 。
一…昆 在 堤O昌 さ 嵐 て い る 車至粒 み 赦 出 に 対 す る 口
く っ ヵ・の 厚 応 横 オ黄 の 中 ガ ら,よ=毒 己 の3っ の 条
!午ガ親 せ ら 締 蓮 轄 立5放 出綴 描 を こ こ で櫓
'5
いノ
卑 に 紹 有 す る 。 ま た,2Wt以 外 の 軽 米貢SBX出1
機 横Z後 学Z・ 述 べ・ る 。 こ の 猿 君 の 反 応'融 横 に
閾 しZ'ま ・ノ1美 馬集魯勺1=1よ 車釜穿立5放 出 争斐 の ラ浅1ノ の
知 こ つ 、財 う肪 ガ の 晴 幸既 碍 塔 い 限 り,申 に
ヤ
エ,」・の 差 こ そ あ れ,そ の 暑 与 が あ う と 註26.
(1)玉 垂,豆圭 米立}お 女 よ昼 差短 ネ黄'こ つ レ、 て
遽軽 粒 み 放 出 に対 す る 可 能 ナS及海'機楢 ヒ し
、23)24)
Wし4ヒLee'こて ・3の¥1± ・ 、ilL田 ネヨ ノ
Bb・ 塵aku戸5_〃7 .Ci了♪Z、ln・w.skietal・16)ノ
kishim。七。15)口馳1ま だSrwbk一 酬 剛 論e七 α■q),
(rTe・SLr・yet・d.20)1こ よ う
.lsmassiue七han5fer"ノ
　 　 　 　ら　
Ciii)qvesS℃ -Wilc3γnskr一 置・ よb"P7sヒ ・n-me・ha.-
15J,々2「8/2,)
nism'i,そ し て`の 肖呼 衡 崩 壊 が'提
　 　 り 　
帽 ゴ 淑Zレ 、Z}ρ1
ω のitbyeal〈up鯛 ・日`ノ・さ 、 第 一 殺 階 ・3入 射 核
の,聾 粒 みt璽 い 服 片CheaVylyq2men七)へ の
囮 ・叩,第 二 段 階`纏 し蔽 片 ヒ 標 的 該
の 完 全 融 合 及 応 ヒ し て 瞬 徴 ず け ら 承 ろ ・
1:工:):.
`6
G1)(ηItγ ηα3∫Lぴe亡yαn5ferノ ノ;6い ま や2つ0)7女 プ左」弓磯
楢22む 蜆 象 論 的 ±8岡 語 に わ て11ろ ℃ 盈 功
れ う ・Dは ・ne-∫†epて ・ の 重 し、粒5(massiz)'e
ロ　ノユうラ
ナY噴meれt7)σ)直 毒 筋 多テ 辰1厳・の 掲 イ象 で・,イ也 の'
lq,20)
つIS不 晃 全 畠虫 合 辰'亀・ ヒ しZの 描 づ象Z・ あb 、 復
者 は /前 章 の 終 巾 ・Jの 部 分z・ 迦 ぺ・だ δ う'=,
入 身寸 ヰゑ 一P全 千峯 星ま 初(坊 才i票k勺ネ亥 丁 ・々 ら 斥 力 をliiYE.u,
て い た カ'",.一軽 粒 一5と 林 出 し た 結 果 入 射 蔽 の 残
'/1〔～15与i至倉守 ネi荻ヵ・ ら ラ1ナ7乞 受'寸 ろ 昏 う に プよ'ワ 1舌7
老 鵬 蛤 す ろZレ ゆ 及 応 磁 構 乞 猷 脚 さ・ δ り
た"ろ う 。 一⊥こ__のヒ き 及'立y-∫=1咽.与一 ず る 入 身寸卑れ 道 角
蓮 重瞳?i ..t.;F,P+丁系 で の 彪 全一細 合 皮 応'仁
対 毒 一る噛島界 一角一蓮 勤 量 一を冒辺cγ1餌T).k--1"'一テー 系 ゴ∵
の そ 由し セ2cv`R十 ア)ヒ 弓 う ヒ
ーt-2
,f(P+丁)一 くPi-一 〈Mp,2、rCR+T)Ct5)一 一一一MR
1=存 在 す フiナヒ ラ箸 え、 ら れ 噛乙 レ、 ろ σ=こ1:Mp/MR
"e26inz・LlaPヒRの 質 量 数 で 、3」〉 る 。(15)式 、に くi
る ・竃massitre右yWiS∫et"a)角 孕 茅貝 をll一 南呈6口 工 れ た
ヘ ヨ
臨 界 角 運 動 夏(seneyαllsed¢ ・市 ごalαn3zalahm・ 一
Ie'7
v、,entUM)t9'2,0)"1:よ 爾 旱 采Rt盲 う .㈹1ま"亡 ・ ス
!
　 ノノ
ト 〉 蓮 斬 で隊 射 版 か、操 的 廠1=衝 実 し た 値 置 の
ち ょ う ど聾辰 対 づ賃1JfO、ら 車呈*血 与 が'ヰ甲 し 出!9れ て 力女
出 抽b撤 繍Zい,こ の 藍 紅5は ピー 自 蓮 度,=
対 か すbく ら い の エ ネ ル1.11-一..をLっZPIう ヒ
さ れ7tSろ 。 入 ・ チ ヤ ネiレ の1・werPαrt了&lveaves
lgヒll盲㌃1方 角 で＼ の 車歪」ζ女}放 出 に1$5与 す る ヒ ロ う
特 徴 芝 特 っ てv・1る 。Gv)の"前 平 換 恥 過,程"t6・,
括 全 融 角 辰 応 の 塗 中 の ノ 全 系 か"云 蝶 響 衡 に
蓬 し て いrSO⇒ 炉 悲Zい のSl.Yars放 出'Z;tiあう 。 軽
イ 一ー才 一2-一族 辰 一壷 で.烹 着 レ ヱー い る1亀Pγe伽Fσ 竺叫.rer
αct?。n〃2ヲ'29・29)ヒvi'一ラb4轟 セ 疫ー)て 一一砧 一一レー 1一磨 ろ
一う か・!躍 論 的 耳対 壕 川 ま 董 イ オー 一ー≧該 及 一飯Z!略 「一
ノ琶F虐藍ゼ奪ぎ自旨一、ご}モllhニゴー 爵凌二ー ノ…〉■-30)o' 一
以 上42の 可 嘩 塗 鑑 隼至 粒 与 放 出 機 橘 は 四 者
狭 一 の 関 係 一に あ る の で隻'ま ナδ く て 邑 の う ち の 日
く っ ガ,あ{}、..va己 さ 全 著斉 力・ilf乙こ ∫ノ う ろ 及 応 弓磯 矛溝
「び・あ っ て,う ま,く 条 う与 を 整i㍉ ・れ}ま"そ,才 しSZ・kL暑ノ14憂
勢 毎 現 象Uし て 見 ろ:V力 ・・Z・tgi)'カNEしWt†6一
レ、。 そ φ 選 択 要 因;tし て,入 射 エ ネ1レ 干'一 あ、
i:}三.:
18
ぶtλ"λ 穿寸穿亥 の ク ラ ス タ ー ネ葺 蓮(軽 米立 多 ガリ特1=
。く、米立5のt鳥 含)等 が'薦 ん ら 幽 み だ'ろ う 。
(2)一 般 に 聾 粒 み 散 出 綴 橘1こ つ レ1て
車歪 豪立 う一 の 潰U定 で・1ま,エ ネ 置レ キ"一 ・ ス へo/7ト
1レか・連 績 的 で物 る こ ピ ーe手 伝 っ て,一 「 速 一」 と
「 淫
」'Zl・,tCFV)Si2a}のE別1ま っ カ・r8V、 の カ・樋
常 で'あ そ〉。 前 旨予 で1蓮 べ・らmた 以 タ ト の 孕歪 寒立 吾 古夕
蹴 構 ピーし 一一zは.σ)λ 射 該 のelαs七rcbγee、kecPユ2)
　 　 　 　 ヨ 　ラ
∫7i),一課.音β非 毛弓単ノF14'重了虫 一⊥二」釣 る・ゴヌ 亮 ・隼 級'1物の.崩 ナ裏
㈲ 涙 夏 合 姦 濠 ぬ,-32)カ}・孝f子i・ぢiれ な 。(D`ま,ノ ＼ 射 一
漆劾'簡 軽 粒 一}ヒ 重t.!.-iS劇ヰ!〈breqkLtPLそ の り ず 吃れ
も,3た 一標 白勺 峯亥、」 茎 底 →1ビ轄1-1=_あ一そ〉 よ う一一才まi/3ζ一一オL」'
薇 橘 で ・あ 一う.一 一①'3.一 一重 イ オ 〉 杉 及一恥7・ 特 徴 納
熔 課 部 非 弾 柱 衝 柴(も し く σ 毒 弾'陛 衝 架)の
,kft#.}E霞ざ れ ろ 藍 い 破 片 は 題 常 励 起 し マ1・6
}あ に,そ れ カ・、畷 狛 中 に 晶 壊 し て 輯 立 多 を 放
邑 す ろ 厚一益 機 イ黄Z"あ う,特 に ノ 軽 学立}が ・。く米血
}で1あ る 揚 名.&3eヒ 励 妃 し た12cの 崩 壊13重 票
;::L,」 一
t9
て・あb。Li;i)1ま,)裏 合 オ亥 の2つ の 崩 土裏 ぷ巣 才 の う
ち の1っ で物lit駐 粒b蒸 発 過 程(毛 う1つ の
崩 壊 様 葛t・さ 該 分 …裂)Zl・ あ う.
も厨 一究 の 目 的 ヒ餐 遇
へ へ
EH晃 の 目 的 は.重 イ オ)物 及 両 に あ1け ろ 淫
軽 粒5放 出 の 及 加 樋 構.ナ δか で蛇 前 乎 衡 輕 粒
罫 放 出 機 才鑑 を 角孕 日月 す う こtZ,1あb。 石丑 裳」、{'至過
1ま次(ブ)ヒ7)、 り で ・あ そ〉 ク
Cl)ICiり り 耳4・ 目 一lqワ8」 手12月




},、,),,b"97b)に 八 射 し た じi故 出 さ れ 与 ・x粒
}一の一臼 分_壷_,_一工 遂L-1どiモi㌧7--1-一λ へ。 ケ ト ル ノ 並4ト・・
に209Bi標 的 紘Z・17。 く業鵡 一 放 出 後 の 研 留 該 の
箆 鯉 一断 面 積 を 測 足 一レ μ 一 房 な轍 備 吃子一Z体 タ 塑 捌
主 舜Z,,.あ リ9-krみ 蘇 出・猿q盛 と'ノの 系 ・ま 融 合 し
tl'{ろ三 ヒ∵ 顕 著 盆 煎 方L?-7の 角 分 刑 複
合 薇 辰 応 と 比 へ・ てlip常 に 高 レ1近 似 的1・ 単 一一 つ
紘 温 度tzつ た エ ネ1レ キ㌦ ・ ス へ・ ケi-1レ 等 り
諸 埼 徴 殖 月 ら 力・に し た 。 ま た 湯},重 陽 チ.
三 重 陽}1:つ 口z毛 墓 季 的 に 同 じ 特 な数 力・'tある
:と 乞 牙、 し,入 身寸 エ ネ・1レ ギ 亀一 か"才敦5あ た ゲ6
21
一8M
eVの 藍i/) 一オ ン ネ亥 晶虫、信 過 ま呈'=お レ、 軸乙 身テ1乎
衡 軽 粒3放 出 が 唾 瓢 ・ あ ろ こ ・乙 と 明 らb・1。 し
た 。 同 日手1こ ,層 戸称 白i[71:離乎 換 丁 に 毒 し た 泉(潟o亡_
sp・t)の 序 在 を 提 家 し 、2の 纏 矛噛 闇 馳 評
ノ面 し た 。
C;i)Iqり 『 」手1月 一'990」 年3月
15"9Tb+14N(
-1!b-.MeV)一 辰 応 に お'ロ ヱ 、Cl粧
}ヒr線 の 周 時 測 是 に δ つZCt*ttみ 放 出 に 関
与 す ろ ゑfiu'LM斥呈 ヒ し て.elqs十}CbreakuP、5」 緊 書戸
非 弾 践 衝 実 辰 応注 成 物 の 崩 壊 ㌫ 呈 ヒ 前 乎 衡 過
程tl= 一允 離 一し ノ.一,各.4-一の 一辰 応,一ハ ネ1レ1=3rErする
角 分 布,並 一一ひ・りこ エ ネ1レ キ・ 一 ・ ス へ・ ケ ト1レ を 得
た 一。一.さ ら に ・ 」手 ユ均 一の γ 津象 タタ 壷 度 .の5則 建 力・ ら 芽タク
竹 角一毒 瞳 嫉 き1ざを知 ろ ・と ヒも一にノ 偏ー 瀬
モ デj't't:墓一坐 ～一緬 計 計.算1=よ っ てCt粒 う 放 出
1=44う残 留 核 の ス し9ン 変 化 量 瀦 孚価 .し,前 乎
換重cく珪立}お 矢 出 に)ea与 す ろ 乎 均 の 入 身9Wh道 角 蓮
重力量 屯 得 た 。
c;il)lg80」iL4月 一lq80一 年 ワ 周
26913r+1㌔ ぐ 湾Meの 及 庇ld・ お,tlて
、 以 粒
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}ヒ ヰ亥 分'裂 片 め 周 蜻 瀬,'良 に よ り 戸1乎 襖守(Xま立 う
ヘ ロ
放 出1で づ¥う 角 蓮 璽力 璽 矛弩 額r,並 ひ・・に 才ゑ 整4iJを5夫
尾 し 徒 。
23
者痛 文 の ネ葦 成・
石吾 字Ll9大 ミ く 分 け て3っ の 吾B分 力・らE;S〈・'ノ五
っzth'り ,乞 れ そ・岨 前 熱 ・ 述 〈・た3っ の 宴 鹸
其日 闇 に 対 嵐㌦ て レ吻 、 そ こ て・ 以 彼 .蹴 工.
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核 物 賃 の 三7起 ニ ネ ル ギ ー に 伴 う 讐 性 の 玄 化.
半 影 を 竺 し た 躬 今 は 世 界 に 夏 ζ す る 亡=芝 三}に
よ っ て 癖 究 が 進 め ら れ る 領 裟,







































































































































エー1異 験 万 法
(1)実 験 施 設
1里化 営 石膏 考そ 戸斥 の160cmナrイ ク ロ ト 臼 ン の 磁
瑞 の 礁 さ,高 固 汲 、 イ オ 〉 の 最 大 動 蓮 勃 至 等
も
の づ工 横 三 表 工 一`圭)一'・ 示 一袴 。 加 兆 粒 み の 糎 類 ヒ
加 速 エ ネ1レ キ・-iZF .一表 工 一 の)に 示SれZtlる 蓮
ワZ,'あ る・ 。 奨 鳥隻 に 甲 し,だt・1一 ムt?1`'4N4+-85
95図eV、 お・ さ ひv・14Nbf+-ll5MeVて ・1あ う 。 ピい 一
A・ コ ー ス の 胴 晃 田各 ち,図 工 一(,)に 示 す 。 †rイ7
掴 ト ロ ン7ノ 。カロ 速 さ れ た・!り 才 .〉 聾$,ヌ 又極1電 石家ム石
(Bendine;.Mα?net)に 昂 丘 一石 偏 向 ・ 四 重 極 電
后私h(Q。)に 一,569ス 穿、 、 青争 電 場ll,よ う 一上 下 偏 向
三 経Z振'ノ 分 け 電 磁 菊 一一乙一5W一 隔)に 到 う 。 こ
　 　 　 ゴ ア へ
こ で ビ㌧qは5つ の コ ー ス の う ち 果 牒 目 的 に
適 し 荘 コ ー ス へ 振'肪 け ら 疏 ろ,原}祇 臭 鹸
一 蜘 さ*ゐ コ ー スtS,5w-Ma2で 曝 君 大 き く
キ艮 リ 分 け ら 由 そ〉 肩1!子=}5.コ ー ス と1コ乎tEP,zPtろ
ス つ の コ ー スZ・,あ ろ 。(層 工一(Dてtt'肩1コ ー
∋3
λie・SW--Ma?で 電 下tiに45.・Pb一 コ ー ス15坊
に う5。 亨辰 り 分 け う 由 ろ コ ー ス で ・ あ る 。)月1コ
ー ス へ16 ,仁 、'一 ムISSVV-Ma?を 蓮 つ た 復,仁"
-IA'eλ 示 。 ッ ト の 大 き さ2訣 あ るdefTnin7S1)t
(思 中JB"ffleし あb)1縫z,ほ ヒ ん141'全 欄
ヘ コ
1二S由 て レ1そ)スt」 ・ソ ト3-」 をi重'ノ,IN更 ネ亟 竃
磁 石Q2)・ δ っ て 散 乱 槽 中,山 こ 像h・ ・結 は・れh、
こ の#」 コ ー ス は 直 往7川 の 夫 型 散 乱 稻 を 看
し,糠 出 器 系 と 永 乎 面 凶 で噂 曳 立 に 重カ カ'琶 る2
勺 の 馬区 重ヵ才妓 オ黄(勺 一 ン ・ テ ー フ・リ レ ヒ.フ ー 自)
を う萄 え て お・11一ノ 朱立}を 瀬1」是 す る 実 馬隻1=ll亙わ 才t
ヱ い み 。15コ ー ス へ 壁,ビ ㌧9は3　 VrM嶋
通 過 微 、一 乎 皇 極 電 磁 石 一9iZl・.9.ヌ象 一さ れ 一,8e獅 噂
sli七3_5乏 経Z,1四 重 極 電 石私 石Qslr一 δ っZ敵
、多レネ嘗ili、U童に り象函 、、1糸壱15"れ一な ・ こ ≦リ コ ー ス に1さ,
面 圭一66翫∵一¥円 型 痛 文壱Lヰ曹ヵ咽 章.ty鹸τ 評 ザ
粒 勃 紺 端 用 の 伯 由 度 の1駆 奎力犠 掻('ir-一 〉
テ ー フt,1レ)をii考iラし7、1そ 〉。 さ ら に ノ.ギ 円 型 の
管女舌』ネ薯 の 平 らrj4e・1胸 お 下 ひ・'Lカ ザ ら 篠 的 へ 向
1寸て,(fteCL1)やNqエCT2)客 のr糸 覇 ミ幽 鴇 が"設
鋳
置'Zt1き ろ。 ひ う に 寸δ=つZレ 、b。 そ の た め 、 米b5
と γ 線 の 周 暗 測 定 も 得 薦 叱 し マ の ろ 。"一 山
,スrk・ 、ソ ト の 訳 きSは 実 鹸 尽 的1=8つ マ 豪 え
ら*た ヵ・・,景 小 で ・1綱 メ2tmam、 最 大 で13mmメ 乎
m,nを 雲 頭 し 托 。ti㌧A輸 圭 劾 …勃 ∂."づ ク0
ト ロ ンt出t=直 復 ヒ 散 加 稻1月 標 的 上Scのt"一
ム 電 流 の 比Z・1/20～1/to'Zl,あ う た 。 サ づ ク ロ
ト ロ ン わ・ら のtb㌧"の 素'旺1δ 決 し2良 口 と ・さ
忌 え ず',5tyα ソbeCtwa乙 さ き5え る ヒ"・一・A)ゐ'"6
ty)ilの漆rhり1:ア 冨ii1i,して い る の カ、'}n$1=δ う て
橡 的 夜 齪 て・耀 認 さ 既 一准.≧ の た め,場 合'・ よ
っ て`さ ご・_ハ ・ コ リ メ ー タ き た 応 検 、出、器 系 く
の 勺・・7吻 レ ・ ス リ い、 ト の 適 用 の 工 矢 力・・t?}さ れ た 、
き雪
(2)畠 分 布 ノ ェ ネ ル 十't-・ ス へ。 ・7ト ル つ5則 定
入 射 ネXi68b-、qs,ttsMeVのt4Nz・,裸 的 該'ポ5㌔
i69T
m,tSITq,1gnAor,2。触1で ・ あ ろ 、 標 的tEFい ♂ ・uaも
5dナー ・u?Pσ吻 岐 属 第z・ ㌧ 厚 さ は2-4M昏1c諾
で ・あ ろ.こ れ 一ら の う ち ・・騒 標 的 は 蒸 惹 去 に
Sう マ 製 作 し,他11購 λ レ た 。 ぺ 粒}匂 ・ らN
唇 て・ の 放 麟 嬉IZF3・pyv・.t2…iP.・mの 表 面 毒 壁 型ア
・¥導 体 序隻 出 盤(∬B検 出 ・器:5τ1;conSursace
も の
}3Ctyv;eyDetec七〇y⊃ カ'ら プよ う カ ワ ン タ ー'フ1!ズ
コ ー フ。 ネー R出1器 系しrひ 誤 り 症レ ざ れr=。tL'1足 ば ノ .'承と⊃
!レー ヒ〉・のt£ 合 星5"oカ・ らt659ま`乙St'0.07堅 ・き 塁3i//†ナ♂
由 れ た 。 .反 沁覧餅[面 一、積 の 糸色 立寸 イ直'ま 一前 方2争z,・JR,1是
」 屯 た5単 ・主」圭 考女 色しE 一ラ ゴ竺 フ オ ー-1」1昔 気 毒]⊥こ 「唄 ネ各5仁
し て 求 あ ら れ 葎 一。 一一哩 ユ錠 標 的 縁1=如 し て は 戸務
重 鵬5、 二 軍 陽}9)ラ 則 足 も 行 だ 萌 れ た ・ こ の
と9'み3つ の5SB霧 しt並 署乞(△E:looFna,E、=
へ に
2◎・・Ptm,Eユ:2σ 。卿)ガ ら ナ36カ ワ)9一 邑 ア
レ ス コ ー フ。lt・t'唄ttう 祐し た,。 △Eを ノ写 く1し1三 の
ll;高 エ ネ.1レ キ'、一・P晶 う に 曳寸 す 参 ムEi;zワ{'ナ'レ か い
36
lEl路 で宰 矢3る デ4ス ク リ ・ レ へい1レ をt分'こ ク
リ フ す る7三 、91'で・,Eカ ウ ン 勺 一 を 盒 言†40001m
凱 ト の 、痛 エ ネiレ キ… 陽}'2f正 し ♂ 検 銅
る た あ で ・ あ そ〉 。
繰 的 核 に 禽 きMる'も ゼ60の9}う ちc。ntaWtr-
natr。ntEF.前 力 角'z・Lo)〆 紬 多 の 測 定 を し1ひ"しtEFi'
垣q莫陸 に し ↑三eitsl二,入 身=rエ ネ1レ キ"一 、々い3」ヲ,95
MeV、 繰 的 核 力wユ09Biのtcき は そ の 景耀 が 怯
ぎ 力、 っ た 。
*E励)タ ー の 厚 さ ガ ユODσ闘 の 瑞 合 ・Rαnseか"2100iurn乙E
tA,Eの厚 コ)以 二 の エ ネ1レギ ー ぐ ≧}ZMeV)の 戸務 嚇 勉 眺
"
7s'YD一け ガ δうにt6り,鐸 ・淀 ∫幡 宝 エネル ギー は 蓮 に'8MeV6"']
)ktslく場 た あ,エ ネ ル1'L・ ス へ ・ク1-1レ にIZM・V近 辺 栃 り"才 励
21L-tl・'S"カ・・銅1る.
3■
`3)重 い 残 留 核 の 測 定
=zo臼B
iネ要 白勺 才亥'こ つlt一 乙Lま 、(i4Nノ つ(n)、(乙`4ト 」♪d、つ(η)
2σ民n
ね 　し ら
杁 測 刀 生 級'さ 激 う 璽 口 破 留 核 を 測 崖 し た ・ こ
の 測 定 は.そ れ ら 重 い 残 留 廠 の 墓 底 捌 能 一 ま ♂
崩 壊2葛 ろx・乙 レ}う 辱 宴 に 基 づ、い'z.口 ろ 。oく 崩
　ラ
壊1・e.in-beαM法 に よ うZにt覧 一4・ バ ー ス ト
闇 で・測,宅s　 hた 。 測,宅 例 と 図 ユ ー`2)に 矛◎ 。
乙今)　 隊 分 裂 片 の 測 定
20ql3
rtl㌔(8b-,95MeV)rg応 て・1さ拡 分 ・裂 の 原
応 断 面 績 ガ・測 定s唄 た 。 族 命 祭'ヰ'よ3・ 岬 の
薄 レ15SB検 出 器(4肋 ウ)夕 →INZIL止 ま)
た.畜}エ ネ 監レ ギ 覧一 才立 う・ ζ レ てー 族 出 コ れ た.Eヵ
ウ シ9-一 に8る αn十i-(.DrnciClenじe諺iで,ムEカ ウ ニ
勺 一 内 で'止i。zP)ろ 二tか ・鳳石崖 託 αmた.
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工一2享 島隻 糸き 累 ヒ 尋 易 ぢ 糸毒 註魚
の ユ09137+'4N系 、z・・の 辰 亮 ・断 面 蒜 .
表 工一(lii)1・ノ 之og137†1㌔(85-、95.1・ ∫Meの 辰 応z・
渥リ 定 ざ1れ1三 厚.揃a・産斤 腫 ネ責 を ホ す 。 図 工_`3)にiS>K・分
製 片 の 角 命 布Zノ 図 工一(.4)に・〈*立Sの 角 分 布 を
祠 。rsc一暁 噛 績 の 測 定 ヵ・ ら 淑 の,1:う7繭 明
熔 享 裏 が 由 力・ う 。 の 核 身 裂 の 凍 応 断 面 嶺 は 全
反 応 断 面 績 の9。 ・/.以」二 を 占 あ て 蔚 り,核 分 裂
は 裸 名 核 一のi8tん ヒ、噂 へ"Zの 崩 壊 様{'で1あ5・
祖 合 拡 の沖 甚 一}藩 髭1笹 る 一鮪 壊 の 断 励 積 」 拡
暖,時 レ怯 あ ノ 複ー 合 嶽 力・ら 、蒸説 し て く う メ 粒
5.ls董さ ヒ.ん ヒナ・醸i、ネ見 一乙1・i…みtc茜 え ら レれ み 。 実 戸」亨、
1、ま 一め 顧 頑 嫁 ヱ喝!一 一一gsc"i5-pt・ネ髄 該 ガ ら 蒸1
　　
へ
費 参 る 暖 牽 は 中 柱}の ぞ 由 に ヤと べ'ヱ ノひ う カ'に
,)s3u(～1/iOO)こYカ 、・ 柔輪 核 厚trtle'の#。† 算 コ ー
ドM)マll石 翫 妨 れ た 。CiDメ 粒 う 」斑6b厩 ・
断 愈 積 は,(14NldZM)℃(一`aN、2dixn)な 良・Z・'OP更
噂 描 抜 のliE,EIK,〈'L)#rT面積 の 和1=t,ii{・,3・等 し レ、・ ご
39
れle,八 駐寸 ネ教 ・乙 ・丁票 白㌣ 孝教 ヵ・ ら 浴 ろ・ネ夏 合 東12」 〆 牙力
}-g放 出 し た 復,融 合 し 甲 荘 う を 蒸 嚢 しZ崩
チ
壕 す5こ ヒ を 呆 しZい う 。 〈5tethち,メ 迷 立 う
参女L包ム1♂,ユ 。`㍉3i+1∠ ト入1→ ・メ.+2・,9Rα の よ う ぢ
二il2SI反応sEt・tiZ・ 起 こ う と 為 λ らWhb。 込 射 エ
ネ 量レ キ・ 一 力、・11鏑eVZ"IEFi,〆 粒}!放tll,tし た 按
裸 合 系 か・該 合 裂9走 己 こs厚 尻,・断1角 積 が 鈎6伽b
あ 「…〉 こ ℃ カ、"日っ カ、7i}。
菊
`2)メ 粒il一 の 角 分 浄
2。㌔
けi4NZiir;`lutz・吻Ct紬}のk分 布i31suエ ー㈲
に 示 さ れ ヱ ロ る.勉 の ロ ろ 口 う 疹 標 的 該'鰯"
,81T
e〈,,'69殉 ノiS9丁bに まTす るOf粒 多 の 角 分 布 ・ま
図 工 一cs-)に示 弓 。20913iPttr的 該 の 場 合 ヱ・由 力・ う δ
う に,入 身寸 手 ネ1セ 干覧一 かいPtき くrsさ ほ一℃り 角 分
布 は5り'弟 力 仁・ 一 ク1-=† あzレ,5。 き た,後
方 角ls・ ・ 付 近 ド お、 い て 複 含 ネ亥 及 応Z嘆 月 碕5Wh
　 ノ
蘇 応 彦噛 讃 の 増 ヵ。33)1さ乳 らil・{・5vi。 こ れ は
前 節 一ス・得 一ら れ 一碑 青論.窃 一熔 巾 ち ネ彦 合 該 亘∵ ら 一一蒸,
靴 一町 ろ 妹 粒51ま 無 視 し 一乞 る ・乙 口 う一#稀1=一
致 しzロ う 。2。9SSi+14N象 のdi*it;一 の 角 分 昂 に
嘗rα3囎an21e69Lt「(込 窮 エ ネ ルー ギ ー が'SSMeV一 で'
ISID。 。,9SMeVτ'leF7σ 。,日5MeVZ・154S。sa-一二
σ σ_.一 一一_一 一_
疫)1こ フ」、 」 九;こ βこ しbし け匹P)か"構[え る 。Beや
Bのcliうt6重U放 出 紅 子tEl・ちEl・ う ヒ・ そ の 角 に
仁・,'71E,Eっt=角 分etfitS.こ の$:tEr・.
ゆ 　
oく、辛鉦5め 角 分 布 に1昆 ら*・ う こ13・"εδ3Be力 匁 出 に
}b毛 めZ・(あ る こt2和 竣 しZ`・ る δ う 星・ 思,
今'
わ 照 う 。BBe故 出 の 寄 与 に 関 うb議 き命1ま 第 且
吉済 で・き羊 し く 匂守 谷 由 れ う.
ノ1也の ヰ票 白ウ オ彦(に 支寸 す る 休 寒立 弓一 のJSI分 孫1ま ノ2。『Bヨ
不索 的 核o)立 晃 合 ヒ 塁 苓 白守 に1司 し・'陸 質 を も つZ`、
b。 入 射 エ ネ アレ キLか ・・高 く アδ5'。 つ れ て,ま
箆 癬 瑚 核 の 質 量 数(原 み 祷 考 〉 力・・小 さ く ぢ る
に フ 幽 ヱ 民 紅 与 のr7売 ・齢 面 積1δ 増 力肌Zい5・
標 的 畝 り 原}嶺?の 淑'・の ま,幕 の7-・ ン 暉
壁.の 漸 ㍉)r12vし た ら すr;め,尋S:;L入 射 干 加 レ
キ、㌧ の 増x1=嬬 瀞 し て 口 るL考z・ 弓Whb。 し
力・ し 一!ゴ5免Tbナ 一ー一lftN-CII囲ev)ノ 凱 ・の ξ 一創 一1;-Pむ較
　 　　 と
ロヴ 　　
的 弱n樵 切 磁 ・c島 り 一エ ネ1レ ギ ー の λ 射 核 の 承
癒 で・1まノ 一ー祖 臼 薇 ガ 弓一の 軽 瓢i斐 蒸`一紀 過 穫 が.1;・tEl・
や ～翼1襯 し一ラ.r}〈tSう δ う に 尽 前 由i》 ・ 篭璽 一は
像 ち 角19・ ・ 構 近 で㌧〆 粒 み の 反lru,断 面 積 が,璃 加
し7い 弓 ニ ヒ に 壬昆 わ れ7レ1うe角 穫 に つ1、 て
績 命 しr:、ec粒 う の7;?沁 断 面 積 を 表 レ 乙1'v)1τ
票 約 弓 る.
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も へ
`3)(又 髄5の 工 不1レ ギ ー ・ ス へ ◎7トIV
図 工一`6)に201t13;+吟N(nsMeV)辰 応 に み ・ て
レ、ろ い ろ 熔 角 度 で・5則 足 さ 幽 た ○く*立}の エ ネ ル
キ"一 ・ ス へ。 ウ ト1レ を 庁、 づ 。 盲ヤ1お 労女 出 由 に ナδ う
よ
に つinて 愚 エ ネ1レrllt一 メ 粒9の 放 出 力・1・t曽加 し
ロ
てPうo工 一皐 竃レ 干u-・ 一/-NへGクj・一/1ノの 耳i大 の 生寺 脅iぎ文
)3,陥Xw囲 分 布2しZ口 ろ とt4に あ う 。 縁 含
該 反 売lz・ の 蕪 窪 粒5の エ わ レ1"一 ・ ス へ・'71-
　 ヘ
ル1き 己 述 す 各 統 計 公 言'(復 葦 参 景亭」
一 一～ 蝿 〉
。ぐ 一町%乙 鳳 一)exp←E・ ・,/"rジ ー 一(エ ー1)
を 苓目、v逢 亡zさttろ.6ネ 亥 二擢L度 丁 一を1㌧ 。 ラY-iiz.tす
欧 曜'後 労 角 の み 熔 一ら ず'前 お 角 へ 放 出 さ一一ホ た
Cl.ylE}の エ ネ ル ギ ー 一1ス へ9ク ト1レ は 乙工一Dず
,=eっ てsく5ttlgれb(第 工一4章 参P,4;、)。
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ロ
㈲ 以 短 多 の 象 碓 値 エ ネ ル キい 一
一the…stPt・bableenergソ ー
20913it㌦ 乙85
,95、"5Meの 厚it・1=対 す う 〆
粒}の 最 雁 伯 エ ネ1レ キ…(Emp=-H・e…stpy・b・ ・一
bleC囎 ソ 、 エ ネ1レ キ1㌧ ・ ス へ97ト ル の 仁Ovク
位 置 の エ ネ ル キ ー)を 図 工一C7)の 左 側 にf一 つ 。
図 工一`tl)のk-1則 に1さ λ09βi.'81Ta.t5`9丁bt14N(
匿Meの 辰 商 τ・の 区 紅 ら のEmpt永5・ 厘 中 に
・さ,出 ・ チ ャ ネ レ(以+219Rda系)-z.・t・1>押 ヲ;
三 ヤ ル のP章 壁 .4乏一高 一.さ.(1一β σ〈 二.陪!単 の たヒダ)ウ ーO
ン ・ ホPラ 〉 ラ ヤ3セ ピ ロ乎iうど)の4直 と, 一 ヒ∵ 一 を覧 菱垂
度1=-fr‡一毒 一一塊 麻 ゴ審 あ 一蓮 皇恒 ネiレ ギ!・一 一g-一一E;nC)
E呆 す 。Of粒}の 後 方 赦 出 角Z・ ・IIFノ ーEWtPtE;・ ク
ー}コ ン ・ ホoテ=ン;ヤ1レ の ノ五亘1二 近 く
ノ 漸1方 放 出
1勤 鉛 る1こ つWt7単 調 に 培 丈 し7い う ・-2。9Bi
†t4N(85,qsMeV)辰ltl,で ・はE叩1さ 前 方T31;'z・'Ernc
1二Lf[い4直 ,ち 」テ、 す カ… ノ20CIB7!igi'i'a、'5q丁b→14N
Cll5-MeV)9む で ヨ ぴE・ ・plE}Ei・C'・ レに へ"'z小 ざtt・
Empは 前 柚1・6・tlzt入 射 核 の 藍1芯 ♪
婚
ヘ ヨ
7沫 足 こWhう 璽z・ は ナδ い ヒ 碧・由Whう 。 ま た,
次 節 しゆ で・示 さ れ う ガ・、 湯 与 ノ 重 鴫},三 皇 陽
}のEnaPtllまtiiL,t、 至女Lzレ,そ)。z汝'8Empの
沫 定 豊 困 は,入 財 抜 の 蓬 度Z・ σtB〈(e一 し そ
う 班 ら.三 重 鴫 与 σ 蝪}の 三 楮 の エ ネ ル 守"-
9も つ こ ヒ に †Sる)、 出 ロ チ ヤ 獅 レ の7'ロ
〉 ・ 示。 テ ン う ヤ1レZ・'あ ろ こV「 を 示 泣裟 し 「乙 い る
ヤ
、乙1毛19つPtそ ヲ 。i昊 際,{夷1-(Y)で'、 わ カ'そ ト ぶ う に!
209'
s3r,'8肱 、tSgTbネ 票 鰯 ゑ に つ いzEMPの92
ヒPノ'出 ロ 」チ ャ ネー}レ の ・フ ーtn>σ 爪9テ)… レ ヤ
tvの 差 ヒ レτ較 すbヒ5<一 致 し て 一n"b一り一力・・功
力'う 、 一
エ ネ ル キ11-・ ス へ。 ワ1一 ル を 説 日月 す9`エ ー1)茸'
lEF・.BreEmp2δ く 説 明5b・'7T・ ン.'一 瑚






を 与 えbU,E・iPIZIし エー 1)オ のi陥 微 分20
・::i二
今5
一ヒ あ、 い て
一Ehap二Bd+T
ヒ ナδ・b。1≡waP・ の 」央 定 票paI* ノ ノ7一
ン ら ヤ1レBdヒ ネ亥 ラ最.度TZ、 ・あ る こ
前 労 角z・ ・のE・ ・nPの 増 欠 は 、 才教 温 度
対 海 し て 口 る ・乙 解 寒只 さ 由 う 。
(工一3)
ロ ン ・ 汀、。 テ
ヒ カ、い 秘つ カ・ …)。
丁 の 蕩 去 に
妬
〔5)iglTcvt14N糸z・ のoaの 草釜 粒5(P、d、t)
の 測 崖
1勇1-(3)に`81Ta+14N()15MeV)辰 応z・ ・放 出 さ
inb陽5.重 揚5,三 重 罵 多 の 角 分 布 を ノ 園
工一.C9)に 吃 照 ら の エ ネ.1レ キ"一 ・ ス へ9ク1一 ル を π・
す 。 比 藪 の た め ・Kl粒5に つuマ も 示 一 し て あ る 。
蝪},重 陽 み,三 重 湯5に つ 、、 てe基 本 的 に
tl3dixrt;〉'℃ 周 じ 控 質 望 才齢 商 で・き る 。 たIY'し ノ
陽5が 誌 粒 卸 ・PLへt・Z!2ca1寺 ヒ"5Rい 前 方 に9-
7の11a-一分 ラ を 坊 た ぷ ㌧ のt9-!複 合 核 ヵ・ ら一ρ 儀
発F蕩 ろ.の 笥 与・ か"=)くき レ、 ア…二 めt孝}乞 ら 才1う 。
4「
エー3解 赦 力 諸
ω 蒸説 ス へ・ ワ ト1レ
kE`a'繊 ヵ・ ら 蒸 麗 す る 粒}の エ ネ1レ ヰ・㌧ ・ ス
へ。ワFIL.2与 λ るi{ri2SαtCh'θ 評)t:acつZδ ・,J
カ・il,る こICIこ すb -..-1司り彊 石楚 的 ナδ 議 論1ま
Eyrcs。n36)にt一 見 『らUtる 。
)Ahの δ うt5柔 獲 名 ネゑ 辰 痘U,を 薦}る 。
oし+ノA→C*一>b+B*cエ_4)
こ=に.ら1魅 射 核.Alさ 標 白7猿, 一(賜 篠 合
廠 ノ ーbは 蒸 乾 粒},β ㌔ 砺 留 核 τ㌧ ネ 壁一一;El.,iliE,
→炉 菖 を 表 祠 。 λ ・ チ ヤ ネ ル 茎 こ 弛 拍 レ,
出 ロ チ ャ#一 ・ル ビ5 .テ ヤ ネ ル'・Di2,5"'。 上 晶 反 応
の断 厨 責 侮16'複 合 ネ薇 海1`二鮒 砺 生 蔵 過
趣 晶 壊 郵 呈 の 独 五'ガ7)nNら
・';if二 娠 呼 くz-b')
τ身 力 らPtb.=こt;,σ とcIE;複 例 劾 城 の
娼
断 鶴 責 ヱ・あ り,呼1杯 須 創 亥 か・着 目 し ひ る
チ テ ヤ 初 レ に 晶 濃 す る 確 季 ち 表 瘍 す ・ 肪 、
vec;procr+ソ 十おeσremナ ゴ ら 、 σ;E5-16そ の 蓮 過 ネ呈
の 及 施 断 勧 責 ¢レ ヒ
k3σ しナ=1孝Osrじ (工一6)
r}う 関 係Z・ ・結6・'Mる ・ こ こZ'㌧2?L.kSIま そ 幽
ぞ・の 入 身寸 矛玖t、 蒸 発 粒i}の5皮 誉x"-z.1tある.5尺.
ス ヒ・ ンi}6へ ・ て 無 規 しZレ 、 ろ ・qナ ヒ 鱈 し',iP
そ の き き てい1さ}薯 し くt"く,i巨 い1=出1コ テ ヤ ネ
ll.:(7)一麟 β一一s四 旦 一CPをP脚 一.4)1・ISHa革肇力 量 に一封
　 　 　 　 　
ヘ ビ
す一b一翠 轄 の 誉次はP乏lr些 イ列 す る)等 、1割っ π 更 が
皆 レ い 一91乙 に ラ主 彦 す へ・ き 一で・一あb。c"-s,6)ず
獅 ・ 弾 二犀 用曲 ヒ瀬 しぴ
倖 三一一弊(エ ηーナー
琴 晒c　 一
τ噂 え ら 田 る こ け 墜 易 に 示 さ 由 効 二 こ に
h"did)和1評 肺 該 の すA"7の 崩 壊 ヲ ヤ ネ ル ・二
飼 ほ ヒ ら 鮪 。 こ の δ う に 、 袴 名 核 の 晶 壊
4『
石暗13薫 発 粒}の 蓮 動 エ ネ1レ キ1豊一(∈ チ)ヒ,
inversecr・SSsecti・nρ}乙 の 禎1・ 比 例 しZ・ ・b・
ラ媚 核13$a励 走轍 能 、 ε一 εナdε の エ ネ1レ キL準
位 の 凱 さ1evelClenS)+ン ρ(ε)を1:1uてPωdεz"
与 筋 粥 与 。 乏 は.チ チ ヤ ネ 置レ で膚 ら 輪 最
ヘ
ゴ(の 蓮 動 エ ネ ル ・E"-9E。 ヒ 弓 ろ ヒ
E=Eo一 丘ナ (工 一8)
zい あb。 こ こz・1系 の 橿 桟 瀧#`19ナ 分1=rNき ロ
ヒ し 回 郵 エ ネ1レ ギー ・さ 無 視 レr=。 し た ヵttt->z
E、・一・E+td∈5の 翻 エ ネ1レ キll-一矯 一矯 発 琴峙
の4固 崔女 は 一
η(腎)dEチcc騨c(身)戸CE・-Es)dEtfし 珊
z噂 えl」 れ 与 。ievelelengi+ソlerStteiエ ネ1レ キい
_の 土曽 力ロ)c共 に 急 蓮 に)旨 力1コす る た あ 自?ギ コ亨 数








Z・噂 え ら 由ze・.こ こ に ,α 一}2)却 さ 熱 力 学 に あ・
・寸 ろ エ 〉 トutP-s(二iM}・`ε)〉 ヒ 温 度Tと の 関
孫 式'1・ 他7SらtδtN。TIE;該 温 度 ヒ 呼 ・}・・),i・tb.
ラ主 蔦 す べ 唾 こZtE; ,Tl蒜 髄 骸 の 温 度7,,IS7Tk}
<、*rt3蒸 発 後 の 姦 駒 亥 の 湯 度 で・あe,ヒ ・、 う
こt-Z,,あIO.こ ラ しZ蒸 発 純 み の エ ネ1レ1.11-
・ ス へ・7ト ルtし ヱ 階 硬t6オ
η ぐrチ)。cEsc「6c(E手)exp←rf/T) 一 ごエー'3)
ガ 得 ら 一淑 与 ・ こ の'飾 肝M嚇e月 命 奇 ヒP・・ei・1・・
れ ケ ・7・{rs99カ エ ネ1レ キ～Efの 舎購 で唱 ,
喀C㊥ はEチ ヒ共 に 緩 や か に 襲 化 す る一関 散 τ 吻
御 ・ら,蒸 裂 粒5の ス へ・ ウFルi9指 数 関 数 的
1・」.bま う 。 一 力 、 蒸 発 粒}カ ・満 電 粒}の 瑞
£.crScCk)fi"7.-e>・ エ1-1レ 干tS-ig£C「 ・Et
1=舛 し て 急 豊 ド 叔'ケ 苛 る 劾 黒 力・・エ ネ ル 干… ・
ス へ・ ワ ト1レ に 蝋inmう 。
引
7エ ル ミ ・ カ'亀ス モ ラ・電1レ1二6幽 は"ノ 矛玖 う品 凄 丁
'さ ラi曳る詔 応亥 の 字 ‡匂 房 力 走L工 一 ネ ル モい 一Uα ひ を 国tlマ
氏 一「2.=uαvし エー 14)
z'噂 λ ら れ る.α ・さ1eveldensi+ンPαrαwaetetCヒ









Cl)エ ネ1レ キu-・ ス へo,「7ト ル
測 定:巾 たCtxit}の エ ネ1レ ギ ー ・ 入 へ。 ワ ト
・両,5PM-independent儲 瀦 孟 度 を 甲 ・決 統 計
云 拭'
N、x(Eよ)(てEd」 σ}n・ひ(.E6)exp(。-E鉢/T) (工 一13ノ)
を 用 い て ∫比 さ れ た 。 鳳 感 汰 紅[}の 運 重ヵ エ ネ
}し1・、 一.(r;,nv(E。t.)感TnveysecrosS∫ec七Tonで} 一あ
b。 ネ鼓 温 度 τ1ま ・f・+b}の 放 出 角1・ 一つ衣 滲 し た,
5yeeparαWtetet・ 乙 し て;)kう ・(r・ ・vCE・ ・)ヒ しZβ
エ}・38)に 島 繕 朽 乃 ヤ1レ1こ よ 只 計 算
坤 た 主 及 応 勤 面 績 を 用 い た 。 図 エー・の1㍉
エ?。38)ヒSatChiey39)r紆る 耀 朽 二 ・{Yivi1Pt
い た 全klrut注fr面手藁 の 言†篁 糸霞 果 も 示 す 。1両 者 の
一一至女1ま5し 監 ヒ ち え る 。(1-}3ノ)費1さ ユ ネ 聖レ ギ1一
ス ・Ni・7ト1レ の 筋 状 を8<説 明Sう が'.}た'馳 こ
a3」ZI-L・t3釦 勅 分fig家 験 値i:仁tA〈v-(-2一
s3
40)ゐ
3MeV菌 く す う 。 こ 唄13kno×etal.じ よb
ヒ 嶽 の ひE51tお にSb・ 乙 さ 由Zvtる 。 こ の 劾 果
応,α,u(聯 鵬 療9」 ・bた あ'=)Eililt、た 光 学 押 テ
　 ご　　
)… レ ヤ ル の 瞳 壁 のkさBよ に9xリ 入 れ ら 躬n
lge,t5らrbい 。 そ こzい,cr、nv'+eE。 、/BCtの 関 数
・乙 し て 与 え ,B。kをSyeePαrα ・・e七ertしZ}}9つ
た 。 寄t5由 ち,(エ ー13')の イ弍'恥 り に




で ・の 〆 粒 一}の エ ネ1レ キ"一 ● ス へ。 ワ トー■ILを α.-13)
五 、で ・ チrtし た つ列 を 示 す θ こ の 図 で・覧ま 、 糸餐 車liPlご
トな(E弘)/Ealσ1wひ(Ex'ノBCI)「 ヒ,孝 鼓 車由 にEl,t,を ヒ 層〉 マ
semi--lo3ス ケ ー1レ'z・ ・7・v・ ソ ト しZnb一 工二13")
a・i二8るSrtの 戻 さle.こ の7。 ・ 》 ト カ"傾 き
一E弦/丁 の 直 糸泉 上 に δ く 並 んZ"い う と こ ろ 仁
現 らM6。 す へ・,Zの 角 度1=っ い7bes七Sitと
得 た 結 果,B。 ・.の 値,sntscas角 復 に つ莇 す'"」t・
ん ヒtt一 定 一Z,"あっ た.臥tし て2inら の 単 純
5今
平 均 芝 と り 、 国 定 し 改 勧 て 核 温 穫 のbestsrt
伯e6与 た 。 二 の よ う にLZ碍 ら 由rbest51t
lさ図1-(")の 実 線z・ 示 さWh'zl・Nる 。 〆 粒}の
前$労 女 出 角rほ ヒ・、イ頃 き か・㌧糸髪 や ガ に ナδ う て い る の
の
カい 治 力・ 珍 。 こ}h略,穿)」 う島.農 丁 の ク直 か い ブく き し}こ
ヒ1=対 応 ・ し て 口 ろ 。9た ノ209B了 † 吟 ♪)`115-MeV)
辰 沁 め 例 置δ 図 工 一(6)の 皐 線 マ・云 さWhτu5・
191To
し+,4A/`ll∫MeV)ノi支 ∫亀11乙1・5環り 長…tれ ア三 戸島 争
肇 楊 参,三 華pa5-・Pエ ネ ル:i[!t-・ ス へ。 ワ ト ル
に つ い て も.al粒}め 場 合 ヒ 凋 じ隻寺 続z・15£ 亡
ガ 竹 谷 わ}れ た 。 そa .瞭 侵 巾 れ たo"rPnV-」ま 童 廟ズ41)
　
の 纏 ホ・ラ ⊃ 勤 一1レを 詠1端 †一算㌃鋤 一た 、-1-




工 不 ル キ、1-・ ス へ・ ク1-1レ 乞 α 一13")式'に δ ♪
τ 鋤 し た 結 黒,得 ら 嗣 摂 亥 温 霞 芝 よ 短 ろ の
放 出 由 穫 の 関 翫 ヒ し ヱ ア ロ 、ソ ト し た の"、"i図工r
(.12)でビあ る 。 実 急衆ls争寝 名 ヰ亥 及 施1で 其月多奇 さ 函 う 雫
へ
衡 温 虐 で ㌧`エ ー14.15)茸'T2=Uav/α 、a=ハ/qM・ プ
マ ら 求 あ らdeた 。 是 数A・EFL・II一 閉 顕 に しZ・1
孫 、=対 す ろ 纏 鞠 ガz)z・ ・Ell)b.a・ へu"ZL.の工輪
に 伽 、 て 、 泉 め ら 由 た 移 温 度 塔 放 出 角 の 増 力口
t℃ も に 単 調 に 藏 少 し て おil,纏 力 角 ヱツ 許
　 　
衡 温 度1・Utつss・、 て いb.ぞqの 畔 立5放 出 角
に 対 し マ 求 袈 良 く 定 義 抽 た 単 一 の 該}島 度 は
WelneγヒWestrδ・43)1・ よ るfi・七sp。t(蒜 麺
何 か こ 存 在 す る 局 酋 的 熱呼 衡 系)の 為 在 ヒ 結
zaト・っ1寸 ・Z端 九 た ど き 塗 蜂tO物 理 的 薫 ・?泰乞 も っ
橘 補 嶋.騨 聾 妨 娼 角 の 増 力・訴 加
"B!}・間 の 糸至 過 に 爵 応 ・さ τし て 蕩 気 巾13'㌧ 図 工一tlz)
Ish。t5Pσ む が 肺 囲 奇 間 の ・s}sヒ 抑 こ"疫 え
て 噴",つ … 二'註 系 の 撫 衡 擦 壬爾 う
s6
過 環呈tL角 厚i浄.艮弓 る こ ヒ か"-Z.1iき6。 こ の δ=う に し
て 導 き 出 さ れ た 縁 温 度 に 舛 し て`エ 励ー 穿 で'闇
係 づ、け らinろAは,fiσtspotの1'Ptき さ"(
貨 量 数)ヒ 解 叙 す る こ ヒ かVZIt{る カ・ も レWh7d"
レ・σ19エ ーq3)にz・9!3了+1㌔(85,ら5Meのlyか
ユ ・導 き 出 さ れ 毎 ハ を よ 粒}の 放 出 角 の 関 数 と
し て 示 す 。 物 温 度 の 場 台 ヒ 伺 じ く 反 応 瞬 聞 の
き 葬.で 、角旱景尺 ξ 由tさ"ノ 及 六・抑 其同 に 一Hi/2叡さ 出r=
倣AP。 む1覇 間 の 紅 盈 ・6共'・ediw一 量 数 麹 増
し,赫 冬 的1・ 至 糸 の 表僻 衡 力噸 現 工 師t7e
ラ)ら)れ や σ 一 一一
図1-(14)にigiTaナli}'N(ilsMeV.}.一 夜 沁 ・ に 一対
嘘z得 ら れ 珂 湯 チ,重 楊 祝 三 夏 陽 与 の該
覇 度Es6ti4ら の.放 出 角 康 の 関 数 ヒ しZフ 。 ・ ・v
ト し て い う 。 レし藪 の 一た め 臥 粒}に 対 し て 得 ら
由 た 廠 ご量 康一 チ 実 糸集z・・牙・ミ 岨zレ 、る ・ 服 糸集 肝 孕
衡 温 度Z・'thろ,(乎 衡 温 蘭 ま ・ 陽5砺al*E
苓 に つ い て 辱 裏 上 同 じ 値 を ・乙 ろ ・)注 嗣 へ噂
こ 、乙)ま,そ 由 ら 皇歪孝立5に つ レ1て1多 ゆ 孟/隻 」ま1さ1i、'
一 致 しZい う ,r=た 佑.陽 多 の 湯 名1・S物 角
s7
分 托(1ytエ ーc8)):tl・ら 毛ibカ ・ う6う に 一 勃 方 角
て咤 禄 名 線 力・ ら の 蕪 発 鴫}の 寄 与 力・・魚 淵 で ・き
f}し、 た あ 穂 にaA"て 但o才 ゑ 温 穫 が 得 ら 翫zい
う ヒ1毛 ・、わ れ そ〉 。 こ の 口 うltろ 蒔 肇…,紫亘 う に つt!
一乙 」う2㍗ 凋 一 め 携k読L穫2り 雪 ろ ピ い う 季 雲 応 含ot-
、ムP。七ts'ら の 聾 施}赦 鏡 ラ1〈 示 峻 し て しibヒ
尾・わ}れ ろ・。
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工一5 浮 ℃ あ ・乙 蕩 穽一
乙り ま と あ
第 工 音β に.っ 日Zノ こ れ 昔Zulヨ 月 ら カ、1ニ アGフ た
こ ・乙 を こ こ1・ 茸 約 句 る 。
① 入 射 エ ネ1レ キ、・-6.レ8.2晩V/amuqi4N
し
Z重U樽 的 該tLの 衡 笑7・ 放 出1・ 岨b以 粒}の
ITtん'C"IEF,9rs的 に)hAの,!1う ナG二 体 及 応 過
矛呈 ガ ら{王 ∂'て 凶 与 。
'4/v→T-一 ラ(×+R-一
こ こ1=,丁 は 嶢 的 廠.IRt9殿 留 核 ちfi.q・R
は2・9Bτ 携 朗 核 の 場 合 に 濠1院rrUtた.21gい
く つ ガ の,ヂ 謄}を 放 山 袴 ㌃ か 縁 分 裂 を 託 こ レ
裸 名 廠 の 崩 壊 ヒ 凋 じ・ 崩 喋 様 司吃 も つ ・
LiT)放 酵 跡 互5の 最 碓 値 工?]レ ギ ー(IEmp:」'he
ln・stpr・F一此 。・ner.3ソ)1δ 出 ・7ヤ ネ1レ の7-iコ ン
コ 　ユ ロ コ し ノ へ
戸章 壁 ヒ 該 ラ邑 侵 で・ラ縦5inlo・Empt5'前 万 放
鉱 角 にth、 い てeλ 射 薇 の 蓬 彦 ・=tlLSeFi'iTLt'し7i・'}・
'5発
(川)ち ヌ 出 車並穿立}の エ ネ・1レ ギ、一 ・ ス へoケ ト1レ1δ
Mα×wθい 分 浄 を し て お り,慈 登 ス へ。 ケ ト ル 乞 晶
ヨヨ す る 糸鬼 吉寺 貸 式 、
Nd(E怯)oCE,メCTrrnv`Eよ/BOf)exp(-Eも し/丁)
に さ)て ス ・Tig2良く チr七 さ 穿t.b・。 そ の 袴票.孝 亥 温
、康 丁'さ 放 出 菌 度 に 依 彦 す る5ree戸 αr醐eterヒ
しZお まっ た 。
e-i》)導 き 出 さ レhた ネi亥ラ島.陵1さ 、P易}ノi垂b島}ノ
三 重 陽5・ に っ いZほiま1'同b・ 値 に 仔 り,前 方 放
膨1角 ヱ1・己ま 畠 〈(4-6図eV),角 度 の 増 ヵロ 、乙 共
に 単 調 に 淑 少 し,最 頻 方 角Z州 ま 乎 衡 温 度 に.埣
困 直 を 示 β ・
ンev)崩 雫 襖寸 過 程 ていの 事…i粧5一放 亡ム に 封 す や 巨 ネ見
的 ナふ揃 像tしZ彪 り昌 さUtた.We)n?r・`晦 むr酬
43)
に5う 伽 亡 伸 。t毛 デ ゆ 。さ該 涯 度 に 対eう 物
握 的 裏f#け ち 争 鼠 う ピー ・共'二!(;V)2..云6tゐF6t
の ゑ 庇 ・萌 間 の ネ王 蓮1=序 う}'〉 参17三邑ヰ呈 乙eoo2「n3
∂。wnpyつcess)"ヒ 解 浮λ 電 う と ヒ2苛 瀧 に 蒼 δ 。
6◎
`ユ)エ ネ ル キ1'一織 和 臼剤 間
拗}放 出 角 穫 の 閏 数 し し て 蕩 き 出 二 歌 た
核 温 覆 丁ω)ヵ ・ら.kの 乎 衡 温 農Terも 差 し 引 い
ロ
x重T㈲ 一Tegち .θ に 対 しzフ 。 □ 》 ト す る
℃ 図 工 一鵬)ヒ 熔 ろ 。 す へ・ て の 場 合 に 近 似 白勺に
丁(θ)一 丁 ∈・?㏄ θ×P(一 θ/」 レ〔) 乙工一15)
の 関 係 ガ・成 立 レZLIる 。 こ こ に,川 ま 餉 壊 足
数 で、、 固 ぴ 標 的 廠 に 慰 し 別 手 入 射 エ ネ ル ギ ー
分・・づ又 き し、1浮 ヒLllつく き ナ♂ づ〔亘 を・ ヒ'ノ ノ1司 じ'λ 身寸 エ ネ
1レキ・竃一 で ・1ヰil票臼「1廠 か・隼釜 く 紆 壱 に っ 一才[Z訳 き ぢ
、値 な'乙 る.
丁ce>9脇P。t43)の 離 塵 と 解 編 秘,
考女,出 角 θ ヵ… ノ豪IGL,,}ヨ考・1『囲 じ 関5浮 ・っ"け ら 』h唄tδ'㌧ 一一
一 今3)
1=ざ る,(エー 聖5)a・t9,縁 夢 一 該 多 ゲタ 里 融 乱
a・tるP・七 の エ2=iレ 午… 衛 コ王腺 訴 しzレ ・ろ
鵬 え ら れ 李 ・ そ の じ き 岬 竜 の 撮 和 騎 間 τ薪β
1曖 換 さ れ ㌃ た・'ろ う ・
〃、仁 の 蕩 え ガ ら ノfUb・Sp・tの 稿 厳 に っ 口z
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皇 ■17)才 転 厚 庁V,ヱ1・小量 習 白一71=ヒ らMう 次 の さ う
谷 巨 孝見 白勺 才苗 イ象 を ヒ ろ 。 孝雰 白勺葬ゑ の 年法 表 面 に 才彦角蛍
し マ い ろ 入 射 核 を 角 λ ろ 。 吃 の 揖 融 師 略.
肱diα』fYiじtronに さ つz急 蓬 に 黎 ・せ ら れ ・ 並 似
la']'1:駐楠rゑ 榊 衡 糸 ∠A。七 ・・sp。七 ⊃ が0ヨ峨 ゴ*ろ
tcS2)` .一 力 .t・n2entra1.frTO七i・nは 入 身働 重
角 蓮i動 量 を 系 主 体 の 回 塁云 の 角 蓮 動 量 に 物 竹 す
るugszろ 。 メ 凝 多1ま 、 そ の 国 勃 す ろ 東 の 表
愈 二 彦 在 す るa・t・Sp・tガ ら 乎 均 し しz園 動 の
擁 線 力 伺 に 放 出 さ 由 う と す る 、=の ヒ き,訊
粒}の 淑 出 角1ま 園 動 す う 糸 の 囑 垂繭 に 容 易 に
laヨづ系.づ ・ltら 才t老}。 一.一
虚 云翻 、潮 しzs、icl.in9こ諭 σ漕 を 軸
ヤ ヨ
すbヒ,3E)丁 的r3199云 の 角 毘 互力互 ・eRIS■ 〉・
射 勃 蓮 角 昆 勤 量7(?;'ll..;FEIt才蓮 勤 の ・劇 生 能 率 駅 ユ
5・」 ひ・ 煽 寸不犯 樽 的 骸 の 肉 彊β・劇 踊 瞬 郵R・2




Zti与 ス らinb。 こ こ に,Al.A21aそUt㌢ 由 λ
ビ
射 廠 と 樽 的 核 の 質 更 数,R,.R2!まi・2ipら の
学 循≧ 、RニF～ 、+r～?、9γ2'B換 第 境 量 ん 月2/(月,寸A2)
z、・あb。 諦 ノ 剛 体 劇 生 能 率 鯛 ・、 ヱ い6.
園 彰 の 角 昆 覆 ω ・δ,哩 転 の 角 蓮 勤 量 魚 勧 資柱




τ啄 λ ら れ る 。 ω を 侵 つ て,融 壊 定 数 戸'ま.





.2;tcしZ、=こZ・Nl21・ 簡 単 の た め 〉・1コ77ネ
ヘ ヨ
1レ2特 徴#ttろ 動 竺 角 蓮 勲 豆 胤乙 しZ・ 脇 「鷺
a・?aclary・1・mentVLn4毎 ℃%全 融 合 顧 口 粛 ぢ
ヘ ロ
る 臨 界 角 遅 動 夏 ル をSLE)・ ・ 表 工一乙vDに,孫
餌 廠 ピ 〉、 射 エ ネ ・レ ギ ー の の う 口 う 浴 組 み 合 由
一ti・に 女す しZ書 雫 イ面[南 た τfisの う直 ら 手 亀乙 め う 。
29r'cPer・6Bα ろゐ11)の カ ヲzて 舛 鋤 猟)で ・
63
ち† 箪 さWhn.τ%Sl?Si.9iの ヒ り 六 に 季7質ta7'=差
'ま ブふ く 余勺2メlo噌21ヒ 言平 イ励 さ 唄 た 。 こ こ で・㌍尋
.、 僻)
たT%$の う爵 量さ ラ}孕房β3k彰 単・}生獲i了髪 ≠ブ ら 吉孚 づ励 さ 由 た
纏 和 日寿 間 ヒtei催 一一5YしZ・ ・6。
老 坦 しzレ1ろ メ 粒 多X?diに 関 与 すb2「 か㌧
む・う レ、 う り直 を ℃ う ガ'δ 穿}互 接β τ・θ月 ら が'に さ 痴
う 。
ヘ ヨ
こ の 箭 でttEIZ,.ery7"s糸 隻 悸 の1昼 転 の 角 藍 力 重
に 矛19・ilゴ、れhヒ レ、 う 考}九 芳iつ 立 っzレ1る か'魅ノ
ts」 つ の 描 像1`し て 洗 ・t・・sp。'b自身 が 乏沌 硫
持 し て し吟 瑞 含 が 鵬 え ら 南 う 。 き.の 才副 象 に 基
つ・い 乙 ノfi・tるPσ カ ・7馳 ㍗1・ 編 言†理 講 力獣 一変 う
浮 く 毒 甲 さ れ う こ 一℃ が 第 互epZ,【 示 さthbe一 き
た,縁 和B寄 間 に つ いZも 第 π 書防 鼻 ・で嘱 ひ、鶴
由 う 。
最 喰 に,よ 粧 ろ が・ 鷺4P。 七 力・ら 矛ゆ1亘 転 の
へ も
拷 縁 方 向 に 放 幽 ゴth72tCLり 仮 足'3・A・t・ ・PDt
の 籾 部 熱 箆 軸 あ守 ぴ・ 毘 、づ テ ヤ ネ,レ の ク ー ロ ン
カ の 勧 果 匂 ち え れ 博・・粗 い 仮 定 τ・ あ る と 宅 乞 指
橘 し ひ ・く 。3た 、ffi//il;Kk'±れ 茨 」g'in'N'ノの ・
6今
服 卿 七 ヵ・ ら 放 躁 朗 た 赫 鯵 ヵ・畔 ず 吃 害 ・.
ヱ・観 測 さihbヒ13限 ら7eい ・ こi2・;EI・%・t・ や 宅




理 研160cロサ イ ク ロ トロ ン
磁 場 強 度 0.5-2.OWb〆m2
高周 波周波 数 6.0～12.5MHz
最 大 軌道 半径 73㎝
電 磁 石 重 量 310トン
電 磁 石 電 源 450kW
高 周 波 出 力 150kW
真 空 ポ ン プ 32吋油拡散ポ ンプ
真 空 度(運 転中) 1～3×10-6Torr
イオン源儲 鵜 H。D㌔ ユH♂㌔4He鱒(α粒 子)
B3や.C4+.N4+.N5や.05や
し サ
王里石行i60Cill柱イr7日トロ ♪⑦ 佳 あ気
Table工 一(ii)
イ オ ン エ ネ ル ギ ーIMeV)
陽 子(H+) 4-18
重陽子(D←) 8-26
ヘ リウ ム3(3Hゼ φ》 12-50
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, '1"1"1 '11"1冒 5 デ "1"1'1「 層1"[' 層
幽
a・ 209Bi+14N 'Bi 一
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Eα/Bα
Fig.工一(10)
,。、。、reac,i。n。.。sssec,i。 。。f。 ・ ・+219…y・t・m・a・ ・・・…d










































































































































































































































































































































旦 一1実 馬隻 秀JZ
ω 実 験 器 具 の 言劉営
リ ノ
町 一 ω に.散 乱 櫛 力 ・汁 の 無 嫉 具 の 設 宮 の
ネ既 田卸 図E示q。1触 一115MeVti"-AはeSl,i.LI曹 の
A・ て・,TCt製 の8φ の ス ヴ 》 ト て・ コ リ メ ー ト
t〔れstYα ソbeα γレtカ 、い耳ヌ7」 彩余 ヵ、 れ た 守象,!ノ 写 ぐ「2.1
幽警雇 のSelf・ 一∫VLPP・rt;n2Tbli:・由 燃 射 鋤5・
方文 出 ざ 」4う ◎〈 米立}・ は3つo)カ ウ ン 勺 一一(二 ㌧c2.
C2,で停食 出 さ れb。 乏1れ ら ば し1畜・L昭 モ4E(50pmp1)
-E
-(2・σIUM)一一S～B根 撚 器 ヵ ウ ンV-一 ・ テ レー ス
.コ ー フ・ で 物 る 。 各qの#置 、器 の 直 前 に は,標
S勺寿亥 ザ ら の 電 う を 月ヌ りー一 爾 ・<匹 め 糸守1!<qauゐbの
の 痴 后 甥 刈 イ輌 た,ま 圧 、 膿 く」)ヒlt-A・
劉 メ ー ・9て ・eCl?esc・・tterin%し 「;に㌧ ハ2直
接 、見 アぎ い き う に 各 ジ換 出 器 の 側 面 に 種 言立 を 置 い
7=.さ ら に,Clの 前1勧=1δ7蜘 蠕 婦]sれ た
弓曇 い ヒ"一 ムA2耳 ヌ'ノ1徐 ぐ た あ に140μwaのAlの 切k
　
脚 奉 を 置 、派 ・ こ う レ て,試 粒 与 の ラ環幌 感 一
87
穫1こ3っ の 角 度 で、可 角巨 で・ あ'ノ,看 β 合2回 自†6
つ の 角 度 に わ た つ'Z竹 だ わ れ た 。
放Sliさ 由bv線16CTeCしi)族 出 器lcκaエCT↓)
ヰ隻 出 器 で・3奨q定11Whた ・。2・1ま貢2"φ ・〈2"の ⇔ε乙L;)
ネ集 出 器 は 黄文SL乎 面 肉zい ピ ーAカ ・ ら9・o。.携 的 毎亥
力'ら20剛 の 距 離 に,縫 積3〃 φx3!ノ の ぬ エσ の
ネi集」出、・毫亀 聖ま 融{≧し 」雫1面1=皇 直1ニ ビ,一 ム福 力・ら900、 標
白守不亥 力・らbrOmmの 距…島邑}こi殺 置 ざ 困 た 。1イ 固 のr
線 力・・t3-eCLi),19"+器に 入 ♪ た9麦Nar(TS2・〉検 出 器 に
函 ひ・λ る の と(あ る し・'δ そ の 蓮 もCROSST月18く
ヒ 呼 ガ)肪 ぐ た め に.Geし の 猴 出 器1二 は 〃2
i7tSl)〈'.のPbの ・劇 ヌ 椿 ち,Nα エCT2)族 一出 器1=」5側
面 に 棚 雲・ のPbのD」ll.J・IX6.6S乞置 い た 。8た 、 低 手
ネ ル キリ ー のY線(コ ン フ9ト 芝 焉文一言u載 分)あ'よ
ぴ蝋 線 も 勇又 り 弥 〈 お め 名 反 の 森 出 器 の 前 強 に
1さノo.5rnm-Pb/o・6Wtm-Coし,1梱m-Cua 一ヱ・竃う7:〉 ア…
・脚 体S置 口 た 。qeし しP族 出 器 のph。t。-peαk
elfficleney(nT:エ ■ ル ギ ーErd)j個 のV線 が
qe山)族 出 器 中 で1光 電 な力 果LPhObOelect7「じet「ectコ
に δ っ て そ の 至 エ ネ1レ キ1"一 望1?xな う 石瞬)を
93
図9-C2)じ 示q・ftγ12Fγ 線 の エ3-iレ ギ ㌧Er
'C
、 づ室 エ ネ1レ 千"一 γ 糸某!i青 予・Vて
).nv=・LlrnEγ ナb 乙亘 一1)
ナふ る1…¥了イ系、 か ・・良 く 成'ノ 立 っ`Zレ 覧 ろ こ ヒ7h、1Lthカ、 う 。
し噂 の 湯 合,化 一 ・[93.b=ト5Gzい あ 壱 ・ だ
β'し.魯 三γ'alkeV学 づ註 で1あ う ・ き た 、CTeし の 検
出 器 ヒNaエC刊)様 出 器 のV線1・Ptぢ も 全 強 出 劫
孝 ぐ エ ネ1レ:F・L-Eγ の1個 のile余 泉 力略 橡 ポ 器 中
で、オ目 互 う乍…)9L光 電i蚕力 集 ノ コ=ン フoI-♪ 二昔女,1ξUノ 竃
}5rT3・ ・N'コ.Eし 族 出 ・r・inう 碓 季)2図E一 勉
砕)1・ 斤・一弓.家,験 て・放 出 一5tabII"線9牢 均9エ
ネ1レ キ、・ 一`,IF3・ σkεV-1MeVの 魔 囲 に あ一る ヒ 微 足
し て,今 っ の 標 導 線 源i33Bαt2)S6kθ の 、22Nq
(5rtkeV)、13マCS(662kev)、b'4Mn(834keの1= -X
弱 全 検 出 如 季 の 単 紬 乎 均 を ヒ っ 砺 こ こ で'
13ろ,3al3し 、 く っ か、 の γ 余蒙(乞 力父 出 す う カい そ,6り う 「ち
の 最7xのy7eldζbra"Chin?iCαtr・ 約62・1・)芝 も つ
356keVの 単 色r線 源 ヒ し て?)1っ た ・ir=、22Na
I調 四奇1・12n4keVの γ 繰 を 方文M4う カ、・,60C・
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(Inち)333keV)にn弓 る 盆 検 出 効 率S摂 つ マ
m}74keVのx線 のyiexClを 言乎 価 し.馴k・Vの γ 線
、=支9す う 全、孝隻 出 参r力孝 を 弐ぐ(め た.こ う し マ'4身 ら
inたqeしLf)の 全 検 出 劾 季 σ5。50f。,NCt工 乙Tの の2
つF塾鐸ム 女力i季1}.3.8。/σ ・で・ あ つ プ三 〇i美 、辱灸i条5とFを 表 ∬-
G)に ま ど めZiil〕'〈 。
Nαエ(Tり 隷 出 器 のilz・陛}r'に 対 づ ろE出 如 率 は
予 偉f的 熔 室 、辱灸 に あh、 て,台Mθ 一 σ5一 到 塗hむF去 に よ
つ て 評 価 ざ 激 た 。qsNb+己4Nし95-MeV)及 応 ヱ、・ノ
邦勇」倉勺才亥 力・ ら30-6ご>CWtの 置巨凄色 にtゴ 「一 」篭 →ジ ら30。 ヒ
6。・にN。rC丁 の 隷 出 器 が憧 カー Whた ・ 瞬奇 闇 ス へ'7+
、レ`TACIjヨ3危 の 出 力)の 〃列ユ1乞j黎 π 一 し5つ に!」㌧ ξ.
NaエCT2)橡 出 器 て・碍 ら れ た エ?-1レ1tl-・ ス 聖 々
ト1レ ガ ら 日寺1r韻分 角耳 甫E2塁 、く す る う墜 エ ネ1レ ギ 覧一
㌣ 柱S,SPfiく た め 高;H7NIレ+'㌧ 部 命 乞 選 ん で・
崎 闇 ス へ。 ケ ト ル を 見 う し た し カ・に γ 線 ζ 中 妊
5diSり 噛Lが 寝 くr&っZ、,bの カ'"th力囑 ・ 測
β… コ 由 たtiz小峯 み の イ固 盤〔t?Fγ糸稟 の4・6エ0・79/bZい あ
っ 花 。 こ の じ き つr線 の 乎 均 の タ漣 度 乙 放 出
さ 醍hうY線 の 孚 均 個 誉k,ケ す 録=δ 参P浮1)は11・ 『
?o
Z・あ う た.一 力 、 牢 柱}一 の タタ 重 度 はCTeCL;)祇
出 器 で・得 らWhた γ 線 ス へ。7ト ル ヵ・"・i・す 菟'留 核
の 分 行7ガ ら ろ聖 亘 に314=LO・4て り あ る こ1乙 か"be}7力'
つ た 。 こ う し て ゲ尋 ら レhたNα エ 乙丁9)ij'ミ出 器 のtlz小生
酬 二 対 す る 盆 旗 出 菱拒 熱 ま γ 線 に 対 す る 全 検 出
■
麦力 幸 の}6ま ∠bo/oZ"あ つ た 。
9t
(z)検 脚 亘 跨 糸
i則 崖ilS.ot紫 立 ろノ#文 出 に 戸戴 与 す る 反 応・ヲ ヤ ネ
1レ・Z明 ら カ・ に す る た め のCt一 γ(C7eCLi))同 爵 測
是 ヒ,名 フ71覧し"ヲ ・ヤ ネー1レ1=%「 す る 乎 字勾 のlr糸 泉 タヲ
重 度 を 得bt=め の ・k・一一)"CGeCLT))-trCVa工乙T・2・))1鞠奇
測 是 力・ ら ナc}つZ口 う 、 測 篤S由 た 箏 象 ち べ ・ ン
図 を4隻 っ マ,図 庁、 ぢ う し 図 丑 一(6>の 《ド う に 浴 る ◎
β+DはcK--lrCCTeCLi))の2m元 同 崎 享 象 、D+Clま
d、一 γ(Nα エ(丁2>)の2)欠 デし 同 日奇 辱 象,Dlま(メ ー γぐ
CTeCL;〉)一γCNα エしT2))の3>N元 同 日寄 …享 象 で1あ る ρ
ir=,A+B+c+Dlま 跡 酪 の シ>7・ ル ス の 辱
象.で1あ る、。 こUtら 今 ネ重萎貢 の ノ」看 孝皮2}尚 日奇 に 参尋 ろ
た め1:ノ反 巾 れ フ… 回 路 系 を 図 瓦一乙の じ ホ す ・ADC
を 糸主 て 言†」鼻 ヰ幾 の 謹ントfi,・tt与、づzliで噛一あ る ト4τ(Ma?ne七rc
Tape>1:gxhmtwtう デ'一 舛GeC")ネ 矧 器z"
検 出[由br線 ・リ エ ネ ルF"-1》7"ナ1レ 、Cl
c2,03で 強 出5れ ろd紅5の エ ネ1レ ギ ー'i
クけ ル.。k-tr(CTeCLT))同 瞬 事 象 の 丁ACシ7"ナ
ル.d-VCNqエc're))s・IH?}#象 のTACラ ゲけ ルz'1
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4次 売 の 固 時 測 鴬 も 行r}うt=。 回 路 が や や 複
牟#に ナ8r》 て レ、 ろ.の'∂ ・ デ ・一 ノヲA又 集 ・ 久η 壬里 系 力・ら
く ろ 刷 約 の た め て・あ る 。 そ の 制 約 ヒt3161時 測
是 の 自 由 度 が 最 文 今 で あ う こ ヒ ヒ.へ 。 ア に 浴
っ て レ,な い 享 象1ふHス 集 の 文rr象 ヵ・ ら 戸余 外 ざ 歯1そ'
(ちL2t2F・,・・,4次 冗 伺ne測kの 場 合.与 次 元
の う ち ・ケt8<ヒel二 欠 汽 の 辱 象 ヵ、、・欠 蓬 す う ヒ
毒† 算 ネ蔑 は 無 条 づ牛 に そ の ・う 〉欠 元 》メT一 の 凋 ロ寺 專 象
も15余タト す る 。)14tSう 主t:ハ ー ドい ∫ラェ 了一 か ら く
う 榊1浄勺 で1あ ろ 。 …位 与・識 男仔)亘 路 を う蚤 し、o〈・、穿立,ろ一の
エ ネiレ キ、し ・ う ワけ ル2.あ ら カ・ じ・め 選 んZ・ お
v'Z.き† 翼 撤 に λUtr=の は 同 θ鞭1碇 あ 助 度 が ・
9x4の 王馳 に よ る ・.Br=,D醐 一の 季 象z・
は ハDCに や っ て こ7sDラo"ブ ル が1賜 〃 あ う の
τ、rわ て こn」 い 」 こ ヒe7h:・ ら せ ろ 補 墳 〉 ケ・
す ル ち 年 う 工 天 が 塔 宣 ・汽 た ・ こ の 工 未 は,へ 。
=ヲs=ナk}う 一乙 レ」ナc}レ、 」季 象'δ 言† 算 梯el⊃la∫ 守ltら ㌧れ
ツ}v}ヒ レ1う 王里 宙 じ8ろ ・ ・
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五 一2妄 馬集糸舌 黒 し 乎 易 ブとト斥舌i≧偏1
Cl)工nc,lUSiぴe1>1e(え3以 γeMeγ1七
図 丑一 し8)に樋Tbtl4N('15Meの 系 τ・の 弾 遵 敵
乱 の 角 分 布 も 示 す 。 図 中.家 線 は 光 蓼 綬 型 に
45》
よ う 角写#「条吉 果 で・あ る 。 計 算 コ ー ド'は 斥口 田 広佳 氏
く 裡 研)が 咋 らUtた 自 動 探 象 フ・・ η・ラ バ5醐CH
も 慢 っ た 。(光 ・多,す3ラ ニ う ヤ1レ の 探 索 の 手 続
ヨ
S:つ い7111F付 録 り 参 解 、)表 ∬-C7i)に 汐 牙 ら レれ一た
、朽 二;ヤ ル2"、 す.勃 ・ テ ン ラ ヤ1レ ヒ 戯 ・
ラ ン ヲ ヤ ル1調 じ嘱 往1・95メ 与 しr)ヒOf"-fiuseness
ca)r巨?寺 つ1乙4反 定 レ!!7一 ロ ン ギ 勿呈Lハ9ラ メ タ
cr、)t?li.ユOfmに 固 定 し た ・ 表 に あ うrrN。テ ン ラ
.、?1レは 典 型 的 ナS3つ の 例 ヒigλ う べ きZ"あ る ・
集 戸祭 、bes七 一.手此 も 与 乞 る ・丁9ラ ニ;ヤ ル 「G[4也の
集.虚 ∬ρ テ ン ヲ ヤ ル の 糸且 ヒ っ いzE滲iE弓 る ・
しカ・ し,紳 ら 刷 泣 ん ・ぐ・等 し い 全 肋 董・断 面
積ILgSGi原 苑1断 噛 旗 乞 与 え ろ ・ 図 瓦 一 ゆ に ・
1s-9Tb+1今N(115MeV)腕 ・を 特 徴 づ馳け る 透 過 係
9今
数 「「又,あ ・～F乙ぺ1吝β分 ゑ 加 餅 「簡 矛責 σ簗 も 示 す 。 δ 〈
栄眉 ら}Mて い う・(Bう に(ア 玄13丁2ヒ
op二nム2Σ(22+1)T2 ぐ旦 一2♪
ラδ う1羽 う系 が ・あ そ>e透 過 う系 楼皮 一瓦 が'ワ2.1=ナ3i?一 よ
うr}わ 乙 しZ足 義 ・:Utろ ・ 系 のgraう 函$α 酬 帥
ma・maentaWt2?rtZl・b'ns'z・ttあigこ ヒ か"whカ'っ た ・
表 且 一C31i)に 、 久}uarteγ 一P。;ntancx1ソ 部S(付 録
ノ参 照)に6う て 得 ら れ た 至 反 亮'断 面 績 ヒPgr
ち 示 づ 。 ㌻こ藪 の た め 光 営 榎 型 に よ う 数 但 吉 教
牲 う 。
魍 π 一a。)に,tS'9丁b+吟N(Slb"MeV)厚 加 ・に お'・
1する σく 碁立}ノLiノ{3e/B/Cの 角 分 布 ち 庁・ す 。
cの 角 分 浄18bMの 放 出 紅}ヒlll)異 な り3・ 。 付
近 に[。 一 ク2も うzvb。41Lの 放 一+derl5-'3.
唐fJカ'=tJう に つ げtてSv・ 蓬 に)曽 ヵロ す る 角 ・分 布 と,
持 つ て レtb.1望 じ13,同 り立 元 素e足 し 合 由 せ
Z示 しzri5が ・ノ 各la・Jitftk.の 角 分 布 は 副 ま1'
旧 じ'石勿 月ズ を し 「乙 、、 う 。
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(z)elαs七 下cbreαkup
1図K一 しll)`二!tsgTb+,∠ トN乙llbVMeV)及 一 沌"こ あ,
へ
t)て15。 に 放 出 さ れ たrn¢IM.siv-eCt粒5の 工 不
1レキ・L・ ス へ・'7ト1吃 ノ γ 線 ヒ の}融 寿 測 定 で'
膚 ら れ た エ ネ1レ キ・一 ・ ス へ・'7ト ル ヒ レレ鮫 しz
ネ5。inclusive(人 矛互 与 にtEF、1美 馬夷 室 系Z"39MeV
!t寸Lfrt二b剛 つ にse`)h"te.xて1・ ・Z)帆 γ 線 と
の 固 聯 則 足1話 ろCl純}に 己ま2{:・)b"mptδ 見2
て い ・6い 。 し た が・ っzノ こ のb幽P1訓 塊 砺 力
走ム を 楼r5巾t8レ 、 ⊂"lf寿集 一を 放 出 し 裕 口)d一 粒}
放 出 撤 描 に 由 .来 レ ーて 劃 る ピー75え ら れ る ・ そ9
.よ う ナ詠 耐 叢 橘 ヒ ーvてIS,i年NのCtピOB△
のej .astrcbγeαkKPカ・噂1寸 ・ら れ る だ ら う ・b岬
¢,?、u切 工 わ ヒギL乙38MeV>力 ㌦ 皆 ね 鍛
1寓 沁aeα 粒3の エ4iレ ギ1-一("∫X趣33
MeV)占 りorN5V点 は 睡 自1二6EBう ・ 入1コ ナ
NeFiレ('"NttS97わ)ゆ ・ テ マ2T-tレCa・+1σ8
+isqTb)・z.NiCJ)7二 ・一ン エ ネ1レ キ'一 の 得 失 の
差 ヒ 解 淑'Z.,{き る 乞 留 ナ)れb・
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t3)γ ネ泉 ス 〈oケ ト'レ
}s'9丁b+3今N411YM
eの 及 佑・・ZI甥 粒 参 ヒ 同 躊
計 測 しZ.CTeCL;)糧 出 器z・ 得 らmた 跨 泉 の 典
型 的asス へ9ウ1一 ルelXn-"2)t=示 す 。CIWts一
旅 出 に 関 弓 う 主 零 捗 ゑ 応 テ ヤ ネ ル ℃ し マ 次 の






前 節 マ,"蓮 べ・ た よ う に よ 宗立 う ヒ の 周 日寄 ラ則 忘 に
δ う て り!尋ら を～7三 γ 鼻i系の ス へ。 ノ7ト1レ の 角写芳称 か ら
賦 宗立}古 女 出 に 関 与 す る 濠 応,チ ャ ネ ル が宰夫 定 さ
inた 。 咽 皿一 ω3)に 、 そ のkか 子 ヤ ネ ル に 妨9
う メ 粒}の 角 分 浄 も 示 づ 。 断 面 績 の 絶 対 値 の
ぎ あ 労 はd'lrer.2'Z."E羊し く 報 」EESう 。
言農 方 角 ・Zい1ま.主 票tsラ ヤ ネ・1レ1まC吟 ハらdison)
ヒ 乙t4N7di6n>の2つ7、'あi'`・Ct6niiヤ ネ'レ の
a!x立5の 角 分 布 が・勉 に 比 く'tて趨 や か75前 一力L9
-7Zitあ み φ'ま
,複Gthカ ・ ら の 蕪縄 赫 賂 の
器7-・ か 味 き い た あ ヒ 端Zら れ う ・ こi・1"Zl=反し
Z,db-・atcd4・nヲ ヤ ネ ル の ・k・¥zt5iSlp{¥'こ 尾・
山菱 ナ揃 力t・-7の 齢 布 を 特 っZあ ・り.';i工
部 で,日月 ら カ・ にrsつ た 典 型 的 な 前 乎'4gOef.過茄iに 庄
象 弗 ぴ 紅}の 放 出 ラ ヤ 和 レ ヒ 考 え ら 由 ろ ・
cAN,3。 〈M)iヤ ネ1レ のCt*立5の 輪 布10r3・.
ot近 に 仁・ 一 ケ9eっ てVう ・ こ の 騎 室数'ま ・rn-
clusivewaeα ～qγe・hemtz・ ・褐 ら れ たeのfa筋 ヒ
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共 通 て・ あ う 、3。 〈nチ ャ ネ ル のCt.ged}の 断imth
は ノ 前 力 角 で 、 鮪clUS1しre(ズ 蒙立5の'Oe/o以 下 で ・あ
う 。 こ の ラ 了 ネ ル は.励 起 し た 覧 が'3っ の α
粒 ∈}に 崩 壊 す る 過 尋呈 に 対,董 すls,こ ヒ が16k章z',
示 さ 嵌 る ρ
〈t4μノzz)cn)チ ヤ ネ ル のCtthb}の 断 面 頑tδ,
前 方 角Z,,Tnじ}ugiveOf¥t… ト の20-25・/。 を 占 あ て
い ろ・。 こ の チ ャ ネ1レIJ8Beカ'い2っ 〃)oく 宗五5〈
崩 壊 す るiS・fl⇒ ヰ か しZLIる こZが'や ・手'ノ 獲
章 一Zlt示さ 由 み 。
表 互 一Gレ)に 、 ぐt缶N,(X♪cn)ノ 乙J4N720(xn)ノ 乙14A/ノ
ロ ニち
3dn)ヲtネ1レ に 対 す ゐal裁 う の 才岸姉 断 面 頓,
6,8ひ}・)nelaS;veo《 算査 、ら の ち蝕 奇 ぱ斥 面 積E示 す 。
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へ
CS')工1Llレ キ い 一 ・ ス へ9/7ト'レ
図11一 θ 今)((し)'ニ ノ150z1・5具 り 定 さ 才1た 各Zrデ7L・・うLキ
ネ ・レ にs96ろ 〆 粒}の エ ネ1レ ギ ー ・7・ へ。 ク1-・
塾レ を 示 す 。 ◎〈znチ ャ ネ1レ て回 は,〃¥tδ う 中 小笠}
よ
の 個 数 つ4が ウ ナδ ぐ ナよ う 置2ヒv伏 紬516i{lhvsエ ネ
1レギ ー 頒 〕戯 に 分 布 しZい る のto"lutガ6。 図 皿一
(14)(b)に い ろtlろ ナ5角 環Zitε則 足 さ 幽 た 名 反!
施 チ ヤ ネ ル に 対 す る 試 粒}の エ ネ ル 割 内'ス
へ・ ク ト1レ2示 す 。 統 計 の た め.3dn子 ヤ ネ ル
の エ ネ ル ギ ー'入 へ。々 ト1房 さ 碍 らWht6か ㌧ た,
図 互一d釈c)に 、 劇 テ7き'口 こ つ 一.-L',zkし 合
伽 せ 丁三 ◎く岸立3ト の エ ネ1レ キ覧亀 一 ・ ス へ。クi・-1レ を レ1
う い う な 角 度 に っ 、、 マ 牙・ す 。 こ の 一さ う に し て
第 工9Pで ・tδ τncl"S;veに し 力蝿 由rsn'っ た 。く粒
}の エ ネ・'b干"一'ス へrク1'・・3レ1さ.い5い ろ78
及 売 げ ヤ ネ1レ 〈 分 解 さWhた ・ 特 に,・ 略 の 場
名 、2Clつc・)aテ ヤ ネ レ ヒ3Ct?/1子 ヤ ネ ル(Zinら
感,8BeaSlic・L・ 励 起 し た%の 放 描 チ ヤ;-1L1=
対 応 し て い ろ こ ヒ か・喰 章 で・庁・錬 ろ)を 分 離
)60
す う こ ヒ に δ っ て.着 目 し て レ庵 京呼 衡 翔 呈
に 由}lik,・す う じ 考 λ ら}Mる(メ,pc,nラ ヤ ネ1レ の エ ネ.
ル ギ ー ・ ス へ・7ト1tz2得 た こ ・乙 を 指 嫡 しZあ,
{たn。
10t
(6)平 均 の γ 線7e9度 く 惰 〉
ku一 乙v)に!Ci・CMラ ヤ ネ1レ に つ レlz測 定5
uar=乎 均 の γ 線 タタ 壷 度 くMγ>2,以 紅}の 放 出
角tsに 蓮 動 エ ネ1レ ヤ㌧kの 関 数 ヒLz示 す
(γftfr、タダ 皇 凄 に っ ロ ーzは つ寸 金泉3参 竪 ・).・ ×SMチ
ヤ ネ ル に つnて3さ 、 〈Mγ 〉 は ・〈rct}の エ ネ ル ギ
ヘタ
ー カ・・増 棚 弓 る に つ れ マ 激'ケ し ヱ ロ う .一 み,
・〈A・Ylヒdi6・nチ7ネ1レ 乙ー・・しさ くMγ〉 のEよ 〃衣 彦'ト生 はH
ら れ †5い 、 前 老 の くMγ〉のEalに 対 す う 強 いilft落
十!王131司 ℃s泉 の 入 身寸 エ ネ ルT'覧 一q5MeVの 辰 茄,zい
一 一 一22)
鼠鋤 子 マ ネー レ に 対 し て 報 告 空 れ て一い ろ.さ
ム
た,〈Mγ 〉 のメ 粒 ろ 放 出 齢 広依 「s・ナ生 に つmZ邑
2i?;・・,・ 〈sniヤ1-iレ で・<Mr>'3tYl方 おZS角 に な
う に つ れ て ゆ う や か に 識'ケ し7nる 。aj4nヒ
。〈6M7?ネ ル で ・1さ,くMγ ン の 伽 矯 任!ま 児 ら れ
ナδ.し、。dl5γ1子 ヤ ネ1レ`こ#ら5れ 壱<My>のeもLevrs.
粧 信 鬼 依 房椎 に 帰 着 で・き う.雲 際 、 前 禍 に
あ へ
r」 もt':つUtて.♪k:括 《Mv>1⇒ 手 「iu'5る19・ 工 子
1レギー 。k*t」5の 芳zatカ ・鵬 去qる ・ 表 亙 一 ㊥ に
'02
Eヒ つVZ亟 率 平 均2ヒ っ た くMγ〉 の 廼 を0よ 与
1=i致'せ て お・く 。
e.kに つ い て 重 季 平 均 を ヒ つ た 〈My〉 の 値 は.
。〈6Mラ ヤ ネ1レ ㍗ は13、 。,alsAM子 マ ネ ル τ ・はi5・7
粛 舶 ヲt?一 ル'z・・'t9峰6/2d30nテ ヤ ネ'レz'"9/2'千
吃 し τ30fonにnしzは9,0で しあ う 。 〈Mγ 〉 の 値
電さ 、 放 出 工 れ ろ 〆 粒}の 個 楼女 が ・タ与 く か る'芋 ヒ・
ノ」、tN<r}っZレ 、 そヌ 12(×3Ml(.30tnテ ヤ 子～1レ'=つ
ISZ博 統 計 の た め 徐 お 角 で くMr>を 得 る こ ヒ1,it
で ・{き7さ 力、 っ た6
tO3
皿一3解 前 方 ラう
の 親 計 理 論
ン焚 の δ うt6孝 票 合 ネ亥 辰1泌 ・1二7i口?
a+A→ ♂ 一→B㌔b (II-3)
46)
ネ夏 倉 ネ麦C*が"宗 立5.b芝 力文 出Sうi届 オ呈1さ糸益 缶rl里善命ロ
で 記 述 さ れb。 ご こZ,1興 啄 あb重t?;.紘}の
ヨ　 ヨ
特 っ動 蓮 角 蓮 勤 夏 乏bヒ紬 み 族 出 に よ う 興 留 核
の ス じ・シ 瓠 仁 量Ab,冊 伏・粒}の エ ネ ル ギ ー
・ λ へ 。 ク ト1レZ、1あ る ・
複 合 廠c+・ δ,つ1つ の エ ネ εレ 午・L準 極 力・"翁
爵自 さ一 れ 痔 い 淫 糸売 →ズ 箪も,に あ り,矛 冬)1弍'學菖B*毛 建 春克
→ズ 驚,に あ そ}ヒ す う 。 さ ら に 、 功ぐ能L・間 の 月唱1walま
糸充嵩† 臼勺 に ラ ン9'覧A-Zl・tあゐ ヒ す ろe房 力走己 エ ネ1レ
キ"-E,ス 仁9ンJ-z."あ る 柔見婆亥 杯 力'ら,≦ 塁 重ヵ ユ
ネ しレ キ'量一Ebを も つ*立 ∋-bか"方 父 出 さ 幽、Z.房 力走己 工
ネ ル キ・ 一 ε,ス 仁・ ン ふ な モ つ 娘 核 力'"つ く ら 照






Z覧与 え ら れ 」b・・ こ ご τ 亀ノT■b(Eb)はb÷ β 糸Z,'
軌 道 角 蓮 蜘 量f舜 持 つ 粒}bの 透 過 孫 数z・物
う 。 娘 薇 の 励 論 エ ネ1レ ギ ー`E.tE;,粧}bの 蓮
動 エ ネ1レ キ塾一EbE甲 日 て
ε こE篇E…b-BMb CE--5)
丁 吟iら れb・B}・blさ 、:kt5bの 孝箆 廠 μ 内 τ'
のSePCtrati・nenergYソ あ う 。 戸`ε、i)IU娘 核 の 導
コ 　　
づ立 圧1隻 ぐlevθIOIen～i十γ)て ・ノ,srlま*互=}bの ス .仁。 ン




z・定 羨 ・iUtる チ ャ ≒一 量レ ス し・>z璽 覧あ る 。 導 位 乳
40)
度IT,フ ェlvミ が ス ・ 毛 デ ル1=clb喫3亀'




z"与 ラ1ら れ ろ 。 こ こ1こ ノiひ 。8ま7eve'・ ノξ・n5iナン
四 γ酬 莇 εγ 仇 ヒ
π2
3σ`丑 一8)α 二 τ
の 関 係 が'bb・ 。 エ1さ 眼 繊 の 蹟'}生 能 季'Zltあb。
粒5bの 工 礼 レ 千IL'ス へ・ ・7J一 レNpa(εb)
`5C旦 一4)訂 、乞 柔見 祓 の 予刀 其}ヨ71)C'fi,E.(E♪ コ「)に つ レ、




◎ ξ ξ轟 ∫尺μ6(E・」:E・})・jlε
『之"与 ラ
レ ら}れ る 。Pレ1(Eノ 」)}ひ 宗見 不をく}λ た、い(∈ 三フ 」)フ 「8
う 状 態 に あ ろ 碓 三華 乞 与 え う 分 布 関 数 で・あ る 。
初 期 状 聴(E,J> 一の 親 核 ド カ・ら 灘 カ エ ネ ル キ"
-Ebの¥立}bが 邑方文 出iua丁 ヒ1乙 き
ノt良 核 の スt=。












>til!1;.鍵 カ エ ネ1レi"-Eb嚇 酪bか ・持 つ 斗
均 の 勤 蕊 角 髭 糧 く2b(Eb)>27え ろa・2考 え






を ヒ そ7k二/&刀 臭月'lxt彦左(Eフ 」)の 柔見 オ麦 μ →ブ ら 蓮 董ヵ
　 ほヲ
エ?-1レ ギt_島 の 紅}bが 軌 道 角XilhE_2b乙 εb)
蠣 つ 諏 躁 蝿 石晦R許 乙E,J)は1一
戯J)・T2b(Eb)砦 砦 戸1ε.})一
工・μ 一51」・σ引
で1号 ・ ラし らtlb。 こ互 一13)診 「亀 芝…li詞 口 て,<4～bしEb)>IS
〈 幅)〉 二z.e,・&2bしE,丁)/∠ 戻βb(E,r)(∬-f千)
2b」2b
ztf与え ら れ う 。
こ こ で,ラ 主 童 ・ すAstき こ ヒiδ,染 刀 其 月 身ズ 彦長(EフJ)
ノ07
の 親 核h・ ら 蓮 勃 エ ネlvキ"-6わ の 粒}か ・畝 山 さ
WhX:1乙 き,茅 鯵bの 才寿 っ4」?・ 」 勤 蓮 角 蛭 力 量
くRbcEb)>t4.ズ2。 ンly6ta△bCF一 わ)td'ま 等 し 〈78
口 と ロ ラ ニ ヒ で1あ5。 簡 単 の た あ に.粒;・bの
スL・ ンEoヒ 彦 ろt.こ の 享 ・膚'ま 図 ひ σ∫)に
鶴1・ 示 さ れ る 。 ムb(r=。)は 創 ヒ1・ 声 、)>1の
差ZI'?え らWhb・i:3e手 しz.〈!.(Eb))t3庁 一
く}TZ?h♪>IZI・ 与Zら れ る 。
(旦一9)式 で 。与 え ら れ た 放 出 孝立}b`f')エ ネー1レ 千い
一 ・ ス へ・ ク ト1レd7V'
t損 習 的 編 、3㍉36)
N(Eb>Of%(秘`Eb)e×P`-Eb/丁)`2「 一,5)
・乙 一 致 葛 う の は 、(凹)れ,小 賃粧 能 率 力・嘱 隈 丈
じ い う 極 限(渉 葎 は ノ 励 葱 エ ネ ル ギ㌧ カ'"系一の
t9隼云 エ ネ'レ キet一 に レ仁 べ ・■ 重さ ろ カ、 に つく きt}ヱ 晟i∋)
,=済 艮 ら れ そ}o、
核 温 穫 丁 ・ま,嚥 才劾 毒 位 霊 度 ご刀一ク)可 ・ ～・ 八
っ マ い{i、ハ・ ラ メ7τ ・あ る こ ・乙 に5主 意 しz$1〈
、樗 ヵ・・あ る.ラ 鍍 丁 の 液 傅 ヵ・ ら の 巨 視 的 藤 ・
乾1=あ ・いzlま/分}1う1亘 の 蒸 鞄1=よ っz5昆 度
!08
L3・E6tE受 ・寸 丁8Pか い,原}抜 の エ易 ら:s褒 化 ち
・受 け ろ 。 褄 色 核 厚 応 τ淀 姦 さ 朗 醤 鼓 温 農 后 毅
}萎 説 復 の 泉(娘 該)の 温 度 τ・あ 各 こ ヒ に 注
ま
,巳'しZ.あ'く こ!乙)さ 二文 切7.,⊂ あ る 。
ノoア
《z)貧 〇七6potモ デ,'レ と 糸菟 言† き寸 算
前 尋 衡 ㌫ 呈 結 己 述 す る 王望論 ヒ し て は 、 軽 イ
オ ン 撫 応Z…EFexciむ 。_。Cleiワ ユーR)か・有 名 で・あb
が',重 イ2ン 核 反 応 へ の 翻1δ 初 其腿 鰭 鵡 し
て λ 射 該'こ ゴtttc・レrexcr÷ 。h散 ぐ 嚇 立}一 タタ 空
}し材)を 角ha?cみ"rsら ナ〉'い 等,間 顕 、尊1カ・、・指 摘
3v)
さ れZ封 う 。-s 、 廻 年 重 イ オ 〉 核 辰 応tに
適 勲 れzレ1る 輸 躍 ξ蕎㈱ の 角 訪 の1つ と
し て,縁 物 質 中 マ・の"勲'1の 菰 散 ヒ ロ う 描og.z,t
前 乎 襖テ 過 渉 呈 を 記 述 す る 建試 、7≠か"Weinerヒ レVestrb'm今3⊃
1二さ つ てt6さ れ た ・ そ 由1ま
,蹴4P。 むiラ いル
じ 呼1よ ・れ τtl与 。 と の ・Eテ1'1レは .原}該 が 局
所 的i・ 熱 廿 ら れ るd。calfteαti"8)ヒ レt・1>状 況




87嘲 乙 レ、 ち 早 ぐ 才邑 キ藺 さ れZレ 、 ろ・o短 い ま1章tδ






























該 物 質 中 の "熱"の 拡 散 に 対 弓 る 正 当'腔 は
ノ 原
s一核 の 熱 伝 導 孝く(hea七 condz.4ctrtr7亡ソ)ノ し1レ1 カ'
?
れ1さ'● ‡一 し しZ核}の 平 均 自 由/■tマiifl二 つ灸 っ 乙 蕊 馳
ワ, そ れ
、?











射 核 じ・標 的 該 の















〆 核 反 応
た 鄙 分 ケ














%む るF。t ヒ の 藍 錘 浴 相 違 は o frrebattゐ、い
弘 、f;'系Zi'あ 5 の'二 封 しZ! 台ot るpoむ 13原}該
の 内
も





。(づ也 に 千13三童 点, ヒ し Zノ Aot4Po七 の 描
〃!
hl('.+E}はオ亥 多Z"あ る が チrrebαliの 場 合'ま 該5
以 外 に π 守 間5 ,△ 紅}か ・あ る こ1乙e指 痛z・
5よ う 。)図 互 一(16)に,firebα11モ テUlレ ヒfUt
!～po七モ テい'レ の オ既 念・1≡茎1を 示 す 。
釈・七AP・ 亡 モ テ・ ル1=基 っ1・,た 前 平 衡 過 擢 の 訪
遊 、 勲 靖 女 赫 呈 躯 解 く 加 去 今3)zい,"tdiぐ,
そ,の ノ≡iメ～1ケ白勺 奪i豊乎 寄≦セ『系(fU七4pot)ヘ ー-o)統き†ヨi呈窪薄1
め 適 ■羽 に よ っ て 釈7培 う こ し 乞 ヲち ラレ る ρ2尋 た い
が
碕 報1さ,ft・tAP6tヵ%放 出 さ れ ろ 粒}の エ ネ
ル キs覧一 ・ ス へ。 ケ トー 1レ!芝 の 粒}の 皐力 蓮L角 蓮 重力
量,61」 酵 好 放 出1詰 ろ%唖 ・taス ヒ・ン の
後 佑 一Z."ある 。 前 節Z・1.kefiし た 統 畜寸.理論 に よ れ
は、・s{*v5の 織 国 一}16.`旦 一4'ヴ『痴 らll透
・S係 数 丁£,)eueldensityPαr・M齢αW恥 能 孝くエ
の3つ で'あ う 。
.入身も ま亥 ヒ ネ票 的 ま羨 か"手碁 角雪 し た 該 表 面 餐勇 域 に,
AetムP6七 力・・9・i・sy'…yUtうヒ す る ・iiCtsp6tIさ 複
名 系(入 身寸 ・1亥+オi票臼勺ヰ亥)の 字tV・ ガ ら 距 爵庭Rに
存 在 し,λ 射 核r-(}'っZ持 ち 込 ま れ た エ ネ1レ
キ、㌧Eヒ 角 鍵 僅Jz£ つzvsう ヒfbXる 。
〃2
続 計 遅 論 じ δUt}ま ・',粒}b放 出 復 の 系 で負・tspot
二 こ 才1を 系、 ラし ヒP乎5、 り こ ヒレ に す る)の ノeve}devasi-
+γthAじ 掻 ・腔 能 孝 工施 角k76t7)1-Li}ii76ら7StZ1・
糸Aに21し て.7エ ル ミ1か ・ス モ デ ル の 公 ゴEE,・
s42>




カ、・・蔵 ・ り 亘 つ ヒ 微 定 疹 る.丁'Pt/uA.A'Ai"吃 れ!2s)
　　 ヘ へ
乳 ゑ 伍 の 嶽 温 按.内 部 励 起 工 ろ ル 刊 一 む よ 甜
箪 量 数 で1あ う 。uAは
uq二E-Eb一 与 。tご π一lr)
z・5λ らUtb.Eb'ま 粒}bの 至 動 工4ル1S1
-





で・定 義・さ 前b。31三 ノ 工粧15
工Aこ/}ARz・CI-)9)
tt3
τ 寝 義 し 花 。
盛 三量 う系 崔女TQIS,b+B系 ・乙い(7)光`#ホ 。 テ=ン5
3・8,3q/A・1)
マ1レ を 用 ロ τ 言す 算 さ れ た 。 老 』kは,畜 † 算 か ・ 司
身乞 て・・あ そ}・乙 し、 う 王見 雲 冶勺t}i云里 由 の イ也 に.伍o亡 ムpot
　み
ガ ら 淑 出 さ つ巨 る ポ立3・b'ま,薪o亡4a)〇 七 以 タト の い
〉餐 た い 部 分(c。1eloptema)"の ホσラ ン ラ ヤ ゆ(
た ヒ え1ま'㌧'7一 ロ=ン ・ 示 ひ つ>5ヤ1レ)にE支
湧云 ざ 、れ う ヒ 薦 乞 ら ㌧れ る カ・ らz・ ・ あ る 。
」・L,・..1.統計 邊 論z・4質 的 励 粟 割9累s3つ
の いρラ メ ワ の う ちTs2-1さ41虫 立 じ 言† 算 司 潤と 「ひ・あ
"ノ6し 、1は`互 一亘6〃19)云'ヴ ら,っ 一の ハoう.メ.勺
紘 う温 穫 丁 に5う て5天 昆iれ う 。 雲 焉隻 ガ ら`5放
出 暴立5の エ ネ1レ キt{一 ・ ス へ。 ク ト1レ か・勿尋 ら 淑 る
　　 へ
の で・ 乙互 一弓)ヲ ギ ガ ら 手亥 ラ」量ナ隻 丁 ち シ夫 足 弓 る こ ヒ ガ"
'L,}きる 。 核 湿 度 丁 を 摂 乞IEi"/`互 一4メ σ川.ll},、14)
賜 脇 姻 七 が ら 右矧 ゴ 岨 赫 互}の 勒 差 角 運




〔S)角 蓮 動 重 の 建 隷
一 γ縁 タ痩 穫 ヵ・ら 角 蓮 動 量 ヘ ー
ヘ ヅ
γ 糸泉97重 ノ妻 ヒle.看 目 しZレ 、 るiT亥 厚 ノ売,か ・1
回 詮 こ フr=と き 放 出[deる γ 線 の 個 数z・ あ 多.
こ こ で'闇 顯 に す う の}3乎 均 の づ固 数z、1.こ*を
乎 均 の γ 線 勿 重 度(〈Mrン;atrerα7eγmVLItipliciナ ン)
zp乎S,"。 姻 γ>1ま を のr線 の タ纏 樫 度 が ・明 穏
'z・,あれ は・たr =・,ち に 角 蓮 動 量 に 後 換 で1き る 重 琴
ナo鶉 鍾 で・あ る 。 た ヒft.・a・',電 鼻 四 重 極 乙E2)
蕗 脚 ぎ1カー り τ'あLEi・{.ie"・2;目し て ・、う 系 が 守 緑 を
赦 出 し堵 め う 歌 態 の 角 蓮 動 量 」ま2砺 〉 で～一あ ろ 。
し カ・ し 壬見 裏 に 貯 単 一 の タタ 重 茅垂}…遷 物 で・あ る こ ヒ
tE}望 め 谷 し)。
重 づ オ ニ 該 彦 か で略.Ptき75エ ネ ル ギ ー 乙
ロ
角 蓮 重力 更 の 物 竹 が'走色 こ う 。 毒色 芝… 具 イ年 亭勺 に 弓 う
紬1㍉1∫ 栃 乙 ㌦ 岬)t6q}PCyb、 つ乙二 今,S.61g
ll・tTuiを均 え み 。 こ こ で ㌧cK.¥'U}IJ字!}生5δtJ日 寄
間 的1二 先 に 方矢 山 さ 淑,牛,椎 唱}は 桑 が'乎 襖71こ 差
し β 後 に 放 出 ゴWtうt5う ・ こ の ヒ き の 絃iチ
lt5
放 出2Bt,iFZA,slr線の 方ヌ 崖諺 概 亀 的1・ ネ し た の カll'
唾1皿 一qワ)で ・あ ろ 。 糸一 δ 孝互1》・放 出 かい浄冬1めbヒ ⊃ ゲ
線 を 放 出 し 瞳 め る か"、 ソ鵬 智 配 虹 く 手 τ噂
淫 続 毒 伍 闇 の 全 く 統 計 卸=ラ ン タ・ぬ 痔 塁 物 で・
あ るstαt7s+Tecしldecα ソ が"iE五 こ り.〉)z1ニ ソrQstl函e
に ラ9っ て 屋 底 ・ば 弓長 音'Z.・・ 主 ヒ しZE2Σ 豊 ・ig9ガ∴乏己
=ろ 。 特 に,偶 一 偶 廠Z・,あ ろ'64Ybの エ ネ ル ギ'
一 靖 亘 に は 美 し い 墓 底 状 態 層 転,、 ㌧F'lk蓮 が'
見 ら ・打 ゐ.
博 躯 お鵬 し廿蘭 勧 ズ聴 の 恥 勾 の 角 一灘 瞳
Φ 底 渕 定 抽 一た 乎 均 の γ線 タダー重 度 〈Mγ〉一
(鶏 集 ヵ・ら く摂γ〉を 才くあ み 方 デ去3ま付 録 一3一乞 参羅
の季)乞 甲一い て ノ 一ー 一 一 一一一
こ 〈Jγ 〉 二2(〈Mγ 〉 一一<Ms>)+5s<Ms>+J・(∬-20)
で ・与 え,ら 幽 ろ・ 。==こ`二/≦ ・M5「ン なsteしt.isナieαx'(ノeea7
で ・赫 〔 出=Sれ や γ 糸穿く の 乎1身 イ固 客女Z・'ノfg`3そ の γ
線M@あ た ・備 ち 出 す 角 灘 力 量 莇 る一ρ5'ori;・
〈Mγ〉 の 測 足 一て・,測 足 し ナば っ た 伽 わ レ モい二
あ一爵 集 ぬ す す5商 正Z・ 、 着FfiしZ・,h磯 糧 核
〃6
の 伯 励 配 探 能 ,の ス 仁・ ン の タ直 に 灰 彦 し7・1う ・
(・今N,dSM)チ ヤZiレ τ ・の 橘 一 偶 紘 ピ6今Yb)1⇒ 才
へ
し てtEr・2ち,(14N,d4・n)とc'4κ ・d6・n)ヲ マ 不 ル
z・・の 奇 廠(t65-Yb.t63yb)1・99し てla6,5'A'zuあ
S2)
る 。 〈図5>ヒ チ3の 廼1・ っ い で は,5α 伽 が 七ese+al・
の 縫 験 的 熔 解 ネ行1=徒 っ て
<Ms>こ3.1+・.・1rピ(亘 一21)
Ss=o,36
、ひ 乙 つ た 。 こ='tこ!'幽 ま 跨 疑SX出 し ・鋤 ろ
ゼ 態 の 励 品 エ ネlvギ ㌧z')あ ろ ・ 「;z.N・し ・<M・>t9
乙 肛,脚 辰 むz・ ・の 一一〈Jγ抑.評 価1=対 し 一z硬 幻 瞭 一
た 虐 乏、1一あ る.諦1f'gi3,女 一献52)-Z・一£%戯1完C
て,廠 〉源 晦・一1・tT.JILz.4g?た値 一z∵あ㌃ 雲 際
tZFノー チ∫1つ一も一E嫉 疹 柚 δ あ が 騨 の 硝 ゆ
を 無 裸 し も σ_一..一 一 一 一一 一.一..
一一　勧
弱 撚 距,一一一砺b乙14κ ∫d;の し岬Y51≦
　 　 ピヨ
関 与 弱 λ 。 ラ ヤ ネ ル の 朝 の 勤 重 角 錘 纏
ぐRi>σ.σr>に つ"iao・擁 与 放 出 に 赫 鯵 放
ビ
卸=よ う 一藏 循 畝 の ス 乙・2知 硬 つ乙●錦 乞ACt
玄 ヵ砿 質 写 ら 淑 う ・ ξ ノ勘 ち ・
L:1::⊃ 一
"7
<」2i>:<Jr>十 ♪← △n十 △Of L1][-22,
ゴ あ う 。 こ こ で'、 入 射 核 ・乙探 的 該 の ス 仁。 ン(
i,)'j):1+
♪tS'`5丁b;3>2)16く 店 ♪ に 比 く"zt分 小
:い の 一Z・,無 祖 し た 、 註 慧 しzaけ れ1EPt,T3らraP
の1ま ・ ∠Snと二 ∠∫ぴi8そ れ 珍 罵1れ1守 小生i}m,よ ひ い0く 米立i}
の 隼丸 ≦篁iiIセ里 奎力 量t乙1よ 一 爵i支に!琴1〆 く ブ・3t}と 口 う
こ4CZ・,あ ろ 。 △nIEI一 柔髪 合7核 吉† 算 に よ っ てS=4"iith
さ 由 た 。 親 蒜 の ス 仁・ シ に さ つ て 少 レ 値'}異 な
そ』rb、い ノok60っ ヲ ・ヤ ネ ・,レ 」二 食ヰ し 噛乙1ま △n=0・6『 片!
Clb-nヒal4n 一 子 ヤ ネ1レ1:jv9レP--1δ4"=1二9右2一
田Pた 。 民6η チ ヤ ネ ル に 対 す る ムnの 値 か"弛 δ
ら'ノ,1・Sい の1むZの テ 一ーア 室 」セ 」チ 相)t的 に 尚v、
励 走bエ ネ ル キ"-1乙 伯 い ス 仁9}2も ρ 親 該 ヵ・ ら
王 じ乏 一t'sろ℃1) 一う.豹 看 に ク存 つ一一て い ろ 。Ad,.t5,
前 節 セ∴一述 一ぺ・t=勘 にfiotAP。tLデ 一ー}レ⊥:基 づ・の
た 続 諺 †勧 算 に よ っ マ きー乎価 さ 由 た 。
〃8
u--4解 勅 結 果







(115-MeV)厚 病L・,暫=モら・1寸 る しγ1c)US7乞　e
・・eaSttγeWtentカ ・ ら.8Beあ'`i:ひ"励 起 しr=ncの 承
」勉 ・注々 面 孝貴 をi}乎 イ面 す ろ=ヒ か・ で 、 董b。
)只o)(タ う 搭 璽IJオ ⊃ オ亥 な2売1
一 一 ひ+ハ 〉-B+b一
に お}i、Z 一ノー 旅 出 粒}bの 生 霞 産庁1動 章、鑑!5ノ ー-
bls・5c.xlvB乞 基 底 状 能li;ilR'9E沁Q疸 し ・ 由
毛Q亀 箸ζ一・乎 ∂Dζ 一一 一一一.一 一 一一一 一 一 一






聯 七e隙厩 る 一ヒ吻3亀 地 て いb・*b}bの
"9
エ ネ1レ¥i,一 ・ ス 〈 ・ ワ1一 ルL}Mし 、 エ ネ ル 午"一 範
囲 にinた っZ建 続 ス へ 。 ワ ト1レ'Z.1,あ っ て,通 常
ギ立 多bあ ・ チ ひ♪'Blまi戸1、1二 房 力,iセ己1さ げしZt}ろ ・oC五 一一23)
s4)
三‡'の5う'な チ見 則'ト生 力・"あ ろ の 俗 ,Boηdσr.升e+ql.に よ
欺 は"重 イ オ ニ 才亥 豪 痘」1'zいの 才亥}孝 勿 ラで7タ1加 ヵw統 含†
的 平 猿 言均ズ 能.の'陛1資 乞 指 しZロ る カ・ ら プび ヒ 角旱療
工 一淑 亀乙 、、 ろ・ ρ
19U一 乙18)に.!s"9丁b+1今Nd・ ∫MeV)ゑ 病り,Z・25・
ら
Zllラ艮ソ 足 マFれ たLτ!13e/B/CT∫otope3に つ1、Z
55)
のQ鴛 蝉bemα 七rcsE斤 〉一一う 、 ぶ藁 軸1さ,Voll〈ovlこ
δ う 一絶 竹.丞 海1に6¥..:うPαtワ 噛energソ .一の 婦'卑 一一ヒ ター 舗
一に一塑…Lz一 塗一妻 一ρ一一一一三 色_補 卑 一埜.弓 一型 マ9… こ5・抑e5_
一『一一 ?い て 唄9亀fセ真 き_T9-一垂乱 毒† 的 角与差丞1「 よ 電 一1干"婆亥
温 度 一⊃ 一 乞 与.ネ ノ る!乙 窪一一些 一でt.㌧ う 。 魍 亘一一こ⑧ に は
8β9
_!=き3rす る9q亀 一_グ≧!!潭一を 一1月己!一.z-il乎_∠7-th皇一一些}二_登一一ゴi'=一
の 牢 あζ 崖征 面 績 の 予 囎 並 直 を 示 …」Lス し一Lる 蔓 一晋一循 ノー
墜 力、"es・乙 .鯨eに 分 グ 玖 ろ(一 一し た カ・ラ て3-2の
瓦 腫sに 崩 壊 弓 る)し き し、埴tElり.ワMeVで1あ る
ガ ら,1フ'C*(η.ワMeV) .『監生_疹 ぐ墜ケ 雌ー 】一韻 き ま平 ク冠1弓 る こ
とh・ ・で'ii・t'{.tぎ'.d粒}款 出`・ 対 一5-`S,そ の 寿 与
.:;fl⊃=
,20
が わb'b,・ 励 起 状 態 のtEUV'断 面 績lli同 じ・Qeg
4%・stevnCttrc・～ に 仔蔑 う ヒ6及 定 弓 ろ ヒ ノ12.乙 に 対 す る
&鴛 か ら η.ワMeV差 し 引 口 たQ値 を 用 いzJ2℃¥(
ワ・ワMeV)の 生 厳'断 面 積z求 め ろ ご ヒ が τ 噂 る 。
1図江 一Ci8)に1δ そ の 予 フ思4直 毛 示11れzL1そ)。
こ の δ う 「こ しZノ い ろ 口 ろ ナG角 穫 に 対 し マ
&Be・cDユ ♂(η 刃MeV)⑦ 笠b3e'断 面 積 か・・評 価 さ れ
た 。 噛 単 のr=め,8BelF,・,sひ ・-2♂(7.7MeV>の
萌 壊 に8っ て 生L"うCt・elb}の 角 分 荊 δ,・ 〈*i
5闇 の 豊 勃 学 的 塔 拡 が'りIE.無.視 し て,各Jez8Be
P♂(η ,ワMeV)の 角 分 布 を 一2一倍.3桔 しz家 め
ら 必し た 。1亜 五 一Ci9)t:.8』Beに 由 来 す る ○く 米立 み
あ 働 茄一一の 予 偲 値 を 断 デ叡 聖冠 一一ユ訊紛'65のしε〆
つ(=3、4タ 応z・ 測 定 些 欧 室 ♂ 粒}の 角 分 浄 τ 一レ仁
較 す る 。3た_ 一,㌔粒 ワ.ワMeV)一".t:..lsll宗.す一う一一〆一一 粒
}の 角 分 布 の 予 報 埴 を1㌦Ll4・,vp沖)160Pン
反 必 τ・測 定 工 れ た 訊 粒}の 角 分 予 ・乙比 鞍 す る 。
{1れ そ・'磁 互 い に δ 〈 二 至気 しZvる 。 、乙 く1ニ ノ
3、A今つ ヲ ヤ 一ーネー1レー9-oく朱立 与 の 角 分 デ予'=み 一ら 日1う36。
ブ撞 の 仁・-7,6,・Z♂ ビワ.ワMeV)ヵ 協 紅 恥 興
ノユ'
る ・く粒}の 角 分 奇 にt;,見 ら れ う 。'%斗(,・]。 ワMeV♪
1二ls来 弓53つ の 訊 粒}間 の 蓮 壷ガ 翼 的 な 鉱 が'
り 如 果 ち 薦 慮 すill・LtEF・、-iXteblっ を う 良tVlc
ロ え・ う 。
以 上 ガ ら,i5"qTb†IAN乙H5-MeV)動 μ・z・ノal
粒}に γ 奈泉 の1司H}ラ 則 尾 に よ っ て,ヨ月 ら カ・ に21れ
た 主 昏 移3っ の よ 粒}叔 出 テ ヤ ネ ル
1)・59丁b(1"N,Cl7CM)i69-♪ 乙 ・rb
,つc=4.5-,6
2)159↑b(1今 め2dZ・a)J6Y-)⊂ ε γ 、7(=3,4
3)tSgTb(鞠 ノ3・ 〈'n)励 り ソ
の う ち ノ2)Lま 診隼 ラ単 小主 さ 一ア≒.`さう衆 書う身P弓単・}生3多7実一一
1≡一さ つ マ'f一 霞 さ 些 た%匂 ヵ}!一一飛 竹 一一中一1〒一2?ρ 一一蛋
粒 隻 ヒ 晶 壊 す る 過 謹 に ノ さ た3)置iil-,1司 一α 一≦一一生
戚、芝 れ づ三 房力走色 し ブ三'2ご ぐ房力t走己 エ ネ1レ 干'-7.ワM2ゾ)
カ・・'3つ のCt粒}に 崩 嬢65過 麗 に 対 広μ1し 一z-一.t1
る ・6諺 論`t!A・vう 。 こ の よ う に しzノ 着ー 自 しz
vaie}前 乎 衡 民 粒5..放 出 蓮 程 ヒ し てDの7;Ltcrヲ
ヤ ネ ル ち 純 粋 に 抽 出 す う こ一ヒ カ'いて・噂 た 、
,22
`2)前 平 換ラCt*2rみ放 出 に 関 与 す る 乎 均 の
λ 射 動 道 角 蓮 動 量
iSgTb(t4N
,Clxn)16q-)Cyb.り`=4.s,6及 応 チ ャ ネ
ち 　　
1レにUtし マ 測 足 工i・i・1・た 乎 均 の γ 隷 勾 勇 岐 くMγ〉
ヵ'ら
.'69-)cγbff・ γ 線 を 放 出 し 帽 あ る 状 聴(γ
津集 右父 出 に 対 す ろ'Cent-Y'ソzstn-te'1・乙 σ≠19"Utろ)の
孚 均 の ス 仁・〉<励 ヒ ノ 前 乎衡 蒜 立}放 出 に 関
写 す ろ斗 均 の 入 射 軌 道 角 躍 僅 く玲 の値 』ヵ・噂
曇 出 ざ れ た ・ 図 亘一(2の1㍉ 一噴 ・t.iP・tモ〒1・胴 ・ 基
づ'<統 き†i≧†算 の 糸吉 果ft与 ら れ た ノ実 焉隻イ直 一E再 三見、す一
ろ 前 乎 衡 一〆 短 多 一の ニ 一ー一茎一一ゆ ギ ー ・ ス へ・ク トー ル(
!・ラ γ一一タ1δ 該 温 穫 一)・乙!-Ct米 鯵 の1寺?軌 直一角
肇 瞳 ノ。k-～一面 臨 毒一う ヒ ノー 1-一蓮 重力i一 加 レ ギ 琶三馬
.φ丞 粒5の 才寄 一つ一一平 均 の 車埴 角 一運 奎カ 量ー ヱ・,.一前 章
(耳一1頒 で1与 え らmう 量;以 嬢 単1㍉ 恥 蓮 角 蓮
華瞳 と 呼 び1ぬ で喚Ubづ)ZEi・`iひ ・,メ 粒}放 出
環r={!iろス 仁ρ 〉 変 づLム メ ヒ の レし ムdi/メ鍬 をtiNづ 。
レこ勇女 の プち あ ノ ネ夏 合 才亥 原1施・の ナ晶 合 の う直 芒 示,し て
6・〈 。 言† 箕 結 恥 δ、 前 乎 衡al"b}C6iiz衡 試 池
'23
5ヒ レし べ・てPtきrs軌 豊 角 蓮 皇力 量 乞 も っ7ttう
副 ヵ'り ヱ"好 〈,嚴'ノ の 兼 の ス し。 ン を 九 ミ 〈 蛮
うじ1[琶bLVIう 王里 畠等 し や 弓 し、'陛 質 乞 示 しZ日
そ〉。
こ こ1二 易 ら た あ て 謬'1是 さ1れ た 平t勾 のb"余 泉 タタ
重 度 く図γ〉 か ら 京 浮 衡 跡 聾 旅 出 に 関 与 す る 乎
均 の 入 身寸 車勺 蓮 角 蓮 重力 量 く£r>2導VZ:茸'を 一 括
しZ奪lt・tZ$・ 〈 。
ReCtdr。nChan,el:・讐b乙 ・㍉d・cn>t69-Xyb,渦,S,6
ぐ21ン え 〈Jv>† つ(・An十 ム メ
〈Jγ 〉 こ2(〈Mγ 〉 一<Ms>)+f5・<図5>㍗J』 一 一 一 一
,:=}⊃ 醒
〈M、5'=うコ ↓6=万,9♂ 一一






表1-CvSt)に 、15Dl・ 放 出 一tCinた 前 雫 衡c・ 粒}
に っ い て ラ則 是 ざ 函 た 〈Mγ 〉 か ら 乙11-2ヰ)El"に よ っ
て 得 ら 淑 た<Jr>,<.ei>の 但 乞 示Eil。 。〈5・aヲ ヤ
和 レ に 善 く く2i>の6直 は 民 粒5の 運 動 工*ル ギ、
一 殊 の 彪 切tc共 に カ・t3りitrTls〈一・!し ヱ ロ ろ 。 こ*
σ 一 乾,鳥 エ ネ ゆ ギ ㌧ の 酵 妨'61・w・rノ ・aγtial
wavesガ ら 注 じ・zい う ヒllう 奇tt・)r6事 柄 三 赤.
ロ釜 し て レ1う さ う に み うし る。。 し 六ブ レ ナδ・カ・い ら .
♂ り団 ヲ ヤ ネ ル に 対 す る 〆 紅}の エ ネ ル 斎"一 ・
ス へ9ヶ ト1レ(図U-Cl4))ヵ'ら ナ7カ'il)・よ う に ノ
ル
、旨 工il'r1/キ"-d粒5・Z"Clsonヲ マ ーネ ー,レ δ リd4M
ラ ヤ ネ ル1・ 主 ℃ しZi)*し τ 口 ろ こ ・乙 に 注 目
ξ へ・、 き で ・ あ う.表ir--CVTi)が'示E}iδ う に(×90nテ
ゴ 乍 ル.ヘ ーia一 幅her1)ayむia}wave$乙 ～ 今3x)が'関 与
ゐ
し て 口 る 。 し た カ'"っ て イ 〆っ伽 テ ヤ ネー ル の 商 エ
ネ1レ ギ ー 〆、柔立 多 方文 出 にte主 ℃ し てCtlMチ ヤ ネ
ル 〈 導 くh禦erPα ジ七ie・lwavesが 関 与 しzい る ヒ
i)iう9 一ンtK.tの 豹 創 さ,特 定 の1っ のfg応 チ
マ ネ}レ も 身ヌ リ 出 し て 議 論 す 一ろ ヒ 誤 寺 っ た 一編 論
1':至ilb三 ヒ ヵい あ る ・乙 口 う 彦欠 毒円 に ナδ っznる ・よ
ノ2s
う ち"σ
表 亘一{湖)に.E、Kに っvて 重 季 乎 均(奎 畢 は
學 応 断 面 積)E、Cつ 尺 く2r>のOL99各 放 出 角 磁
硅9.覧=示 す 。 さ らf=θ と人に っ し、Z奎 モ孝チ 耳≧工勾1≧ 瞳こ っ
た 〈.?T>め値13Cl4nチ ヤ ネlvにrcレ て43M,Of5"
　 ヘ
サN不1レ に 女守 し て3ワ 右!〆6竹 テ ヤ ネ1レ1:支 寸 し
マー31hで'ノ5亘 伺 … す る 中 ナ空}の4固 誉女 か"・1ノブ3い チ
ヤ ネ1レt3tcoh;ehetpqrtrajwavesカ ・瀾 与 しZv)
ろ 。 名aの ゑ 応7ヤ ネ ルz・`tEF〈2;〉 のe.・ づ衣 彦 控
,無 、 の 。 し か レ 扮 力・・ ら ,〆 粒}の 前 芳 放 出 角
'Z"13
-d4nヒ 蒔mテ ヤ ネ ル 」二一ゑ 施 断 面 旗 の 重 牽
ガ"＼ヴΣ ガ、'ノ,守 孝L一方一一角 一Z!!Zlネ目一支寸一B71こ.9〈6γ!チ ヤ 一ー∠ネ ー'レ
に 重 率 」カ、"か が う た あ 〆 示互 ≡〉 の 前 お 放 出 に,Ei・.
1・vt'gheyPαγむT…1waves 一力、・関 与 レ て ロ う ご ヒ が 淀.
ポ圭 ぢ与 に 壬里 角撃 ・乙9・iう 。 婁 予鐸、ノ 一ー(亀与1-1二、 ・1つ乙M-一チ ヤー
ネ1レ に つ い て 皇 孝 孚 坦 をICっ.た く伶 切 値 ぐ 表
亘 一(・yll,it))を,Hろ・L/olし オ三互}ク)150右 文 出}=1「 よ401貯 ノ
30e"ご ム σ=tEF38M/45。 放 亡凸1二111F36「hヒ い う(Fう
1=コ ーよ 粒}の 前 方 放 一餌 じi3..hieherparbrα ノ 剛e5
っり、、t『蜀 与 しZし1う4)カ へ覧、rオつ 『カ、 うo
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園 工1-(21)に/(Xxn(っ(二4、5、6)子 ヤ ネ`レ に っ い
Z求 め た 〈9;〉 のmg(F=as℃ObL;:っ いZの 重 卓 平
‡勾 う直)も 示 す 。1劉 中 ノ!Alまt7.全 畠虫 合 壕 洗」11:支寸
す ろ 臨 界lk99ヵ 麹 、りBl綿 鋪 虫合 蕨 吃 起
こす孚 均 の隼埴 角 灘 瞳 煽1縁 ノの 、Cは
lsraう)n昏Ctn7tt)arn40mentu)vz?7rを 示 す ・2・yヒ
し て は 」3鰯 巾 じ 剛 乙zydishr聖。)の 方 潔 ・計 算:Ut
托 値(づ 甘 鋳 ～ ∠卜 参 鞭'∫BQゐ ろ一!δ51A、Wil`Zソ 海ki
ia今8」hを 与 ラし る)の う う,ム コ い ゐ1示 す 。 ま
た1 一〃弓γ蘭 鞭 散 乱 の 光,考 膜 型1二 よ ろ 鰍 勅 ら
得 ら れ た う直5リ セ ち 示 一CL-r=一。_ン〉～仁}り ノ 老 巨一を 一
■1-L一う一一一外 萎立 多 一方iζ一出L=ユ翼 一与 一す 一う 一一乎 ‡勾 の一2-.身寸.車九 蓮
よ ロ　
〕角 …里聖力夏 一2さノー,完一全一高虫 合 タ 垂!匹 一対 苓 う.憂晶 男 一角"g
ロ
重力 重 の す く・・下 に ア}匠 し て11う ヒ 糸舌 言命 一Z.,iき毛卜。
一;如 害 臭 全 融 信 一即 μ1島 ㌣ の 一廟L乎 衡 皿 雁 一'4rlt!の一φ 一
毅}旅 山 の 描 像 を 強 く 支 婚 し7Vう1乙llえ る 、
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・感 の 礁 〉 の 評 価 に お け う 不 石郎 ・ さ 芝 検 討
しZ7-)・〈 。 寡11=、 尋 均 のr線7e重 度 を 求 め
る ヒ き に4隻 用 し たa-tr-Zr・ 角 度 相1勤 ・ 対 す る
補'正 イ系 誉女 の 値i・2か ・・挙 け・・ら れ う.ζ づrr金泉3参 目軌
ちt8み に,'Zの 補'正 係 徴 ヒ しZ1,3を づ長 う ヒ
い き 言平イ面!れ た くei>の イ直 は1約3貧 」曽 ヵロ す る 。
算2に.以 粒}SXUtl;,[;b残 笛 抜 の ス 仁・ ン 変
ろtsAdが 誉 バ うWhZIL。R・t榊 亡't,デ1レ1二 基 づ"
く 統 計 訂 層 の 重 雲 搭$3PtはAalま.Eat等 レ ぐ
ブδ」し}tcvsう こ ヒ.で ・3)つ た 。 こ こ"Z.・t/さ ノ?gkをrt文
量献22)"z.1sL乙 ら れ 扇 ・
一.一一 ろ`愚)=R〔2μ 乙εメ ーv)ソ2]一 一一 一 〔一亘一25)一一一一一
跨 葡 一gs。 コ 司 ㍉ 一轡 さ 換 蜜 質 量!一 一Vte}距
島珪Rで ・の 鄭。 テ ン31ヤ1レ β章 壁 の 高 さZ,,あb.R
も一して 一4七瞬 諭 ・π画 一葡 嘱16)一=-r
Rニ1.。n(AF/3+A÷ ノ3)+3.・5M`丑 一26)
も じ ろ 。 〔コ魂5)芸 ・16蓮 勤 エ ネ ル 〒・覧一 鳳 のal粒






`旦一2s)q'に5ilP2。 ・の 計 算 締 県 を 杁ぬP・ 七
1レ1違 っ、・<続 計 計 算 の 結 果1乙 に 鞍 し τ 永
乙z-25-)茸'1'llF.tliの
い 噛 ち 与 え る 。
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互 一5 ま ヒ め ヒ 薦 穽、
Cl)ま ヒ め
第 且 部 に っ レ、 てZV}一く まZ・ 明 ら カ・1=わ た 辱
亦函 芝 こ こ に 蜂 糸勺 す る 。
`η 洋1方 角 し15りZ・・」則 定5れ たrnO,usiv-e(又 う炬 ろ一
の エ ネIV+"一 ・ ス へ。7ト ル1・.'b'線 ヒ の 同 騎
」則 定Z"は 養見iE;Jさ れ 坊C」 厳 ・分 か・ 見 っ カ・ っ た 。 こ
o)叡 ・ 分1δ ♪・身守ヰ9AのglCtS手TCbyeal〈ししPにi_± 宗 し て
、、う ヒ 蕩 気 ら れ う.珍 の 蔵窃 σ 入 恥 該,の 蓬 度
に 姫 而 勃 エ ネ 舜"∠ 空33月eゾう ぶ防 争亨一卵eV-
)Pte昼 エ ネ・、レギ ー も 痔 つ一-τ 一電 一一ワー't歩P-一 ラ 処 茎
tS・・gz'"cl)17-t:ン エ 身 一1レぞ 一 の 警岬`剥 膚).に
.δ う ち の ヒ 角尋一采尺 一キ 由L_1》・ 一一一一 一一一一 一 一一一一
(ii),5'9Tb寸19N乙 ・b"Meゾ)厚 血 ・一ヱ・ 〆 毅 う 放 一出 に











か"石罠 が め ら 淑,各 々 に っ レ、Zo〈*立5の エ ネール
キ"一 ・ ス へ。7ト1レ ヒ 角 分Ei・ わ・・匂尋 ら れ た 、
ciii)1物b(㌦,ユ の しη)'65'・XEMフ`こ3,千 辰 か チ ヤ
ネ1レ1ま 、 ラ隼 弾 蜷 さ た ・戯 艶 β非 弾 粧 衝 巣 の 結 泉
峯 寅 さWhた8Be幻 ・ '蕊行 中 に2つ のCt粒5に 鮪
壊 す う 過 麹=xitUIしZい る ヒ 推 象 さthた 。 そ
の 断 薗 積13前 方 角Z'1"nc}US;ve以 粒}の20-2∫%
を 占 δプ)一 ～ニ レ1ろ 。
tiv)`5-9了b乙i千N♪30く れ)i60[)ソ ラ・ ヤ ネー1レ'ま ノ3写 「ラ単
'γ生 手r=1才i牙1剖5jヨ ド 弓単'}13野 昊'=よ う 及 庇 ・・主 成 隼切 で1
あ う 励 起 しr=IZeが'撒 行 中 に3つ のdrc5一 に 崩
t裏 す う5匿 丞呈1三一メ生 応 一一亙 子uう ・.覧.推1象 重 レn年!一 杉
の1一菌吊 萄 積 置ぎ 百↑量方 角Z・ ・ 「、、cltasrved(米互=}のlo。10>・A
下 で'あ う 。
(v)-1箔Tbし 吟 めClxn) 一'互9'x..・rb-一一一…2`二4!.s,.6-一汐_碗 ・一チ
マ ネ レ 塔 老 目 し て い る 前 乎 衝 メ 才立}旅 出 置 程
Zit'E!Z)りノinclUS;ve跡 鯵 の 及 応・断 面 示責 か ら の
⑳.・V)を 差 レ 引 く ヒ 残 引81ま2}"こ の 過 程 の 厘
む 断 面 積 に 一 致 しZ-U勃 一一一
`vD前 平 褄 了 〆 業互 多 方父 出1こiJ半 ラ 孚 均 のb.糸 泉 タタ 重
.:,!'
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葭 くMγ〉 カ・.〆 粒 多 の 旅 均 翁 ・乙 錘 肛3.,レ キ、一
の 関 数 じ し て 測 是 さWh径 ・<Mγ>taτ 崩 壊 餌 左
め う 菰 態 の スt・=の 但 くJfン1・髪 換5れr=.さ
ら に,・ 乎 荘}放 出 忙 よ る 努 留 該 の ス 仁・ 〉 の 変
〃二 量 △nバ 複 含 窄灸 き† 斡 か う,渉r=σ 〈栄亡 …}放 出'二6
講'尉 加 ス ζ9二 多 化 量(Uh・'a・t.lsp・tモ ラ・ル
ド 基 っ1・い7ミ 統 きナ き†算h・ ら 求'め ら れ た 。 △n,ム、大
と 用1、 一乙 ぐJr>カ ・ ら,前 乎 褄 了oぐ 才五}力 女 出1=}斐}与 す
リ ロ
る 雫 均 の 入 身「r隼れ …豊 角 …i里勇力 璽 く.er>がき雫イ面 さ れ た.
そ の鯖 県.ζ 船 σ 完 全 融 合 壕 応 ・蝕 寸 す 一診 暁 塀
　エ ロ
角 蓮 勤 一里2・ γ のaぐ ・下 一」F各 在.← ヱt・ 〉 こ 茎 が
わ`t7Nつち ρryれ 一鍬 一込 一岸屯一}一力陛 疹 主 葺毫亀 タ 勉19_前
勃 斬 戯 呈3・放 一些 さ れ 一ゲ 乙 し、皇 解2Xに5幽 一
(σり3曽わe沈f蹟 舌一診剣 『一主∵ λ 多
一・一 一一=
cvi・Oウ ㍉ を 浴 くρτ〉 か・'1羽 与 す う 前 乎 一繰 寸o〈 孝立 与1δ,
3里墓カ エ ネー1Lギ'一 ガ'"3くき く 覆1つ¥す う1ヂ ナ圭 多一 の う国
Ztikt;;少捨 い 、 蓮 に 刃・t[ア8<27>か 、・関 字 す る 場 含
1■,。k#it;の 運 勤 エ ネー ル ギ ㌧ が'1・ さ く 臨 群 す
るil2'腔 多 の!固 誉父 匿 暫.3∂..一 一一 一
諭 二名　一⑰ 蒔 衡 蹴 多棚 テヤ ネル四
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<.Pi>の(メL米 立5・ ち矢 崖、 角 う表・ア多'}主'ま ≠嚢、 し}。oく つ《ンれ 子 ヤ
ネ ル に う いZ角 分'i'で皇 季 恥 ヲ を ・`う ヒ 容 易
じ わ わ・ う δ う に 甫ち 労 角 く の 庫ろ ・雫 ラ婁ゴoく まδ、}彦 まte・
に σhisheypay■raiwaue6や'"関 亨 し てPろ ・
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(z)エ ネ'レ キ't一 糸ii拳矛1コee間
1b-ql4・
N(口5MeV)及 「～了じlZ,1シ臭'」定 さ れ たc〈 蒙五Tb+
多 の エ ネ ル キ㌧ 。 ス へ・7ト,レ,ま.Mu2tact・46)2
用uて5沈 さ しれ,ノ三 。ol業 立5-一 の 放 出 産1ノ斐 の,『勢 数
ム ロt乙しz娯}ら 溢 た オ>Kラ昆 ノ蔓 丁`θ)が ら 平 縷 了・3>Kラ且 度Teg
甚 差 し引 レ・た 量}む 寡 工 部 の 葛 豪 て・捌 額 れ
た δ つ に θ ヒ Σ皇 イ以 自守 に
7cθ)一 丁eg。c岬(一 θ/四
の 関 係 が'あ る こ ヒ が 亀図 皿 一c22)か ら わ か る 。
一再 一ひ・㌧一,一崩 壊 、e数 一μ(=52。)一 き 鋤 んP・tの エ 一ーネ
11←
Lき・い 一 一糸象 矛旦 日寿}ヨ』ギIT・eLsに 変 換 弓 ろ 。 た 冷 ㌧一し ノ3
こ 『ひ1δ'今 ム/に5っ て 情 ち 込 手 れ た 人 射 軌 直 角
一蓮 奎力 量 」各 呼Aot-.4pot--1三 手な 多丁 一く.tγa"sfeつt1"」 廷…ζ一
いbLYeえ ろ 。 台・tAP・tは 複 合 弄、(2射 核 †
樽 的 嶽)の 該 表 麹(・Piじ1"iら 距 離R)1=荊 蔵
竃 倣,跳 粒}・ ま 簡 単 の た め%・ ± んP。tの 蓮 重力の
毒 縁 力 向 一に 放 出 さinう ヒ す 恥et・t・3P・tの.複 合
薇 の 中'し・ のideり の'亘 動 の1争 遠 穫LUtl;L、di;rb
L.:}-⊃.
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}の 放 出 角 θ の 関 数 ヒ し て
£ τ(互 一2ワ)ω しe)=
IRSce)
Zitt1iLえら れ る.こ こ に,工 貌e)は 航 んP。'tの
'卜景 椎 能 孝 τ噴 量 数AgSce)9用 ・・ マ
工%SCθ)=ノqas(e).RZ `互一28)
・て・・匂Lラ
レ ら れ ろ ρ ハ 執Sce)しS,Oo),曽 大 ヒ⊃ し も`こ
ゆ っ く り 工旨#ロ 葛 う わ・ ら ω しθ)は ゆ っ く'ノ ヒ シ3曾ノyt'
55、 こ の じ き τfist9微 小 躊 聞 △ θ/ωce)を 角
覆 に っ レ1一乙Oガ ら 齢 エ裏 定 盤L1/tま 考い 足 一 1で6Wh#一
二る一一吉卑 イ1丑r宣 》れ ～i>。一 こ 一一NS._-Zい1ま一_濱6t!ZPDtの 一`il!(1一極'ク ≧一一臼奇
・間 φ
一融 ・も.'一一〇.へ つ 酵 互}放 脚r一 女椀 藍さ 世 ヱ.
碑 ノ ・de.一四 確 塾 吻 一う ・nitしZ'ま 一 di4n-一ヒ
蒔 府 ヤ ネ1レ に 一つ い て 評 価 ざ れtく.姫 も 重 率 一
i7.raし 把 値39his.国 い ろ 。:の よ う ド し τ 得
ら 峠 エ ネ ー1レキ㌧ 綴 和 晴 闇1獅 鈎 ・胸ユ㌦cz,1あ
「 マ三 。
こ こz・ 評 価 さ れr=;ネ1レ ・F1,.条袈 和 塒 闇 は ・
x一 工一部 癖 τ・評 価 ・a・Lた 値 ・乙 比 へ・NZIi・iu'・侶
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短 い.=i・}・i}.2iが 福 δ 系Cへ 顔 一縁 † 螺 的 初
.生俸 に 胸 術 丁 れ る ガ.-leL・tmp。t・ 守 物 哲 さ れb.
カ、 ・乙}、 う 墓2事 白勺 ブ3ヰ苗 づ場i(の 毒 塗・!一'}ゴら 生 一U・.一乙 レ1ろ θ
m96)
傘 ラ女 じ 、 こ こ一一で吻 等 ら 一れr-一 日寄 措11δレ石 原 等 が"
2クA1+14N乙 日b-MeV)及 施Z,,試 粒 多 闇 ⑳Srnai
るtaternterCte七1qγ}.の.家 力.芽、 け ら 言季4瞬 し.た.,.-2「 」 固 の 一.
c7〈,粒}ヵ倣1恥 一勅..日 糊 聞.隔.3祖 グ絶 混 こ一..ζ遂　 　
く 一 致 」 て ・・ う こ ヒ ε 指 撞 し.監 ち'.き た レ、・
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cら)一 破4tコ ・∫ れ た 巨島 屠 角 蓬 皇力 皇 に δ ろ
㌦(～2dzn),6;")乙Erク'㌦(㌦3翻16"ク ソ
歩 海 テ ヤ ネ ル の 解 釈
ピ地 ユよ3η)あ 略Uitピ 触 ク3dn)チPネ ル1・ 対
LZ得 ら れT:物 の γ線 タク 重 度a・t直 は,秘
}乞い、れ12・4
/8、oで ・あ っ ア三 。=れ ら13・ ごtg〈今(メxγ1)
ラ ヤ ネ1レ ヒ 同 じSiz"zli,名q2個 の 誌 雑}(
813e-)
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り ろ ヨ
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程 ヒ 前 平 衡 併 粒}放 出 過 程 に 一Z.・'tEF.核整 列 乙
7Sl)iVlαD2脚e而 朔 δ罵 γ一CleeaンのtrBまbin?・b励kft
コズf態 、IEF異ナ」 つZいbヒ 祐 ラし らMろ カ・ らZ・ あ み 。
も ビ
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ヘへじ
學 の た め,<A;》tStSte,gE,}'ヒ 為3ゴ 雑}t=そK
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のtcき,2d3Mテ マ ネ1レ(8Beみ 文 亡圭シ ノ6ム7.重ち9ミテ)に
罫 四t?1`〈J判 〉纏 礁 ン 妨 く£r≧=一蛎 、 β朔
デ ヤ ネ ル 乙e・σ+・d12c放 出.此 胸 竹)J=れ し一一て
函 一1〈Jη〉瞬 ビ玲 砺4r>三 一1嘱 Σ得 う一 ㌻%
+1色NgLl甥eゾ)系 の?rPtsi"7αng・ ・1αy一夙・M・晦M
毎 」さ 鋪.協 全 融 倉 一一原 一岸己11斑 ず 一う槻 量 一雌
重糧s7cvtill・48"r.b-"svtz.t・あ つ た だ ら,s13eち 女 出 厚
戎こ}・てい あ う ≧(メ3h…}ヤ ネ ー'レ」:f奪翼1与 δ3イ £1》が'』cr
ZRgrの 闇 に 彦 旺 しZ口 ㌃ の σ 絶 の 謙 部 非 弾
り
'性衛 案 ℃ し て ■19f9〈 に 一 致 .一し て11る 。 しカ'一し
疹 ヵ・・ ら,3・KMラ ヤ ネ 】レ に 対"gz評 価 さ れ た くR;)
L::!一 一
'33
の 値 賂 療 δ リ'茜 力'に ス き し、.瀕 胚 .角
蓮 勤 量 柊 今看1;対 レZ,寿 劫 す 質 量 の 惚=Mziptsカ
,1bの劾 県 が 勇 盧 這 れB・e・1チ・ナ}5ナ ぶDこ ヒ を 示 唆
(「しuろ ・ ヒ 県 ・わ 才し う 。
一・s
,s"wek一 襯 ソ疎 駕etqL`q)1二"6㌧
励 昆 妊 臨 界 鰻 童糧CgeneraltseClcrr+"ca(a・・Zlu-,αy
V,、Dn,e,,tu.,S)"の力 議 に 従 う て.口 ま の 船e放 出
2)・δ=ひ い12C(、 房 力疋 己 し マン い ろ カ、 と}tう 々、JJ間 才フtタ し,)
ち女 崖、に1斐1与 壱 る 入 身{車力 ≧重 角3量 重η 量 」町 ぐeBe)ノ
2;ct2e)乞 評 極qる ・'OB† 了b,6L;・t・ 了bノ ・ltTb
糸1r鱒 すS,k鍋 虫合 辰 応吻 誤 界 角 一S9力量_
芝c亡し'・B+Tbj)一ノ2cy(6芦+τ の!」lcr-℃ φ→Tb)「 乞.用tlZ/
2τ 由e).』 爬%)・ ま ♪欠 の さ う な か ゆd酬 を 指fi
Nれb。
惣 、γ(・BtTb)く晒 ω<癖 ・r(6Ll+Tb)〈.・9i'c'?c)く寄 細 刑
・o.C工[一)9)
tO)19)
に'd差 っ てVV'TICTソγ1εた1の 芳 」去 で ㌧!cyi6,女南 だ
一57)
たr・N.'レhαIS-de"s"+γMαd;M4,cしzMソeySに よ ろ




zい あ っ た 。(ヱ1-2り 司、z',.Pi(8Be)1=麦 寸 弓 う.}戸 戻
箸 』α(6L7t7b)262AiE;一?gr(=5qti)δ りrtき1)
た あ,9iC12C)1;S}正 し く 予 菖Sれrst⊃ 。L限 ～δ
綜 上 毎 酉 短 る 働 乙互囎)司'の 鋤 り'=
54ち く27(9Be)<2」clZc)<Sつ ち=1?rCE-3の
2国Uて ノ 」2;《eBe):S"5"A/R7く にC)傷 ∫6覧 一をd写
畠 窃 る 。 こ*ら の う直 ℃{も ・に 婁 」張 か ら 評?面 し 隆
くJn》 の 値t国 い る しSi3e,e・ci・1'ednetkM,に タ う
ヨ
残 鰯 該 の ス 仁・ ン ・9他 壷ACgBの,4cl乞 著～-3評 価
毒一萎 三.ヒ が1-一か ㍉ 一茎 眞 珍 醸4乙3β β)轟 録.4(篁f～
.7'職 し ナ鱒 ∴ 一酵 鯵 一10LelLth--Z'ノの 蘭 ・ 量.y.
し てn6=14τ 主6-一ち ザ 覧得 一らtttt一れ b-、 こ の う直1342哩
ラ 」糞 一ネー -iレニ1こ つ 一し、 「乙't)1・D七 ∠令pot」}」 テr」レ ー1三 屋 っ・L」く一糸為・
講 薄 ガ ら漁 工 和 レ キ㌧ 赫 血 釦 ・ 対 歩 ヱ 評 価













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































、ご ・ON寸 ぐc刈 ・N㌧ ◎ ㌔◎o
●th■ ● ● ● ●o・ 。 ● ・
◎Or→ 隔ご σ「 ζ▼「 ぐ ひF→ 卜 寸 ロ「 卜
砧 乱 乱 お 乱 共 二 梨 誕 為 お お
●.●o● ● ◎ ● ・ ● ・ ・
、ごr_1ζ 「o㌧ ◎ ぐ6F→ ひ」c「 「 ぐ「「 ㌧◎ 寸






















































・ ・ ● ● ● ■ ■o.o●o
の ト い ト ひH創 ひr-N・ ご 頃
F→r一 づ7-→ 州 一 一
H頃 寸o卜 ・ 寸Hひ ¢ ρ「oo
● ○ ・ ● ■ ●o● ・ ● ● ・
qりoqOON寸ON寸oト ひ
HHH-HHHHH-{
い ト ◎ONO卜 σ「 ∩ ¢ooo
コ 　 　 の 　 　 　 　 　 コ 　 コ
ひo卜cr「 卜Noon(NO(Nひ
(Nσ 「er「 ∩(NNHe「e「 のnN
oHα ⊃NO卜(「noooo
● ● ● ●go● ・.o● ●
u「 卜N◎ON卜cr「 ひq◎ooり い
NNσ 「NNHHN創 くN創N
い 頃 のu「 寸 ∩nくfnNNH
・ ●o● ■ ● ● ・ ● ● ・ ●
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1・ピ …＼ π.一一.1一













二.に ∴ ‡コ::一.二」」=一 一ニコ τ==二 二:=は二=‡ 二‡==二=コ 冨__ゴ._





三.:・ 一壬 』 一
`
.r→ 一 一`一 一 十_,,
一 冒 一-・
.:;..二


















五 ・ ニ ーi・ ・;=二, .._聯 ・;
一 一一 〇,曽 曹噌?一
一← 一哨.伊}一}曹 一
」 一 一 一}一L■_一
一.・ 一 一P駒 一
_1.一 一一 一
幽r噛rh.■_略
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一 ●
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-一.一 置` 曹 曹← 一 一一一一 一一→ 一 一 一 一 一 一 一一
=ご.'『二:=二 二==ま
一 ・ ■ 一 →
.
.:一二 二ニゴニ ニ ニ.にコー
… 一 一・… ・・i「::
一 轡 諦:士 寸 一一一
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andwith(、 。lid・u・v・)・ ・i・・id・nce・fY・ay・ ・Th…1idcu「veis
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　 ロ ヘ ロ ふト
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。i,h。par,i。 ・eemissi。 。、15gTb(14・,。xn)169'xyb,。 ・4,5.6、
15gTb(14N





































































































































































































































































































































































































































































































































α層pa「tt・1eemi・ ・1・・b・ ・ed。 ・ にh・h。 【-sp・に ・・d・1.Th・y・regt・e・f。.
tvovalue3Qfnuclear仁e匝peraこureforこhehoしspoに ,1.し.,丁 冒6.2

































































































































































皿一1異 属蔓 方 ラ去
・)実 験 ・1ズ洗
図 皿_し1)に.昔9邑 』槽 内 の 臭 馬隻 器,里 、 の 畜呈 営 の ・丁既 σ
田毛 図 を 」〒、 す 。 ♪＼ 身寸 ヰ荻'さtl…fMeVの'4NZい ヰ索 自≒1ヒ
し て1雪 ご 約8・ ・剛 ♂se/f-saPP。rtin2209Biチ ・ア'カ、"
2り
1伽 らSCた 。 こ の 及 応Z・ ・6・)及継 噛 績 の 誤腱
ユ ロ　
幅 工 静 表 工一㈲)に よ つ ヱノ 攻 の さ う 暦 削 半
衡 〆 紅 与 放 出
一
一'今N+2㌔1-→ τ 一ナ 響?尺4一
に万一望一巨 埆欧 が 核一命 裂 崩壊 づ る 厚恥 断 ㊧積 が
　 　 　
条勺60圃bあ7c>ニ ヒh・ ・亀矢Bれ 一・Zし 、_う 。 歩ズ ー!VAさ,rれ ㌃ 一月q
雫 衡 α 紅}は た ビ・一一一ρ 七≧ ら 一2fQOヒ5グー=設 置 一tL.一
穿し た カ ウ ン ワ ー ・ テ レ7コ ー7。 こ1、C2.一(Lst… 遷
b・一 PM7E二2M…]5SB椥 器)1=よ っ ヱ 族 齢
Mbv強t・e単 柱 敵 乱 に δ一ろ 仁1㌧ 自 甥}・<た あ
　 ロ
にCl.e2の 前 面1=はAρ 一JsoFntiの璽 収 楼z直P
瓦 朦 出 器 の 勉 繭1まCJが1‡3・Zt.or./じ ユ 増 ・go
L.ワ'^
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7Lttあう 。BF標 的til'厚 沁 乎 面1=対 しZ4S.傾 け
マ き受 置 さ,れ た二。 こ れ1さ 辰 距 ・・孚 面 う・ト'Z.itのネ亥 分 裂
片 の 角 分 奇 の 測 定 の た あ ヱ・ あ る.該 分 製 片 感
ミ ロ　
カ ワ ♪ ノフ ー6ブ レ ス コ ー7。C3(『4屡 二3σpwa/E:
2・ ・35SB襟 出 甕 ♪9う 豆 レ、/αn七 丁一じ。1而d伽ce
七e幅rいeに よ つZムE肉 で・止5つ た 欝 カ エ ネ ル
キlt一 σ)ナこE1い 重tl景 互 多'乙 し 一乙 孝灸pY■ 津し た 。1匁
皿一`2)に擾 ちz・・誤幅 さi,1・t.た廠 分 裂 片 の エ ネ ル ギ ー
ス へ・ ク ト ル も 示 ぢ 。 広 い エ ネ ル キ"一 範 囲 に 分
布 しZい る の1誹 劾 裂 」tの 質 量tafi■rの た め
で'あ る 。 一 一
核 分 …裂 片 の 角fi昂 客 」7・ ず 一1貼刮 翠 辺 一`7)一一鑑 丞
さ 》れzい る,坐 樗 、糸 乞 耳又 そ〉 ヒ7i更ネ弓 で亀あ う 。x季 由
乞 萩 分 裂 を 起 こ.衝 版(Srss;lentacleM£一:2報 の つ
承 鄙 が 御 ニ ヒ ソー,一一ヌ 皇ー由 を 及 壷 一乎.面 一}謹 勘=一 ヒ.
ろ 。 φ、 θ をi2照 ぞ 覧才(力 位 角`αzimta十laa1"αva?le)刀亟
角`pol(xrαva?1e)・`弓ろ・ ヒ,斥)tut・#-Li#11匁の 角 分 布
13eニ90。 で・ φ のli男数 ヒ し て 与 え.ら れ,,反 加'乎
面 ・ヌト の 角 分 和 ふ 鮮 一 是 一で ・ θ の 関 数 し 一し て 与 多
う 乳 あ 。 角 究 春iδ ラ曇 い 弓単'駐痛 女 乱1『5う ご'-A
10s
℃ 重P燕 鞄 ラ考～留 核 と 避 け る7=め1=篠 方z"-i則是
二 れ た 。 うし 街且1雫)「ggi-11(e=『to。)の 渥IJJIii,～ま ノ ユ'9!=～a
の 及 跳 角9φRじ5るt← φR塑8。 ～ φR+29e。 の
範 囲 で ・竹 ナδ わ れ.ま た 厚 応 孚 面 外 の 測.".13¢ ニ
φR+148.,～ 瞬1680.cPRナ2。 ・oノ軽 ナ23虎 φRナ245.の5
つ の 酌Z・ ・ θ 二2。"v・9ク。 の 範 厨 で・竹t8わ れ た.
皐 験 糸 狩 を 表 」r-ci)に 手 ヒ あZ吉 く,
岬6
乙2)ネ 隻 出 国s色 系
ラ則 定 に ろ隻 わ 才し た 手灸 出 目 路 系 乞 図 皿一(3)に 示
す.ADCを 雑 てtm-kneコ ン に・ ユ ー9の 毒ム億 媒
ii孝 のD;SKに 刃又 糸囚 さ れ ,うrawoし αtatま ノTACラ17tt
ブ1レ,核 分 裂 片 の エ ネ ル キ亀㌧ ・ ヲ ク'け ル.Cl
ヒcユ の4E/Eう7・ ・.1ル ヱ・ あ う 。 び 粒}一 の 諏 別
1ま ノ0γ1-lrneラ ・,-9.1・,ヌ 集1詞1=1≡#1孝 …£さ 才し たit'立}き1}it-
58)
号弓 フ02コ ・7nラA1二 よ っ2ち ラ ブげ2っ 泳し た ρ
L.:}.
亀『『
皿一2冥 鳥隻糸舌 昇.ヒ 耳二 晶1「塔k.Gき痛
(1)エ ネ1レ ゴビ'一 ・ ス へ 。7ト1レ
図 皿 一 碍)に ノtOgb;+IANCii5'MeV)厚itL・,1=み ロ
ヱ 抜 分 裂 片1乙 の 同 日奇測,kに δ っZ脅 尋 だ 以糧}
の エ ネ1レ ギt-一 ・ ス へ ・ ク1一 ルtc.)nc1"sru'ed堺h
多 の エ ネt1…et'一 ・ ス へ 。 ・7'-IVI・ 封55vtを 示
El;。 両 老 の エ ネ1レ キ1㌧ ・ ス'へ 。 ク ト ル の 定 体 的
か 助 菰1割 ま し 々tCl'・aveらteい.乃 か し.rncl"-
9ive民 粒}1=yg5う 比tE;試 峯立}の 蓬 勤 エllv
り　
ギ ー`Ed)の 娼lrL、`共 に や 一や 量取 少 セ マy.}一㌃ ・ 一一;
れ 店.ス … ナ}i:-bL.乞も っ(メ 粒}は ナ・ テ 塔 角5里 勤
量 を 博 ち 出 弓 た め,製 ら肱 の 畝 分 裂 に さ る 崩 壊
碓 考}かい罪]ン17弓 う た 一あ一一1乙均 え 一ら 止し一ろ 。
1:`:,
093
`2)該 勿 裂1ヰ の 角G・ 布
前 平 襖 テ(メJf立}ヒo)同 崎 ラ舅'1建 じ よ っ て 得 ら れ
た 該 分 裂 片 の 南 分4e圏2if一 乙5)1=示 す .み か
Sii面外 の 角 分 ・i2i・tlE;〒・一 ク の 和 、 の 瀞6カ ・ら 臭
融 室 系'Z・'・7.レ・ 顧1・ 乎j'N)fga)角 飾1さ ,」Tss;1e
nvaeleu9`2tARa)の瀞 止 糸'・Zti斤・ξ 。 漸 着 ぽ,ユ'9Rq
の 瀞 止 系Z,・ は φ き たtz;・θ と 一 虚 ℃ しZ表 示 し
iLtiVr;め で・あ ろ ぐ 産 株 系 の 変 換 に6;1て1?
月 録5=参 縣1)。 前 平 換 了(犬 穿立}が ・70。1;1.友 出 さ
れ た 場 名 ヒ56。1:放 畠!1 一れr=協Gtcむ`さ,膚
ら れ た 核 分 裂 片 の 角 分 恥 堵 し く 異 プ初 好 照 、
,的 て・ あ ろ 一e厘 海 孕 面IA 一の 角 分 乃 な.箭 乎 守莫イd
麓 多 の2・.放 鋤 ・ 対 しZ'S 一訴 き ナci非 等i,fz(an-
rsotyoPy-)ち 手奇 ち,5幽 グ 室丈 出 に タマ_妊Z」;ホ さ .†を 斗卜
穿 荊 ・生 も 祷 うZいb。 二inに 姓 し て.厚 施 乎
遍 引一 の 角 分 布 略 蓮1=.20・ 放 出 に 封 しZは 小 さ
・sep写s'陛E持 ち .50.放 出 に 嬉 し τtEFrvき ナa
ヨト写 お'}生 も 手寄 っzし1う 。 角 蓮 動 量 い々 厚 九:1平 喚
1・Xし7窪 勘 二 完 圭 偏 極 し 一Z-.L1ろτ胎 、 廠 分
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裂 片 の 角fi布te-・ 厚 加 ♀ 面 肉Z・1さ 等 お 臼ヲ で・あ り
私 庁μ・平 面 タトZ・・は 司ド 悌1こ 栄 き プ8非Ytr労'}生 乞 持 つ
こ1乙2傷 ラ!れ12F" .測 足 縞 寡 は 前 牛 街a/粒}カ ・・
IfO。⊃=故,出 二1れ た 協 合 の カrい・・2σ。に 方文 出 さ}れ た 瑞
含8りii],孝 弩 特 角 蓮 勃 量 は 厚 方し・乎1壷 に 里 直 培 お
鼠 八 δ ぐ 監 多1ユ し 一乙 レ、 る 、乙 レ、 う こ し 芝… 示、n参し しZ
sq)'ZIN蔚し に}旨 手簡 さ 才しZ膨 、 る よい7
》 。 ま7…,支 南で
う に 濠,デむ 卑 面IAの 、萄 づラ 布 が い ユ吟Rcし の 反 錺(〈 お 】勾 ぐ
× 享宙)に 仁9-7を も っzい う ・乙L!う 車 実t9手 勿
竹 臼 蓮 勤 量 力…'2の 軸 にe直 アLIF魎〔Y-Z面)IAに
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働 亥 の ス 江・)袈 伯 量(=の 量 は ・ゾ 彦粍 も 林 粒
}の 動 蓮 角 毘 重環 に…等 し く ナふ5、)と 知コ ら 一蟄 一1歩・
塔 至r}t) 一・ ゆ'レ 差 一一こ ℃ も一し馬 一fi。「t・・a・1'・tモ デ"レ
■ 二 基 つい く 糸秀b言†i…† 箋き 芝i多 寺 ア{}う φZ匹t'i#プ ∂二 く ノぐei> 一の
工二 β艮 を ♪× 下 の ・茎 う に 言孚5扇 う .弓。 一
も ほ
・弓 ノー ㌔ の入 身撒 差 角一蓮一勤 璽 噛 〉 は一緋 妨
、と1・Bに一tVX'Bの質 量 藪 の1面 ・分害艇 魚一お ・喬
る、 筋 わ ち 跡 鯵 の車埴 角 躍 瞳 の 蝉 こ
も ロ
晴diン で・あ り,吻 行sinた1翁 灘 煙 工 のX
モ さ 墓渉.且。Bの 弟η 道 角 蓮 重π量 一{孝s2「〉 一墨 ラ及 定 す5.
こ 伽 さ 卸 肪tL・ の 才苗像 で・,Cl・¥ti}放 脚3、 そ
!.:.{:.
'?今
の.{E二 し う う 景 づく の スto}蛮6ts色 ろ表'リ の 糸 に
Z推 ら しZい る 点 に う主 章◎A・ ・き ㍗ あZ.こ の
℃ き ズ 崩 孚 衡Cl.+n5放 出 に,195Sる 早 均 の λ
射 勲 謹 角 運 き力 量 く店 ン・δ
、
く噌1:霧 欝 (匝一23)
ヒ 評 価:Aろ.一 力,㍗ らβ7+1今Nq●15'Meゾ)厚'勉1
で1の 完 皇 融 毎ertUtl=対6翻 賭fa曼 動 量2、γは
ヨのll)
・。w;leeソfish;切 ぶ 卸 諮 ワ5。-53お ヒBa66
計 箪 さ ・,}・k.葎一(づ寸 録 生 参 縣)っ り'<しZノ 一ーこ こ
で・もBr=tV・7・ES・ .前 平 衡 一メ ま重多 敏 出一一1=関 与.一ず.う
ロ
'孚均9λ 射 軌 蓮 角 運 勤 動 さ2crのelrぐ 下 に 存
注 し て り る 一り,う 紬 論 に 一尭 す る.
,?∫
皿 一5 去 ヒ め と 為 鼻、
(D3と め
第 皿 部 に つuて こ れ?て ・明 ら カ・ にr})た 争
篇 を こ こ に 寒 約 す る 。
へ
)Ci)209B
T+1今Nぐ 目5Mθv)17xi;7Vtで1前乎 衡 民 粒5
が ユo"i:放 山 さUtた ヒ き 物 竹 二 れ る 乎 均 の 角 運
め ヨ
璽寸r亙 冒さ33ゴ ニ3熟z・ ・!茅i表 整 ラU,さ5TSsrleγ しzaじ)evasの反
跳 方rmに 皇 直 ナ3㊧ 閃zい のCT・u,(4.6分 布
A(f)ニe×P(一 」卜4ノ」/2σシ2)一一
二甥 塵 一う 竺・cryニー≧脚 解L与 え ら れ た ・一 ご
Ll・L.・El-OfrsnMentpa胴eじerP・ ・ の 値 に 一一すz,ビ ・'37
1・ 女亨17vtす る 、 一 一 一一 一..一 一一 一 一 一一..一
`・互)前 平衡4粒}が 帥=放 出 ざ れ た ℃ き の 乎
サ ロ
均 の 朽 行 角 遅 動 皇1}27t3Aτ ㌧ 才亥 整 列te
ら 訓 土 肪,Pzx=・ ・67τ 亀'与 え ら れ た ・
㈲ 拗 摘 灘 ヵ 量 工 のPtき 釦 よs4Nの 将 ち 込
ん γ∋・八 身9写ih道 角 蓮 彰力量.ρ「-9)÷卑イ音(こ こ に'σJ3
'◎`
"物 而"さ れ た ・・ち の 質 量 数)に 等 い 叱 仮
崖 す ろU,前 乎 襖 奪d茅 互}の λO。方文 出 に 関 与 す う
し 　
雫 均 の λ 身寸 単九$角 ミ里 勇力 豆<・ ρi>1ま46t'i/50ρ 力集 出
に 関 与5δ<ρi>'338kヒ 評 価 さUtう 。 こ ミZ"
漸 乎 衡 ぴ 髄}ta;そ の 妊 こ し う5最Sの スt・ ン
褒 佑 含 ぐρ「〉 を 残 ・り の 糸 にtた ら しZL喝 ・乙 仮
2しZVIう 点Z・,<.Pi>の 工 限 を 評 価 しZttろ
じ ラち カ ら 才し う 。 こ う し て6弓 ら*し た<.Qi>の 〃遵 な
完 全 融 合 琢 而 日 ⇒ 亨Bる 臨 界 角 運i力 量 ノcrcs-・-
53ta)の 疹 く・ 下1=移 在LZVIる こ ヒ'7b's"・・hザ つ
た 、 こ 幽1δ,'荒 」£ 高弘6塚1毎 に ろ'1字 る 前1平3動 …邑
.liで ・のol孝 立}の お女 出'乙 レ、 づ 才苗11象 ヒ δ 〈 合i敗 レ
ノ「し し.、 ろ ・ 。 一 一 一
"・)前 平 衡 ぴ 粒5の 前 お 角一一△ の 放 出(〈?i♪ ニ46
h)に15像 芳 角 へ の 放 一出(初,フr一 鯵 扮 よv--
Ptき7S<Ri>か ・コ醐 与 し 唱乙11う 、_一
(v)前 早 衡 試 知 争 が 前 方 角 へ 放 出 さ れr=ヒ き
蕨 聖 列 の くe,・}2・tit…x.きい の2ま 志 輿 的 衝 実 の 癌
像,二 よ 　hle".非 赤 道 衝 突 の 寄 与 が ス き い た あ
ヒ 角尋 獄 さ 伽{1>う
ノ97
こ の 害ト を み冬}わ そ〉'こ あ た フ て こ こ で1勿号 ら れ た
前 乎 獲 ゴ,メ孝立i}#女 串 に 関 与5る4甥 の 入 身才享れ 』並
角 蓮 肇力 量 くρ;〉 に つ ・・Zの 糸吉 毒扁 は!穿F亘 晋」5の7・
線 タタ 皇 度 ヵ・ら 導 き 出:れr.Pt論 ・乙 一 致 し マL)
ろ=ヒ を 云久 あ て 自 う と1司P寺 に ノ 両 老テの 養レロ に
つVτ も 指 嫡 しZお くitf唇 が ・あ う .フ 欠 の(}・ う、
　　ト 　 　
ゲE:月り 辛 弓臭 『oく 学立 ろ一 古文 亡と,
1触+7飢 鱒 一 →di+R tA-2今)
ガ慨 こ7た と き.最 終 的i・{R?i」9テ カ・僕 現 コ 敵
た 糸 只 ぐ 複 合 核)は 一一瞭 に 、 軽 紫鯵 の 蒸廃 ヒ
該 分 裂 の2つ の 崩 壊 様 式'一が 咳 一う 一ヒ 角 え ら 一れ ㌃,
、第 丑9P、S.Rが ・4-6個 の ヰ 椎b2蒸.#す う
場　合 の 議 壱舖 ・Zりあ リノ 宴 皿 蓋戸 はRカw3亥 分ri裂・7"崩
壊 弓 う ・6き の 講 ・畜蒲 で・一あ 一る 。一一"32..命裂 崩 ♪裏'ま 萎.覚
ロ
過 程 仁 陽 く・ て 霧 竹 角 晃 勤 豆 が 状 き い ヒ 三 に 妃
こ る 現 象 で物 リ,し ね・も 第 皿 部 て亀覧 く伽 の 上
張1評 価 あ5方 咳 を 宅 つ た こ ヒ を 祐 力 食 由 ぜ
ろ じ,前 浮 衡 〆 粒 多 欺 出 に一関 与 参 う 孚 均 の λ
　ヨ ト
射 軌 皇一角 昆 董力更 τ誼 主 融 名 政 亮d・対 す る 脇 男
'98
ノシ ム ロ
岡 …里 睾力 皇 メ}Cγ の あ く・・「=に 彦1在 し ・Zい る ヒ ・・ う
結 論 は1手tん ヒ・・碓 固1乙 レ た 地 位 を 膚 た と9sk
ら 淑 そ}。
'99
ω 藍 ・)才 ン7grtc'z吻 該i整 ラ,1ヒの レヒ較
63)
1ま ユ3qPzacel,P5)及 か(λ 身寸 エ ネve。15etα1.
1レ午・-15'Meの に?51い て.sxmさWtろ 鴫}ヒ の
同 崎 測 定 に δ り,壕 む 乎 面'刃 外Z・ 杉 分 裂 片 の
商 分7予 ち 守尋 た 。)ln厘 一`'3)1;勿 安 ら の デ,-9を 示㌧
弓 。 産 襟 系 の ヒ リ カ1δ 今 の 瑞 合 ヒ 凋 じ・dZt'E!)る・
デ㌔ タ ～ま 今 の 瑞6・ 乙 比 べ・て 一1?Fうか に 乏 しPが'
き 由 だ ・つ た 相 直 が 嶋 え マ ロ る.
り 　あ の
鵬}が 後 お 僻 ・。)1・ 放 出 さ れ た ヒ き 収"畔
面 タトの 角 翁 弄 感 寄 方 的 で・あ1ノ,辰 海 乎 函 痢 『)
鮪 奇 修 訳 き 姻 信寿 力 権.と も っ ㍗ ・一う ・ 一乞 し
匿 陽}が 一献 角f激 出 さ 車 う 亀:つ れz7s・fi,,
¥lrat・7トの 齢 昂 姻 硝 鴇 帯'δ 訳 ヨ くr・V,逆
,:胴 以・乎1㌻ 内zい1δ ヨ曙 室 ・隆 昼 小#≦ 「 う 。 一ら
射 蜘 道 藺 灘 ヵ 量 乙=2に 対 す る ウwらハ 毒+算 に 歩
'ノM・)浄 が 与 え ろ れzい る ・ そ の 糸吉 黒 を'ヨ 皿 一
乙ノ4つ にh・ 弓 。 戸易}dit7・・'甫勾 方1コ お女 出[、 れbに っ れ
て 厚 応 浮 一面1二 躯 格 一ス 践 廠 ・fiffs/pe〈一(一該 豊
列 わ痕 く)rδ つ ヱ い う6肪 ノ`,3の 郵 オ
畠oo
)蒜 辰 むzいliS・.前4衡 。く.¥v5の20・SSt-mの 場 合
tE;・5℃o故出 の 場 色 c}'ノ該 整 列 の く る・れ が 珠 き ・々
つ た ・ こ の 両 老 の 箱 遠 が'痴 に ・虫 宗 す う の わ・'δ
Pti7a疑 闇 ℃・物 う 。N・ ・像 の 簸 を 出asvぐ( .,・1,Pf)
厚 応 ヱ"5σ捗 り 漸 方 の 暢}放 出 角 に)9し て 核 整
列 を 翻司べ ・1れrまりZiiう ガ とtlう 疑1ヨ劇1;あ る)が'ノ」1
藍 イ オ ニ 核 彦 亮叱 重 イ オ ⊃ 該 景 か ヒ の 爬 違 ヒ
児 ろ,1:り は 、 直li≠毒 タ か ヵ・ 舌 力・、tLt)う 見 労 が 、重
弩z;itあ う ・乙 尾dわ れb。 璽 イ オ)オ 亥 辰 涜2・の 乙重 手毒
va"siこbreakap-5"si・n,mα ・6・S7vetransferetc)-z・i
髪 環 さdaう 該 整 列.i7三 一 は 肇4オ ニ 該 辰 ル り
戸γe鋤onpσano{rea,etroγと で し実 王見 享 れ ろ 膨 く監 列 ち 彦周









































































20。 33+3 27+1 0.37
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軽 粒 う一故 出 に}醐 与 す る 可 能 ア,,S反坑}弓幾 穿黄 乞 糸缶
タト　
才呂 弓 そ〉 ヒ 表Cつ の よ う に ブよ う ヒ 考 え、 ら っれ る 。
6asわ ら 、 ① ・ne-stepの 直 招 及 血1綴 楢(・SDR:
ene-stepdrγectreαct;σn)tし て ノbre6しkup`elastrc
byeakup)>bre・ 」〈ap-Sasマ ・n,七ra.nSferpimns5θr-
Su～TGnき た ◎mu、2ti一 るtepの 直 樟 及 応 機 達爵(
M5bR;tnu↓ti-5むepdτrectreαctiσn).あ ろv)は 里
ろ オ ン 芝咳 寂 応'窃 来 のb乎 濫「・玄 う吏 う ヒ 導5単 小生 ・ 言呆
部 ヨF弾 権 衡 室 さ ら に ③ 才1乎 衡 過 程 、 ④ 雫 衡
1過ネ呈,が 覧孝1寸・ら れ ・li>。こ 、れ ら の う ち ノ ③ ヒ ④
は,入 身寸子亥 ヒ オ象 的 棲 の 聞 の 鬼 全 高虫合 反 応 一」;お
ltう2っ の 様 朝 に 封 応 し たrx海 襟 描 ヒ い一一え 」b,。
弓 ナ紬 ち.λ 射 廠 じ 凛 的 核 の 完 主 融 合 及 応'ご
Fい て 盆 系n・'*衡 状 轄1=tSつ た 複 に 軽 粒 与e
放 出 葛 ろ 矛幾横 ザい④ で・あ り,禾 た"」雫 獲才リズ 態 ・にi塵
し マ い ナ5い 状 鰭(前 乎 ラ皇†→ズ 均琶)7,'op較 粒 み 放
出 撤 横 七・・⑤ で1あ ろ,呑 た 、 ②1・ は 撒S一 の 蓮 続
的 ナ勘 竹 縮 果 ヒ しZの 軽 ね}放 出 の イ也 に.・
わ ゆ る 〔励 逸 し た)重 ρ 放 出 髄}が,軽 粒 与 ヘ
タ
崩 壊 すb過 輩 が壌 呑 れZ口 る こ ヒ に 留 尾づ べ㌧
父簸
きz"あ ろ 。
♪知=,老 目 し τ ・・ろ 丞 粒}放 出 に 関 与 す ろ
納 の 入 身働 蓮 角 蓮 動 量 に つVNZ、!4;A.厘 部
で・イ暑 ら れ た 糸吉 言魚 の 矛責 極 的 急 ・b沫をrv」1・ こ ヒ に 弓




で・.ω3入 躬 臓,A・}標 的 ・FZ.b・ さ 爵 至 粒}
B量3?k.4gナδ 励 起 身ズ 態 、C,(S.tz;β の 餉 壊 子 て一ネ
1レZleあ う 。 こ の δ うtJi蓬 章主 粒ii卜 放 昌 に 関 与 す
ろ 厚,証 鷹1描Eあ ぐ・ろ 主一ラ長 に!二さ,2.?-9).才L登.妊
ラ朝 識.ね・・電あ ろ ヒ 思・thれb。1っiδ ① のbr舩k叩 一
fusioA6';q'20'23'24'2b-)てら1画1つig-'ttの 晶 繍
鋤 呈13川118'21)で ・あ 観 一 こ こz・1-1ま.唐z・ ・の 万 難 、
法 ヒ は 畢 ナδ り.Wta6ムTV・etyttns∫erゑrt/u・ はbreCtktap-
i"S;。ncl司 じ・も の ヒ み ナδ しZレ 、6・ ① ピ ③ 乞
齢 値 る王野 畏倉袴 基 準 む 入 身守勤 道 角 璽 産
が弘 ・ テ ヤ ネ ル で吻 究 皇 融 合 反 距,に対 弗 臨
昇 由 運 勤 量5り 大5v(①);b'・ ・ム さ いC③)h'
ユa3
ら り
てい あ る ヒ い う こ ヒ'δ 憂 畦 む あ る 。 こ の δ う 浴
ヨ
認 識 応,象 重 徐 ユ に タ、適 の も の に 谷 リ つ つ あ
zノ ヒ く に .yVilczソ 繍etα}.65)1・ δ う ・一 破
恨 れ た 臨 昇 角 髭 力量(sener・vl}xed・Y由`al剛負r
waOWtenヒttm)"の 概 急1の 提 唱'6① のbreakup-∫Msiort
に タ可 弓 るiS…'腔 白勺75王 里1揖¥ヒ 角写 釈Zlし き ろu尾 ・わ れ
る 。 こ て ノ 穿1-ff、皿 部 で ・1δ・ノ2⊂rとBoる る あしδ ひ い
Wτ1CZソ繍 の 楯 書。川)Zle与 え 次 の5う 権 論 ε
得 た の で あ つ た 、
c7)… 箆,×i¥t2う 放 ε圭、に'調 与6う 乎 均 の 入 身寸 華れ …差L
角 蓮 奎力 量 〈.lli〉は.ゐ 主 畠う一合 及 応 に 禦 づ う 彦品 昇
角 髭 勃 量2,,の5ぐT! .r-LrsE6ろ 。 一
`ヨD$◎ 〈粒5の 前 力 由 お女 出1:13ラ 麦 一$角 放 出 に
Vtへ・ワhrsherPqrtralwαnesか ・欄 与5b・
こ こ'Z.・Nl各.第 工 ん 皿 部E逸 しZ明 ら ね'にt}っ.た
諾 尋 臭 乞 梧 象 し て ド 前 乎 衡Jのi-r・ ・1・)つに1一 速 」
乞 口 う 看・11宕詞 き 用`・ だ け りれ ヒい も,糸 き 藷lci)tES崩
乎 衝 鰐 鯵 放 山 機 描 乞 禎 極 的=支 持 し τ ロ る ・
-S
,緯 緬)・ δ,こ こ'Z…t2Fl」t.リ誉 けi'rsnNっ た
,禰tCi・ も,Gr。 ～3ヒWil`Z廊ki26)1こcl;るt`pi5t・n
会畿ケ
mechani5m'1乞 舌 足 す ろ こ し 乞 才旨 項笥 しZあ'<。f可
吉s[.,5NSノ"P7st・nMechan)s・n'ノt5zの 当 然1の'瞬 託
へ
し て'・werpart丁alwqvesが ・(5nsibち 正 面 衡 笑
じ 菱L口 方 が ・)毒 」 労tif…1へのoく 栄立i}放 出i=寄 与 づ
そ)tc75え ら れ そ)わ 、 ら 噸乙,・あ るL。
、);hKに,穿 亘 即 で1報 告 し た'sg丁b+t4N(1i5-Mev)
彦 沌 ・1=対6るexclMsiv・eymeα ∫urement'δ.前 平 衡
過 程 に 由 芽・ す る メ 毅}ro・N・・'Slha126メ 殺}に 対 し
て 二天 き ナδ 暑iJG(6σ 一700/o)芝 … 占 あZレ 、 そヌ こ ヒ を
1ヨ月 ら カ、'こ 弓1う ヒ,司 月奇fこ ノ ② の ノ》1SDRヒ しZり
SBe
.e・ei七edi2Cつ 崩 壊 の 彦 在(ゐ1・?)eムCt麺}
の20-.30010)み5ぴ"、 一Φ の05DRヒ しZ-一 の
ンel・rstrcbreak"Pの ら 圧(囎leム ・f城 多 のtt)t'
し,数 。/o)・2B月示 し た こt1=5主 意 ・9お 更走dしZお
き た い6.一
以 工,く 店 ンに っ こ、 一乙 年 論 支Z・・6昇ら れ た 結 論
lS、 重hオ ン 該 掬 栖=お け ろ 前 乎 衡th・Yzの 落
ゴ も ユ リ ら
r=の 重 窪 さ 乞 旦6し たt:s)ゐ5つ ・ た たいし,
辞 犯 期 蘇 め に.藩 論 女 別'調 頴 に し た 反
赴,1さ 、 入 射 工?1レ キ㌧6-8MeV/蝋 のi4N一
MS
inCtuccedreactr・nSz・あbこ ヒ を 畜 明 し τ お く
,
ろ線 芝 鋤 ろ に あ た っ 匂 に 較 自勺一盤 エ.ネル キ・
一 ・(6-8MeV/am倶)て ・1しb・Et;LCや'60の δ う
1二Ctク ラ ス タ ー 揖 造 の すqんz、 ・nr6t、'千 ド と
λ 射 該 に 選 ん・r=s'の1δ,前 平 復寸軽*立}を 殺 、知 に
i・■ 乳Srl象 の ろ こ .じZ急 識 しZい た ヒvう モ
よ
ヒ き 一 昌 仁iFけ カロ え て あ章き た レ》o
.一 力'o"e-stepの .爵嬢 反 庵1,と く に 】轟 近 王望言倉
し
的 考 果 か"注 目 さ れ る,b勉 汝 艮P-fiasionpr。cessを麺
諌 と5bSE99$il-UfEl5-tEIZ,.tp-t。一、tatetG石確 嫁z8rあ
グ,老 の 実 、験 的 穣 証 は 訳 変 興 吋、と そ そ う 耽 る課






































l」一、暑 者 ヵ・、理 化 営 揃1斜 斤(♪ 》く/f変iE聖石'ii`ヒ田名 す)サ
イ ク ロ ト ロ ン 桶 究 室 に 石荘傷 生 ヒ し て 迎 え ら れ
た のtま 階r年4目 て・.以 来 重/Jオ ン 該 励t・ の
rufttFi:薯IV'し ヱ … た わ け て・あ ろ が ,21の 間 の
し
経 験 を 語 る にtSL当 蒔,当5fitE呈 て・既 に.rk了 し
Zuた あ う 口IE;直 行 し り つ あ っ た 皇 イ オ 〉 核
反 海 の 聞 乳 乞 萄 景、 ヒ レ ヱ 振'ノ 返 っ ヱ み う の カ・
壬い ヒ 尾 わ れ る 。
隔"、 う単在 非 弾 性 激 乱 の厩 尻 ヒ し τ 河 野 工力
66).
・ に δ う
t, 一一El・,.strca・・d工 副 耐fcSca.tterin7・-ll4N4耐 も
皿一Pr・δec+ilesbゾICノ ー≧7Aし?-8S了 一ahd鞠rノ
弾 陛 非 弾 柱 散 乱.一 薇}ガ ー5クタ咳}物 竹 及 苑・
35k一の 総 合 既 就 一y一こ2舌 づ工森 男 咽 皇予工力67)
に δ る
2. -St"dieS。Si4N-?)2C-An・(.,"B一 工ndcaceOfReactv・ns
。n90Zrα バ2-toOM・ αt丘 ・ev#ie$ab・vethe
Cowlow・bBαyyier
カ、"i孝け11う 蔚4ろ ・ こ一・れ う18ヨ …里Ei「'々 イ'7ロ ー1一 量コ そ
z81加 建 さ 　れ た 重 ろ オ 〉 に"一 ハ 茗 う隻 つ た 塁 年 的
t,:IJ:⊃ 醒
aユ9
ナふ デし'ヲ を 提 磁 し ヱ あ'り ,そ の 後 に 続 く 里 イ
オ ン 核 反 応 の 禰 乳 君 に ヒ っ て は 、 礎 ヒ しZの
存 在 価 但 が あ う 。 以 後 禰 尻 は.里 イ オ 〉 廠 及
海磯 楢 の 豊 富 さ を 証 明 弓 る が の よ う に 分 化.
日 白勺4bレ 舳乙 牟 く こ ヒ にニ ナ6る,。
福 蝋 和,野 村 亨 等68)に δ る
ヨ　 へ




1ヨ中 奈井 一 自芦。 乃 原 正 ≒柔tPE丈5里 営 吉β ヒ の 井■引
1:・ 茎 る
4⊥ -lor図。一(14Nコ塗B)loユRu厘 一釦 に おu1う 一'2B辺
ヱ.tg"r-一ゴ痛2極 苑 §馴 定 ノ_一 一_一 一 一一
犀菰[透し一河 一野」五穿70)ゴ　}llを一_-1ニー1-1こ⊥一二
5・。 車主 墨1-一.原一}一一iキ亥一_.(1.r)季・一ξ塾望一2S二1ct,膏 旦)_.φ一
「・韻 で吻 メ 粒 一}麹 璽 亙 座1吻 一研 乳 ノ
魂 村 卓 等14)に 一よ16-Tiニ 一ー一1∬τ 一一一一　 -Tl一二 こ.n-
6。f穿oしMma-r～aソsb"OwtCし 塗 工neompie亡e-F以δτon
JRea・七丁・nエnOlaceCl-bソ9-b--MeVteNフ
下 田 止 一,后 原 年 粂 箸.?-t)に一G1[6'1-一一一 一_一




薯,壷 騒 ナ栃 日 究 刷 司暗 蓮 行 し て し舵 わ け γ あ
う".こ 》kら 量さ ノ 王望 石チ}ナ7つ ・7fコ ト,コ ンZ・ ・6-8
MeV/αML4に カロi速 さ 渉し た 車主`1重 イ オ 〉 乙'jBノ'ユc,
14鳩160
フ20Ne)a?esか 耗 ヨ蟷 に う き く 崔 力・ し
た 廊 乳 τ・.し ヵ・も しs・')は 直 捲 過 程 ノc4)乙7)jE;
嘩 弾 ・J・E。源 鄙 非 弾 姓 獲 で 雲.(6)は 豊 徴 粒5tW
ヘ ユ ロ
出r!`3)は!詫 、圭 薦i弧合7女'プLL'ヒ_1)う δ う'=,里 イ ラヤ
ン 年ゑ 辰 坊μσ室.湧臭 に わ 丘 る 肉1き ヒ ナδ うz口 そジ の1δ
難 く へ・ き こ ヒ ヱ・・あ る ・
二 ん ア,IF・Fに あ つ て.著 看1・ 皇 イ オ 〉 核 及rtu・
1二'6iけ う 」淫 享主穿互 与 放 幽 の .痴 乳 一1三尊 茎 …闘 ガ 茸 て
ぐ 象二私 あ ヵ… 握 硫 ・th,hb邑 の 野 閥 亨 瓦z・ あ つ1三 。
こUtSfi、乳16, .当一瞬 一1L界助 にEF.場 初 其弓'・ あtl
HS・fl,Nを失 廿 弓1リ6而乳 を 一塗お め ラ;墨 一か∵ ㍗ き 一た こ 一旨.
乞 実 度 幸 琶}二 鬼1っ マ レ、る 。 現 在 に 至 う 舟 耳 間
の 判 粥 疏e蓮 し一Z,縫 筋,唯 キ軍 さ れr=駒
豊 醐 指 導 ヵ 肺 撫 敵 軸 表 日,rすZ>bさ た.
へ ほ
強 イ7・格,兵 同 后行 究 右 ヒ.←-z王 望　5牙 ・ 珂 冗 県 の 石 原
伍 義,稲 》オ 卓ー の 両 島 に1δ 藩 く 碗 謝 δ る ・ 勉 に
a31
b反VNT壬呈 旦力 暑 の 牢 矛オ 透 印,i里4看 ・ 石骨 覧 員 の 循P農
踊 乞 晒.勉 湧 年 蓬 画.矢 野 倉 裳 函.東 エ 欠
の 矛ち 互i4敵CV.京 .ズ の 室くPb3〈'fi.ロi9.氏〆 乞 ≠も 同 ろう 謄季…し老i
ヒ し て 得 た ご ヒ カ、・ こ の 厨 牝 を 可 能 に し た 。 特
に,今 耳 闇 の 聞 究 ラ諺 力 ち 通 ひ マ 激 論 的 言義 論 に
い ノ よ
房 ち 小董 し 巷 れ ナ～ト カ・ っ た 蜜子ネ亨{}氏 、,.后7県 正 象 氏・
尋・凋 ト…蔭 肉1二 あ ら た め て 馳 噛身才の 盆」・ち 表H19弓 る.
へ
微 う に1δ.物 理 曳 蔽 厨 乳 看 の 怯 さ 様 の 励Zitt
露 金急 を 受 け る こ し乙 がい7タ カ・ っ た 。
へ 　
渉 乃 ノ ニ の 石行 晃 を 玉墜 あ る に あ た 一)z王 里 ろ`〔・
蘭 尻 眞 の 和 田 宏屋C,Vノ 戸反 ズ 壬里 旦力 与 の 「P田 正 庚 に
は 計 算 機 面 一Z・,躍 厨 の 藤 一一甲 三一部 即 二IZ;・国 揖各.雄一
拷 あ一面 酉 弛 ち一に.麟 舷 一雀乍室'のづ均 秘'7P
ト1コ 協 行 軋 室 の 数 釣 ぐ の 人 ・Zの 協 芦2得r=こ
・4一覇 難 く温 う・ 一テ刊 一ス卸 列 聯 盆鬼
財 一激 義 部 の 赫 お 享伽 班 た ひ曜 ひ・講 論 の相
ら ロ
舶 。tiラZい た た㌦ ・た ・ 孚 験3巧 能1こ し た 垂
雲 岱 薩 圏UしZ～ ち・れZはr8ら76い σ)16,● 年 間
5。σ。 蒔 間 ♪・KXの 稼 勘 孝 零 誉 ろ ガ イ クP1-1コ そ
そ のeの の 文 天:XC衝1易Sz吻 ろ う ・ る94Z
L:二}'〕 一
23x
沸 証 し た オ へ・ レ ー ・ヲ の 人 達 に テ県 く 雇 ・謝 す る 。
最 後 に.著 看 の 躍 痴 τ ゆ 茄 乳 話 動 を 完 全'こ
〃芽諺 正 し 一乙 〈 『た"さ っ た 王里 石『 ・ 月 イ ワnPO>石 う
宿 室 ・ 主 イif石纏 最 の 上 坪 宏 董 恥 ノiた.着 看
Z壬里 繍 に 紹 う7しz口r=た い1・τh'ら 蜆 丘 じ 到 う
ま ヱい.石 汽 尻 ラ彦 望力 に 支寸 弓 る た ゆ 渉 め 支 才奇 も 与 え、
一乙 く た"さ っ た 京 去 理 小 才ヰ 展 作 彦好 受 に 蛯 う別 の1電1



































勅 本 健 三 .永 宮 正 治.佐 野 光 昇.田 紬 一.

































































































































































付 録1」5qTb+1㌔(lssMeV)弾1生 散 乱 の 解 和
一 光 学 模 型 ヒc, .9aαrterP・in†伽 α1ソ5i5一
実 数 部 ヒ 戯 女 部 が 同 しlrαdiuspayame七err,'c
eli5S・tseneSSPα ・ametera-E持 つW・ 。ds--Sαx・n示 。






h・ 粍 獣 鯉1二 δ う 解41yz・ ・}nt、 ら 逝r=,be3ts7t
、丁ρ ラ ⊃5ヤ ル の 罧 索'3、Z{n2ptse1:・xptわ・ 典Z.t.,一 う 。
第 一 殺 灌8δ 、 ソ の イ齪1・ 。一,一一".s.soMev～ ご」鎚
司レ ζしと0.AO,0。fぎ,σ50チ 困t .襲 え/乙 一W㌦6yto25夫 是
δ る`=ヒ ・び あ り ノ 第 二 ≠量 戸旨`さ ノ 第 一S2階Z・ ・碍
ら れ た 汀・oラ);ヤ1レ ガ ら 一出 一詫 しZ,∠ ト つ一の ノトoラ
メ ダーv,w、Y・ 、 い 二 つ し、zbestSDt値 を 探 索
づ う=ヒZ'・ あ そ》 。 用 い 覧 れ たCou」o幽b可?テ ニ
三一や1レV'`cy)t3
zrZ■tヌze
,べ 　 二畷 一`3マll::
143Y
Rc二re(A,73+月 ゴノ3)CA+2)
ひ あ り'‡ 罪 索 毎 順 中C・uS。M』"Odr( ,AtsPαtaWte亡・εrrc
lEFコ・2。 佃 に 固 定 し た .こ う しz得 ら れ ム
{?estsrt・T・oテ⊃ ヲ ーP'レIJ,透LEづ 系・数 丁2ノ し たh"tっ
て 部 分 原 応 断 面 積CSLr,{1.t.一.つ邑1て1司 じ・稲 黒 を 与 え
う ・ 魑 吟 噂 伽h・ ・men七酬 毎t;72=`/2ヒ ナS
る ゼ ・乙 し て 定,・…義 ・ゴ}れ フひ 。}フestiot,T,・ テ)う ヤ
ル は ノ7rz々 のVの 療刀 葎月イ直 に 麦寸 し て1}圧 し 一乙 お・
り.ろ 論 文 中z・ ・,i.した 、押 ラ)ラ ヤ1レll3う の
典 型 例 ℃ 考 ㍉ う へ"き で・ あ る 。
AP-1)
q脚 漉r-P・rntCtnec1ソs7sに よ ・}t(.iま・ ■ 髄1二
如....・9-一一圭 及 応 ・断 置 積.σ 食 三 評 価 彦 る こ ヒ 炉Z'1
モ ー-b.弓 単'腔 敵 孟』 の 搬丸 分 崖斤面 一渉責 が 亀ラ+rt72-P'黄 安
乱 のL29・Lの1/4に 一ぢ う 角 度egqayむeγ や ・int
α嘲eヒ 呼 ひ・G・14V`E),lt-)弓 ヒ.角rlよ
2?,=ηcotζ 老・θシ4)一 ぐA-1-3)






ヒ 洋 こz',のc。 民b油 ・1・pラ 〉 三 ヤ1レBe乞 用 日
て,.
crR=rtR2(1-一 書)乙 為 一ト5-'♪




ノ9ヒ ヒ σrRに 対5うag・rarとeγ 一P・ 函 七 鱒!・1giS
の 績 県lllF,喝 撒 が 議 し僅/)2ン 該 摩 病μ1τ・σ 光
営 摸 型 に δ 一る 解 祈 結 果 ヒー ざ く 一 致 つ る ⊇ 一ζ.グ
ー一 一 一AP-2,3)一 一一一一一 一一
知 ら 汎 て 一り る 。 一一 一
z"5'
付 録2 ・〈 一一 〉・CCTeCLi>>1・;]日奇 測 定1こ あ吋 るabs・lttte
こrσSSseじ むじ。月 の …お め 芳
◎<'*at5ヒ γ.Wtり 同 日奇 誤ti葦き でoHl9ら ヵ・ にt6っ た
も ロ も
い う し し ろ ナδ'Xsri'LT・tサヤ 不'レ のabSolし しteじ γ・05Sseじtton
AP。4)
o'fcoint6W・esterber}etql.1二 ち走 っ て 〉穴 の 云'1b'ら





=:1二 ,σ51咽 みs;neles(;hcl"s;ve♪Of*b5.一 の.一猿 蔓
senth積,翫 ・。i・),N.cs、n3》・δ 皇 鹸 τ・碍 ら 軋 た.-
e。sytetelevrcesソretdsa・多 ひ いsin・}.le5ソields.・R・c・s着
巳 しzい るv線 に 封sる 一.aeCし;)族 出 器 のph・li・-
peake鋼 鰐 一て"あ う 一 μ'鏡 の 望 一g}ili{l」i:」t寸一す
る 内 部 章云 換 係 数 で㌧bi3bYαn伽 争ra七 τ・ 風 でしあ
う 。 ワq画 哺 くMl>-1なr線 タ控 度1・ 封 弓 る
繍 正Z・,こ の 蜘 橘 目 しZ・ ・ 秘 緑 わ・亀qeCし了)
検 出 器'z)1,検出 ざ れ たicき 残 仇 の4〈MY〉-Dイ 厘9
r縛.引 贈 に 祓 出(if't谷 い;し 卸 纏 しZい
飴6
う。.Ω 。1まCTeしLi)E出 器 の γ 線 に 封 す る 全 才灸 出
ftnS.一、<Mγ>1拝 均 の γ 線 タク 重 穫Z㌧W,tll・C〈Mγ 〉
-D個 の γ 線 の 角 度 分 荊=封6る 補 正'Lliあ る .
写B的 τ・あ る ヒ し 乙Wl=1を 梗 っ た.こ こZ"
注 竜 し てa・<<、 ・き こ ヒ は 、R。 ヒ しzlま 国 路 系
の 〒場 ス ク リ1三 通 さ ナ8い 前 の3γ$泉 婆隻 出Xstt…華 を
用 レ、t8け れIEI・・,78ら ア」'nヒ ロ う こ1乙Zt,あ う 。 一〈)・・
t3[6.・ ・ノ.、<MY>=18.4z・ ・a-n,W、)<Mt>一 亀=・・3千・
z・ あ っ た 。 文 ∋ ナδ 争甫 正 工頁 で・あ う こ ヒ が 電thび うs
w・r。・)は 者9し'b'ZttS,γ 線 の 角 分 布 に 対 す る
掃 正 で,Cli5cye七eγ 線 にXレ ス 啄 か 平iをMYFZ'1
測 染 峠 一齢 ボPづILう一w.盈めrl2-'.塞得 五。
　 　　 　 　　　 　 の
一γ,a9.の内 音β車云守喚 ヒfま,オ ・表 ヒー孕力 蓮 電 ∋一一一の 直 キ彦
の 電 磁 相 互 作 用 に δ っ て 抜 の 励 起 エ ネ1レ 午㌧
カ・動 蓮 電5に 与x 一ら 塵k.参.M、 一 搬 の 遣 多 型
ナヲ女 二二 さ レnる 壬見,象zい/1'】q音1ろ隼Zi亀芋彙 の ～匠,崖季_しue・ ヒ γ
線 放 山 のza季wγ のVL以 二 ω9/ωtrを1聯 転
域 孫 数 と 定 羨16る 。 表AP-2rci)じ,abg・1ute
¢脇 一sectr。n.9求 齢 置 あ 一に 恥 熊 γ 蓋 物 し ・
そWtにs・;・ 弓 るk、Lエ,L正 、L皿 電 与'・sろ 囚 部 転
L.、!:r
247
換 係 数 の 値 乞 示 づ 。
b'ま 着 目 し 一乙 い る γ 蓬i$S?9カ・・'盆 γ一.ilOWに 女寸 し
て 占 め る 強 穫 の 渤 含z・1偶 一b,ls1).の 揚 合 は 巫
励 走猷 聴Zい ンrastCα5caCleS?v`to・・/・ヒ づ戯 乙 た ・
奇 核 の 工船 は,ω エン 勘)肺 … 二 あ1日 て γ一 γ 同
H5誤'J,ZZ・ 碍 らi,1・t.た 〒"一 勺 経1二 そ の6・ αnchimS・
AP-6)
yatr6を 蒜 昆 し た 。 表 ハP-2一 乙了D1=そ の 結 泉




琢 粧}故 出 に 関 与 弓 る 名 辰 応 ラ マ ネ1レ に つ
・、Zty」7の γ 線 クタ 重 度tz;>5Zlの δ う に しZ訣 定
ざ りれ そ〉 。 尋 工勾 ぐ 図γ〉イ固 の γ 鼻象 か・'等 方 白匂 に 放 出 さ
レれ7…1乙 き 、6e乙L;)手i灸 出 器z"着 自 す るr余 泉 がtl光、
電 勧 果 に δ りZの £ エ ネ1レ 干㌧ ち 矢7}いph・t・-
pe・ktcし て 測 定3Ptろ 雁 季W一 ま
PT〈 図γ〉 一"A しAP・-3-1♪ω 、=Ω 脅(1-%)
Z・7ZらUtb.こ 二 に,逸 ξ ・まCTeCLT>一捧輯 一一器
の 巻 目6う γ 線 に 垣9るph。 七。peαヒ ¢寛 τGreηc一ソー ヱ・
hG'IJ」詮 霧溜 妾灌 …;:あ祝(1痺 耳〉〈M岬 一'ポ
ラ勃 え の し鮪 ンニ1-≧一一個9… γ 線 の う ち1個tl司 時
2:1害2ト隻 出 し ナδ・い 頭i孝Lτ ・あ う 。 一 一 一一一 一一 一__
3r= 一.老 目sう γ 線 ガ 竺.4εしL7)挨 出 器z・ ・伽 あ 一
叫 ヒ し て 測 激;・}"ii,舳 奇 に 一ラ勧 の(<Mi>-D
個 の γ 線 の う ろ ・ケr5〈 ヒ 卸 個 が'tNcrrCT2)挨
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正 ε1・UTじ5う ヒ 乙AP-3・・3)E〈N
に}:〕
2so
ω2二 露 口 縄)〈M「 〉一㌔ 一`1一 嬬 夙γ〉-i]
・… 《AP-3-2)
Z`'#え ら 由i" 。 こ こ に,Ω 」 はNα エCT2)検 出 器
の γ ・39・に.対 す る 皇 ネ集 出i効 導トZ"あ る 。






thみ り 求 あ る へ"き 孚 均 のr
乙 ろ隻P-3-4)一
γ蘇 と 放 出 しvBめ うr顧 言吻f・rrZ考
個 のy蘇 き 放 出 夢 う 握 率 をP`Hγ)
角 摩 ネ目関 に ま寸 弗 捕
ガ ら 出 登 し て
Rこ ∫ 臼 一 岬 万)Mγ→ 〕P乙Mγ)OIMICAP-3-6)
ヒ ち う 。PCMγ)1さ
!rp`Mγ)翻γ:1
(,AP-3噌ワ)




ヒ 軸1軽 ・ 硬 ■をt3`にう ・ τ覧TゆL騨 す
う.u
一瞳)=lmチ ψ)+6為 ぞ 肇)一 域 ・"
知 二!e側 γ卿 晒 … .一 一 命 3→。)
s`n～&)づ 己晒MぞP(Mγ)d図 γ
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ヒ 髭 義 ・ さ 淑b。 寡1モ ー メ7トi2;・ 乎 均 量.壕
2ε 一 ソ7トlewτd+h乙 幅)ノ 第3-IE一 メ ン
トtiFskewneSS一 ぐ 一ゆ 鯉 鈴)べC一 しZδ く一知 一ら一れ3一
い る 。 乙ハP-3-q. .-t')ずダ うー.…ぼ あ 一る べ 「き 平 均 の γ
の　 と




ヒ ナδ う 。vvTd"iσr以 上 一の £ 一 メ ン ト 鱒 覗 レ
Wt=1ヒ"、 〈 ヒ(A・P-3-15)ilLtま 前 勒 議 論 で帽
ら 才し た 培!{i勇 ナ3試'《AP-3-4)拭 し1:一 至文 づ ろ こ 巳乙 灯、"
容 易 に 南 力'る ・.一 一 一






あz}縮 う 。Dま の 宴1験 条 樽Zluま Ω 許3,9。1。
「乙・・cAP-3-B・)試 、 ガ ら ・&ニ ー σ.03r噛 乙・置 あ ぞ〉 。 よ っ 一乙
a2・ 以Lの 環 ぐsb・W・e5ssγ レsc上 のil・ 一 メ つ ト)
AP-8)
1さ 漁 視 し て5し 口 誘XSdeろ 。"・eSSy。 γetql・
に6るi5-'4Sm+160q∫3MeV)浸 砺 ・z・tC・)測 定El}・ よ
ZZ"SetyCtntTteseナα1岬1=よ う ～+'も σ12-
t6b-MeのE,応'Z;siの 測 塵e参 考 に し て.訊 毅S




sγ 会 一e,s' 一
・の る 乙
ノ(AP-3-〕3)茸'τ".(rvニsγ ニoの 瑞 合
に 一些 へ・1て く一Mγ〉 一の 僧 一'さ2・!・Ptミ くー が ろ ・-L-一た
が2て 野 象 上/w舳dr1:つuzも 一無 視 し え
る= 一ピ カ…}・ カ・ る 。 君 融zsttE;・(等 以Lの;S一 を 無
視 し た 。 一一き.た!さ 三 与 力 ろ 一のP-3-8)苛Lて し'・
脇 婦 が 一富 り 覇 に ・授 い こ ヒ 驕 盧 し ・
い 団 ρ 窺 一wγΩDろ 迎 う;x21gいた ・
Wyヒ し τ ・5/・1⇔ 々'のd;sereむeγ 線 に 対 ←
て 誤,,妄 ざ 由 た ・く一7角 穫 まg関 か らW7ニ 】/'・22想i
つ た.al一 γ一tr角 穫 相 関 はOt一 γ 角 馳 目 関 ヒ 伺 じ1
1::}:〕-
2S3
へで1あ ろ,ヒbE足 し た 。
さ ら に,NA工 ぐ丁」2)ネ 彙 出 器 の 中'ト!主多 に 童寸 弓 う
検 出 如 率 を 薦 慮 に 入2・Lfi},}・7i5ナ3P。 γ 線 の
膜 出菱峰 に 蝿 る 剃 甥 の検 出 勤 率 の 比 を η.
族 出5Utbtez,J・tiE3の 個 数 を つぐ し す る ヒ 〈Mγ〉に
訴 弓 る 補 正 項'さ 一 ηつ(
つ ρ乙 くMγ)は
ヒ 考 ラレ ら 激 。 う、.乙 た かい
1・nCld-R)




型 互 ネ.一ら 一典re.η の一値1さ,穿 互一1章 で1述 べ坐
δ う に+rvv・e・一 ・ナー ∫1合穿ht-ii1=ぎ うzege定 さ 激 た 。
ユ5今
・tgsm今9 u皇 長虫 合 及 、tutに女寸 弓 る 臣晶 界 角 還 望ヵ 量
・2cγ ℃?vaう 「n2qva7alαヒMO綱eハ 加 γレ・?er
-w了ICiソhskSヒBa66のSiza一
重 イ オ 〉 周 士 の 衝 突 に おtlて 完 全S虫 合 に 尋
く 】駄 の 軌 毒 角 …肇 ヵ 量 で・あ る 臣島 界 角 運 奎ヵ 曼 ノ、,
13ノ 重 イ オ ン 闇 に 僅力く カ が 覧あ る 彦島 」昇 羊 今至Ret
マニLtOに ノよ う、 δ う フさ 章れ ≦首 角 蓮 重打 量 ヒ し て 定 義・さ
1れ ろレ。5rδoわ う 星 イ オ ニ 闇 の 示。 テ)三 ・ヤ ル を,
VACY)ヒ づ ろU
響愉 ・ 岬 一
しr8る 々 が ・2。γ ヒ 足 蕎 さ れ る 。 こ の ヒ 奇Rcr
'Z,.の
一才3デ:rヲ ヤ ル の 値 に 一穿 一り 、ら一一射 工 一ネ ル ギ
ー 乞 臨 界 一工 荊 レ ギ ㌧ 恥 と 呼 β、・ こ ヒ に つ る ・
Ecy二Vkr(Rcr)(AP-4・ 一2)
岬+2)a'rzl-.-x射 核 ζ 撫 的 核 がR・rま τ 書オ つ"
く 二tcが τ1き る こ ・乙 を 孫 証 し ノ 僻 一4一嚇 俺
■ss
RcrZ・ 唾 イ7>間 の カ が 、o(しr.がi7て2ぐ2・ γ
'Zt,13弓 】 カ)に 裕ll
)こ ヒ を ラ昇、 毒正 し 「こ こtう 、
M2α)1ま,C・u)・mb、Cen七 γτ塊 α1、 潮 ¢∫eαr・TOラ ニ
つ ヤlbの 和'Zit与 え らUt
v2一 撃 ∵ 雛 り+v・(r)ごAP-4-3)
AP-10) よ
zI1あ る 。 酬c乙%5何 にSる 乙 ノV,》 α)ヒ しZ液
ラ商 オ彙 型 を 侵 い ノRcrをh・ ・is-Clensi+ンrα♂}usR量 、R2
の 和tcしZ与 え ろt.磁1まCAP-4-Dわ'ら
躯 戸`1魁ユ冗職)畿 ≒ 欝 …コ
・一 乙!}P-4脚4)




い 卿 ¶8(讐 し)ユい ・》ノ掃
…LAP--4-6)





、Mソers・16halS-∂ensitンr・ ・CliPtbRヒ し て
.Rし ニ1・i6Ai/3Lト(i.161ε な)ユ](一)
を 与 λz}1ろ 。
表AP-4-`Dに ノ ・5'9Tb+14Nク1s'q↑b+IOB.15'9丁b
-i・6Li
ノ ユoql3Tt㌦ 糸 にygし て 言鏑[れ た ノ・・
の 値 琶 手 ヒ あ ヱ お く 。 こ こ て・ 注 意 し て あ ・カ・ れ
し}・ア;6ナ ふ ・ ご ヒ は
ノ'5'9Tb+㌦(115-MeV)xよ ひ 亀9
20gBi
+'ANこ ロ5MeV)孕 窟凹Z・ 、 は.・ 入 身 寸 工 ネ1レ 千"
-13(ハP--4-2)訂 、Z帰 夫 き る 匠昆 界 エ ネ1レFlt-5り
AP-to)
1ノ・さ ・・ 捧 あ.wε1じ 酬 ∫々し の カ5去Zi・ ラ綻 さ れ ゐ
2Crt;一メ き 一一珍.…き・・.る ク直L二 一r5コ …)一'Cを」.う 一一;-leZり あ 一う・6-
一一.一 一 一 一_一_一 一 一 一一一_一 一 一_一 一 一一 一一一AP-12)一 一一
;の δ う †δ 場 合 は1次 に 述 くいろ 一13筋ろ の一一方 ラ看一㍗
thy9求 ・ あ う べ,1で ・あ る .9ま ゐ.$i・vek-}!Vi1ご墨廊k久
_-AP一 書3)一 一一 一一 一一 一一 一 一
etα1-.」 ふ,-RICレ て.一鈎 θγ5..韮.さ う 或㌦ 飛P± 一つ
を一用Orcカ ・・、こ の 瑞 伽 ま,ぐAP-4-5-,)ev乞」翔 崎 揚
合 に に べ 吃 小 さ ナふ 値 を 与 え ろ 。 李 論 支 ヰ τ'ノ
酬c砺5klのxsz《 ・ δ ・z,頒 ピ ー'ま・1?ヒ レ ーzMyey$
蝋 噛 用 ・ た 計 算 値 を一推 づ.一
一」
3ah6AP層1213/一・N身寸勲 蓋 一角 違 重瞳 あ1獅 ス ヒ・ ン
257
〈 の 趨 竹 に δ るce・ ・tyTfu3a1示 ・ ヲ}シ ヤ1レ の 諏
・ケ の 支力 果 を 、考'盧 、に ♪、 、れ て.入 身寸 エ ネ ル キ"一 芝3
つ の ㌻巽 土或 に 分 け て 考 え7tlる 。 ぐハP-4-1,2)試i
に δ う て 寡 一 臨 界 エ4iレ ギ,-El・ 乙 寡 一 巨品 界 角
蓮 壷力 量2crcEf)を 定 義 す る 。
ず乙
ノ
Ei=講 樗 〔1+1姜 一 ⊥
R・T㈲㍉馬
z.t,]手云.ら れ ろ 。
ヲ メ 々 で'
つ(=


























9旧 い う 。d、 古 抜 表 趣 の 質 量 分 布 のal;ffusene∬
ド=支守 ∫む1す る ハoラ メ く7Z,・
d二1.3s」 ㎞`AP-4-13J
竃乙 ヒ ら 才1たn -一 一一
一 ち嶋
、δ さ ら に,第 を,臨 昇 茎 ネ.酵 一 一E2ピ 第ー一
ロ




E2=論 望 自+≠ 景 一麦一論 、ユ ー
畦 義 し 花 。 銘 入 騨 埴 角 欝 漫 の 旧 部 ス
じ・ン へ の 物 竹 に δ る 減 衰i軌 ぬMP穐8α ・t'一・つz・
あ う ・
ユ錦
PCtのX身1エ ネ ル ギ 量一Eづ 養 彦'1・生 を 図Ai・ 一・zi・・一(2)
1=示 弓 。





をrtJ2に っ ロ て 角尋 ロz臣 晶 昇 羊'f呈R・)CE)ヒ 琶昆
屠 藺 運 重力 量?乙YしEi)弁 ・、家 め ら 泳し ね 璽割 ナδ ら 裕 い 、
こ φ ヒ きRcyCE)≧R,+R2.2,.乙E)≦2。r(E、)
で',等 号t;1・'ε=Ela・ 乙 き のHhX'リ 重 っ ・
EL≦E≦E2ez・ ・leノ ー妬 ←ε)-E・.!?cyCEd)ヒ?・rCE2)
る
を 直 縁Z・m押 レー-Z求 め 一一歩 一丞～_ケ,一 一一
一一ξλ≦EZい は
」～cvしE)ニ 」2CYしE2)
て'壁≒許 ラし一一ら レれ.ろD-一 一 一.一_一 一一 一 一一一一_一一_
Wi1Ciyiskiヒ 疹鋤 の 方 ラ却 漆 茎 孝 的 に 凋C殊 之
お に 一幽 る のZ"1周 じ'糸毒 果 が'碍 ら れbニ ヒtrvし期
膚 盲`}・tる でiSgTb+㌦C175Meのth・5ひ"ユ09B1+
1㌔ ω15Mじ 》源 血 嘘 娩 収 皿一B⑱ の 左 彦 て・ 計 算 竺 一
淑 芒2cyの 嘔E表AP-4一 σ了)r二 示 す 。FsAP-4
ユ`o
一ω ヒ の 比 転 に δ り
、Wilczソ 百粛 ・cBq.s.Sの 方 法
で'家 め らWhr;2α の 嘔tE;・1ili・'一 致 しZいi,ヒ
言2ろ.し ヵ・ し,;Wtら の 斥 応 マ1略 λ 射 エ ネ
1レ キ"一 か ・t第 一 厘晶 野 エ ネ1レ キ・,一 毛,乏戒 ラしZtlt畠 い
の でg13aSA4))5;21,i:6b・2・Yの う厘 は 嚇 酬5h
の 』乞inぶ11小S<tsろ 。 ぎr=.同Lt・ 理 由7・ ・?cy
しゴ き さ つ"の 劾 果 に,llるdlCtn4pivae5aet・ γS'1:
σ 今表 ら ナ評 いdLeヒ7TGっ'乙 口 る ゆ
9・q5in7αn3alCtγ ・n・ment・UWtρ3rlま 噛 ソ繍 に





τ ・1≧ 義tua与 。vじB!さ 距 離Rma・Z・cD-c・al・mb








ビン,吃 こ 自乙い の 」～二〇 に き【弍 弓 ろ 汀」つ ラ つ ラ.・ヤ1レ の β章
壁 の 高 さ β了。七 な 用 い τ
leγ=re"nt2μ(E-B,.t)/ち2(AP-4-tg)
'乙 与2た 。BTntはRrnt>Rer`ε)のlcき




一 二畿2t器 鍛 一歳e・P(一穿)ユ
い ・`AP-∠}-20)
で'
.与 ラし ら 由?li・ 。 一こ こ1'ニ ノd。r【 さ
一R、Y`E)二1?
、+Rz+-d、V-一 一一(AP二 奈 二 ㍗)
τ物 う.表AP+6》.し)i)に 一噺 面 着 のtSiaで 威
め ら れ た ノ馳 の づ直 む 教'ぜ マ .ある ・ 写単 控 敵 乱 の
粕 労 模 型 に さb一 角写祁 か 一う一得 う 一淑 た2曾rの づ直soe
航 軟 『一乞ノ 両ー 都 宅腫 丈砿 此 ・ 筋1一
ユ6ユ
ラ言 隻柔5kア ηeMα酋cβ
ラ則 定 さ れ た ヰ亥 分 裂 片 の 角 翁 存 乞5iss?jen目cleu$
の 静 止 糸(侵 宜 的 に 以 後 壷 卍,糸 ヒ ざ δ～つ く 変
ガ
瞑 す る ・乙 き のk'ivaeym.αticsを 二tこ に ぎ と一 めb。
婁 鹸 室 系 の 直 交 座 襟 系 を つし群 τ・示 し 里 ・仁『糸
の そin9't2.3z,・,"gの 産 標 系 ・δ.5issilen"、leu9
の 瑚 し坊 陶 を つぐω 軸.反 施 呼 胸 に 皇 勘 二Z(3)
軸,ZA.L2)車 齢 肩 系 をtS9δ う に 蓬 βc㌧5…rle
nMele、、Sの タ 跡 へ・71-1レ を 姦,該 分 裂 肋 蓬 穫
べ・7ト 睦 裏 馬建 糸 で・ 毒 ・㌧ 一重1U・和 嵯 期一ヒ
　一こ 〕一
そ のJl[lt一産 一醇 一乞 」乞琳 そ・坐 《一θ1屯一φla㌧ノ≦ βf㌧
『φ朔
,cす 一る.目 的 は.し 砒 φlob功 ら ωc川ジ φ`ぞ)
へ 可 変 換 τ・あ る 。 図AF-5=の 一'遜 標 の 相 互 関
雇 示 一す ∴ ～ゴzρ23)朗 一lr掬 る 蓮 奎力 量 ラ呆
ヂ}員II,511-_・
v手P4slnθcm⊂osφ(二「a=二v5ノαヒ》srnθ'ab⊂・コs・弄・Jαb一レu"Fミ
噂 レ脇 η θQ㌧ 日 φ ¢脆vY'"bsinθiabsin¢iab




が`bT」9〈'りbつ,(AP-sv-1)式 気 ・7"S .ゲ 助ノo`maE
φ1αb.e7・bお δ ぴ ・ 窃 分 架)}の 星(L"系Z、 切 鍾 劉 エ






・∠▽島 。 ∴1ニ,E'R・9tSi、 疑 一曜1,μ5の タ 蹄 工
一豹 ヒ 汗L.E避1材 劾 豹 物 実 験 室 糸 で覧の蓮
重艀 ネ1レ キ㌧ ス・あ疹 ・ 一一こ こ一z・ノ ψ・m.e・.瑳 ξ禦
で・r壁了駅 てE押.匂 判一一り 覧 与 一紅 ら 既 た 一の ∫δノー一測
良 さ 淑 た 核 分 製 片 の 蓮 勤 舌 ネ,レ キ㌧ 」諦 票納 で、
の エ ネ 可レ}1一 損 突 の た あ 正 し いE4αb茗7えt3
し、 丁ち め て、・ あ る 。 一 勇 ノ1鳶 『ma -一塔 ノ5ess;levaqOfeレ{5
AP-'4)
6質 量 数Aあ1}CN・E荷z-〒 に 蜜 一ち う5"rb!f生 ク・
sき4nts"g-v5、 馴Pこ ∫ ∫ φ にtiop2,ar;ts・sき年
z6午
9。tJみ の 工篇 金∋ ノA=219Z=多8て"あ る カ・ ら ノ
核 分 裂 片 の 主 蓬 軸 エ7-?レ ギ ー 〔E,dσ ノ6bMθV
、乙 ぎ雫 づ莇 さ 淑 る 壱 シ則 昆 芝 れ た 才亥 分 裂 片 幡 法`!工
不 壁レ 」ゼ 、 餐浜silk'1二分 淳 し 軸乙`1る カxs',そ のtヂ'tr〃 直
,ふSrssrlen、,Cleし,Sか・傳 しP質 童 巳 電 荷 に2つ に
}aJinた 覇6で%の 達 動 工 和 レ 干'㌧t}∈ 典[Eκ]
/2'と86卜4eV'za'あ ろ.
考叛 分 崖ケ 面 積 に ま寸 う る 並 猪…角 σフ変 換 時
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